
    
      
        
      
    

  






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　傑作に当たった。

　私は読み終えたばかりのその本をぱたりと閉じると、しばらくソフトカバーの表紙を眺めてから、胸の中に抱き締める。

　はあ、と溜ため息が漏れた。

　ベッドから見上げる天井に、本の中のシーンがいくつも重なっては消えていく。そのひとつひとつを順番に、宝物のようにして胸の中に仕し舞まってゆく。至福の作業だった。

　ゴールデンウィーク、二日目の昼である。

　去年までとは学校での立場ががらりと変わった私は、友達付き合いによって読書時間が著しく減ってしまっていた。だからこの連休に、積読を綺き麗れいさっぱり崩そうと思ったのだ。

　そうして手を付けた、二冊目だった。

　究極に美しい物語に、出会ってしまったのだった。

　──誰かと語り合いたい。

　この気持ちを誰かに聞いてほしい。

　そして願わくば、同じ気持ちを共有してほしい。

　でも、高校でできた友達に読書をする子はあんまりいなかった。ネットで感想を漁あさるという手もあるのだけど、私はあまり好きじゃない。以前、好きな本の感想を調べて嫌な気分になったことがあるからだ。

　本の感想は、面と向かって語り合うのが一番いい。

　こういうとき、前はどうしていたんだっけ……。

　記憶の中から浮かび上がったのは、一人の男の顔だった。ああ、そっか。あの頃は感想相手に困ることなんてなかったのだ。なんて贅ぜい沢たくな──と思いかけて、はたと気がつく。

　そいつ、今まさに、同じ屋根の下にいる。

「……い……致し方なし……」

　他に選択肢がなかった。純然たる消去法で、私はそうすることにした。うん、消去法で。

　部屋を出る。

　一度は隣室に目を向けたものの、一階のリビングから人の気配を感じて、階段を降りた。

　リビングのソファーに、探していた男がいた。

　伊い理り戸ど水みず斗と。私の義理の弟にして……元カレである。

　背もたれに沈むようにして、つまらなそうにテレビを眺めていた。すごく暇そうだ。

「……何、してるの？」

　持ってきた本をなんとなく背中に隠しながら訊きく。水斗はちらりとこっちを見た。

「手持ちの本、全部読み終わったんだ。買いに行こうかと思ったが、風が強くてやめた」

　今もリビングの窓がガタガタと鳴っている。台風ほどではないけど、びゅうびゅう鳴るほどの強風なのは確かだ。このくらいの風で……。電車なの、この男は？　まあ私も、髪が乱れるのが嫌で家に籠もることにしたんだけど。

　……あれ？　これって、もしかしてチャンス？

　この男が読む本がなくなって暇そうにしていることなんて、一ヶ月に一度あるかどうかだ。この機を逃せば、この男は私が薦める本なんて触れようともしないだろう……。

　い……今しかない……！

「ふ、ふう～ん……？　そうなんだ……」

　私は気のない風を装いながら、水斗から少し離れた位置に座った。

　水斗がこっちを見た。怪け訝げんそうに眉根を寄せている。私は本を持っていないほうの手で髪先をくるくるといじり、無関心を装った。落ち着いて……何気ない風に……。

「そんなに暇なら……一冊くらい、貸してあげてもいいけど？」

　カンペキ！　完全に自然！　一分の違和感もなし！　主演女優賞受賞！

　水斗はますます眉間にしわを寄せた。

「……何を企たくらんでるんだ？」

「な、なんにも～……？」

　私は顔が見えないように逸そらす。細かいことは気にするな！

　水斗はやはり怪訝そうではあったけれど、

「まあ、手持ち無沙汰のままよりはマシか……」

「そ、そうよ。せっかくの休みだし！」

「じゃあ何か適当に一冊──」

「これ！」

　と、私は自分の身体からだで隠していた本を、水斗に突きつけた。

「これ！　これが面白かったから！」

「お、おう……？」

　水斗は反射的に本を受け取った。ちょっと強引かもしれなかったけど、受け取らせられたからオッケー！

　水斗はソファーに深く座り直し、前髪をいじりながら表紙を眺める。それから、引っ繰り返して裏表紙のあらすじに目を通した。

「パッと見、よくある推理小説だけど……」

「あのねっ……！」

　思わず勢い込んで語りそうになり、慌てて口をつぐむ。

　は、話したい……！　何がすごいのかすごく話したい！　でも、何も情報を入れずに読んでほしい……！　そっちのほうが絶対面白い！　でも面白いところを伝えないと読んでもらえないかも……！

「……っとにかく、読んで！」

　ジレンマに苛さいなまれた結果、私にできたのは顔を伏せてそう叫ぶことだけだった。うううう、人類はまだ開発できないの!?　こういうときの対処法を！

　水斗は怪訝げに私の様子を見つつ、

「なんだかよくわからんが……まあ、わかった」

　表紙を開き、中身に目を落とした。よしっ……！

　男にしては細い指が、ページをめくっていく。ミステリには付き物の登場人物一覧を抜けて、プロローグへ。

　文字を追い始めた義弟の顔を、私は横からじっと観察した。

　水斗の目が私を一いち瞥べつする。

「……読みにくいんだが？」

「あっ……ご、ごめん。離れてるから！」

　私は慌てて距離を取った。邪魔しないようにしないと……！

　一メートル以上の距離からじーっと見つめていると、水斗は苦笑の出来損ないみたいな表情を浮かべた。

「…………まあ、いいけどさ」

　再び視線が本に落ちて、指がページをめくる。

　その横顔を、私はずっと見つめ続ける。

　目の前にいる男が、しかしどんどんと本の中に潜っていくのがわかった。私も釣られて息を止める。自分で読んだときのことを思い出して、彼が思い描く景色を想像する。

　あっという間に、ページは三分の一ほどが右側に移った。

「……っ……」

　かすかに、水斗が息を吞のむ。

　第一のどんでん返しだ。

　さらに一段、深く物語に潜り込んだ横顔に変わる。

　私は口元を緩ませた。

　瞬間、水斗の目がまた私を一瞥した。

　私は慌てて口を手で隠して、無言でふるふると首を振った。

　水斗は再び本に目を落とすと、膝に肘を置いて前傾姿勢になる。

　窓の外は、夕焼けで赤く染まっていた。

　ぺらり、ぺらり、ぺらり。

　ページが一枚一枚、さっきまでに倍する速度でめくられてゆく。

　その間、水斗の姿勢は少しも変わることがなかった。

　現実の自分のことなんて、すっかり頭の中からなくなってしまったかのように。

　いつしか、ページは右側のほうが厚くなっていた。

　半分を越えて、残りは三分の一ほど。

　そのとき、本が開かれてから初めて、ページをめくる以外の音がリビングに響いた。

「……あっ」

　小さく、水斗が声を上げたのだ。

　その目はかすかに見開かれ、瞳には得心の輝きが宿っている。

　彼の視界の外で、私はこくこくと肯うなずいた。この辺りで作者の意図がわかってくるのだ。

　休みなく、水斗はさらにページをめくっていく。

　残り四分の一ほどまで来たときだった。

　そろそろ解決篇へんに入り、すべての真相が明かされる頃だ。

　水斗が、ページをめくる手をピタリと止めた。

「…………？」

　私が不思議に思っていると、水斗はぺらぺらとページを前に戻し始めた。

　……何してるんだろ？

　彼はいくつかのシーンを読み返すと、細い人指し指を栞しおり代わりに挟んで本を閉じた。それから前傾姿勢だった身体を持ち上げ、ソファーの背もたれにゆっくりともたせかける。

　そして、天井に向けた目を閉じると、口の中で何か、ぶつぶつと呟つぶやき始めるのだった。




　かっ……解決篇前に推理してる[image: ][image: ][image: ]っ!!




　推理小説を本当にそうやって読む人を、私は初めて見た。付き合っていた頃でも、一冊の本を読み始めてから読み終わるまで横でずっと観察したことなんかなかったし……。読書スピードは私のほうが速いと思っていたけれど、もしかしてそれは、このプロセスを毎回挟んでいたからなんだろうか。

「あれがこうなって……だから──あっ！」

　たぶん、一〇分くらいだっただろうか。

　水斗はパッと目を開くと、また前のページに戻って何かを確認し、こくこくと何度も肯いた。答えが出たらしい。はやっ。

　それからようやく、最後の解決篇へとページが進む。

　私は唇が緩みそうになるのを我慢した。

　もうちょっとだ。もうちょっと進むと──

「──え？」

　目が点になった。

　という言葉の実例が、そこにあった。

「あっ……あっ、あっ!?　あ～……ああああ[image: ][image: ]!!」

　納得だか悲鳴だかよくわからない声を上げて、頭を抱え始める水斗。

　最大のミスリードが綺き麗れいに決まったのだ。

　ぼんやりとした推理ですら裏切られるようになっているのに、きっちりと考えをまとめた上で読めば、その切れ味はさぞ痛快なものになっているだろう。羨ましくなるくらい、彼は『やられた』という顔をしていた。

　さらに読み進めるにつれ、水斗はにわかに無言になっていく。

　最後の数ページは、息さえ止めているようだった。

　名残り惜しむように、ゆっくりとページをめくり……。

　きっちり奥付にまで辿たどり着いて、ようやく、ぱたんと本を閉じた。

　脱力したように背もたれに沈み込んで、茫ぼう洋ようとした目で天井を見上げる。ほう、という溜ため息が、その唇から零こぼれた。

「……どうだった？」

　訊くまでもなかったけれど、一応、私は控えめにそう訊いた。

　水斗はずっぷりとソファーに背中を沈ませたまま、ソフトカバーの表紙を眺める。

「傑作だ……」

　余韻を込めた断言だった。

「なんだこれ？　こんなタイトル、ネットでも見たことないぞ……。これが話題になってないって、世間はどうかしてるのか!?」

「でしょ!?　でしょ!?」

「ストーリーもキャラもトリックもロジックも、全部が結末のために丁寧に仕上げられてる……。文章にもダレるところがない。するすると読まされる。なのに後半になるごとに、窒息しそうになるような密度が……」

「そう！　そう、そうっ！」

　私はソファーの上を跳ねるようにして水斗に近寄った。

「前半から後半に向かって、シームレスに印象が変わっていくの！　読み終わった後は、前半の軽妙な文体や、この超平凡なあらすじすら変わって見えて……！」

「それだよ！　なんでこんなどこにでもあるようなあらすじからこんな話が出てくる!?」

「ね！　私も最初は全然期待してなかった！」

「最初のさ、伏線があっただろ。プロローグの……」

「あ、うんうん！」

　水斗が本を開いて話し始めたので、私も肩を寄せてそれを覗のぞき込む。

「えっと……これでしょ？　犯人の心理描写の……」

「そう。それもあるんだけど、その次の行のこの文章」

「……えっ？　あっ、これそういう意味!?」

　窓の外は夜になっていたけれど、もう私たちの意識には入っていなかった。

　それからお母さんたちが帰ってきて、夕食やお風呂を挟んでからも、私たちは一冊の本を一緒に覗き込んだ。

　結局、二人で二回も同じ本を読み返して、眠ったのは午前二時を過ぎた頃だった……。







　翌日、いつもより遅めに目を覚ましたあと、たしたしとＬＩＮＥをいじり、暁あか月つきさんたちと遊びに行く予定を立てていた。

　メッセージに相あい槌づちを打ちながら、頭の奥で思い出すのは昨日のことだ。

　昨日は久しぶりにすごく楽しかった。時間も何も気にしないで、好き放題に好きな本のことを語る──夢中になった時間が記憶となって固まって、胸の中で熾おき火びのようにパチパチ火花を散らしている。その温かな余韻が、まだ全身に巡っていた。

　……以前は、こんなことが毎日だった。

　こんなことがすべてだった。

　そうじゃなくなったのは──私がそれを選んだからだ。

〈それじゃ、12時に駅んところで集合ねー！〉

　暁月さんのメッセージに返事をすると、私は姿見で身支度をチェックする。うん、悪くない。いつもロングスカートばかりなのは我ながらどうかと思うけれど、あんまり短いスカートは恥ずかしいし、かと言ってパンツルックも格好つけているように思えてしまう。暁月さんにはパンツが似合うってよく言われるけど。

　バッグを手に取って一階に降りた。

　すると、私を追いかけるようにして、寝癖をつけた水斗が階段を降りてきた。

　鼠ねずみ色いろのスウェットを着た義弟は、眠たげな目で私を見やる。

「……出掛けるのか」

「ええ。あなたと違って友達が多いから」

「ふうん……」

　歯切れの悪い相槌に違和感を覚えたとき、水斗の手に一冊の本があるのが見えた。

　……ほんと、わかりにくいくせに、わかりやすい奴やつ。

　私はその本に気付かなかったふりをしつつ、

「あなたも、たまには遊びに行ったら？　川かわ波なみくん辺りと」

「必要ないよ。僕にはな」

　つまらなげに言って、水斗はリビングのドアを開いた。

「……あっそ」

　私は玄関に足を向けながら、

「──帰ってきたら」

「あ？」

「私にも、何か貸しなさいよ。不公平でしょ」

　例えば、その手に持ってる本とか。

　しばらく間があった。私は振り返らなかったから、水斗の様子はわからなかった。

　やがて、小さく答えが返る。

「……考えとく」

　私は少しだけ……本当に少しだけ、頰ほおを緩ませた。

　そして、玄関に向かいながら言うのだ。

　恋人だった頃には言わなかった言葉を。

「それじゃあ、行ってきます」

「行ってらっしゃい」
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　今となっては若気の至りとしか言いようがないが、僕には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼女というものが存在したことがある。

　より厳密には、中学二年の九月から中学三年の三月までの約十九ヶ月間のことだ──そのうち中学二年の九月から三月までの七ヶ月間を、僕たちはクラスメイトとして過ごした。

　七ヶ月。

　日本という国で学生に身をやつしたことのある人間ならば、この数字が何を意味するか、もちろんおわかりだろう。

　そう──僕と綾あや井い結ゆ女めは、付き合っている間に合計約七回、席替えを経験したのである。

『約』と付くのは、半分くらい休みである十二月や三月に席替えをしたのかどうか、ちょっとうろ覚えだからなのだが、とにかく大体そのくらいの数、クラスの席配置がシャッフルされたのだ。

　そのうち、僕たちはたった一度だけ、隣同士になったことがある。

　たった一ヶ月だけ、学校にいる時間のすべてを一メートルにも満たない範囲内で過ごしたことがある。

　だからどうしたと今の僕ならば言うけれど、当時の僕に言わせてみれば、それは望外の僥ぎよう倖こうであったらしい。ノートを見返してみると、その期間の授業の板書だけ、やたらと文字が乱れているのだ──全然集中できないうちに教師が黒板を消し始めてしまって、慌てて書き写したのが目に浮かぶようである。

　まあ、とはいえ、いわゆる陰キャラを地で行く僕と綾井のことだから、授業中にこそこそ話すようなことはしなかった。

　やったのは、たまにちらちらお互いを見たり、落とした消しゴムを手渡すフリをして指を触れ合わせたり、ちょっとしたメモを手紙代わりにやり取りしたり、そのくらいのことだった──まったく何が楽しいんだか。連絡くらいスマホを使えよと言いたくなる。

　……だけどまあ、周りの目を盗みながらこっそりメモを受け渡し、それを読む相手の表情を横目で窺うかがったりすることが、当時の僕たちにとっては楽しかったのだろう。今となっては欠片かけらも理解できないけどな！

　そんな日々も一ヶ月で終わった。

　毎月の月末に席替えが行われるのが、僕たちのクラスでは慣例だった──くじ引きの結果、僕たちはあえなく、離れた席に移動することになった。

　特定の相手と二回連続で隣同士になる確率なんて、一クラス三〇人で壁際の席が五席ずつとすれば、大体０・３３パーセントだ。別れたばかりの元カノと義理のきょうだいになる確率に比べればまだ高いかもしれないが、それでもそうそう起こることじゃない。

　……なんでそんな細かい確率を知っているんだって質問は受け付けない。当時の僕が習ったことをすぐ使いたがる典型的な中学生だっただけである。

　そういうわけで、隣席期間の有終の美を飾ることとなった、ロングホームルームの時間のことだ。

　教師が作ったくじを引くため、クラスメイトが順番に前に出る。

　僕から見て斜め前の席の順番が終わり、その次、隣の席にいる綾井の番が来た、まさにそのときだ。

　──……ぁ、ぁの……

　隣の席だった僕以外、世界中の誰の耳にも届かないだろう、消え入りそうなか細い声が、僕の耳じ朶だを打ったのだ。

　それは覚えている限りで、僕が初めて、教室の中で綾井に話しかけられた瞬間だった。

　──えっ？

　だから僕は驚いた。

　まるで赤の他人に話しかけられたみたいな、怪け訝げんな顔をしてしまった。

　人との会話に不自由を感じたことのない人間にはわからないかもしれないが、綾井のような気弱な女の子──もちろん現在のクソ性悪女には当てはまらない──にとって、これは死刑宣告にも等しい対応である。

　──ぁっ……ご、ごめっ……

　ごめんも言い切れないうちに、綾井はさっさとくじを引きに行ってしまい、僕もフォローの機会を逸してしまった。

　当然、僕はコミュ障人間の心理がわかる男なので、下校のときに謝って何の用だったのか訊きいたのだが、綾井は誤ご魔ま化かすようにはにかんで『なんでもない』と言うばかりだった。

　もちろん、本当になんでもないわけがない。

　コミュ障は自分を主張しないことにかけては強情なのだ。

　だから結局、無理に聞き出すのは諦めて、それ以後、その件に触れることは二度となかったのだった。

　たったこれだけの、杉すぎ下した右う京きようだってスルーしそうな些さ細さいな出来事を、僕は未いまだに思い出すことがある。

　緊張していることが一目でわかる、強こわ張ばりつつかすかに赤らんだ顔。

　勇気を振り絞るようにぎゅっと握り締めて、なのになぜか右手の小指だけ立てていた手。

　そして、僕に何かを期待するような、少し上目遣いの瞳……。

　あのとき──綾井は一体、僕に何を言おうとしたんだろう？





◆






「じゃ、休み前に言った通り、今日のロングホームルームで席替えするぞー」

　いえええええい!!　と、教室中が正気とはとても思えない歓声に包まれた。

　やれやれ。席替えごときの何がそんなに嬉うれしいんだか。人生楽しそうで心底羨ましい。

　──などとスレたことを、普段の僕ならば宣のたまっていたことだろうが、今回に限っては僕でさえも喜びを隠しきれない。

　入学から一ヶ月。ゴールデンウィーク明け初日の今日まで、席順は出席番号に準じたそれで固定されていた。

　これが変わる。

　流動する。

　つまり──真後ろにいる性悪女から解放される！

　なんて素晴らしい日なのだろう。

　背後を取っているのをいいことに繰り返された暴虐の数々──椅子を後ろから蹴られたり、首筋をシャーペンで刺されたり、授業で当てられたときに囁ささやき戦術を仕掛けてきたり──八大地獄もかくやという苦難の日々に、ついに終止符が打たれるのだ。

　これを記念して祝日を作ろう。担任が席替えすると言ったから、今日は席替え記念日。

「（……ずいぶん嬉しそうね）」

　じいんと感じ入っていた僕の背中に、棘とげのある囁き声がぐさりと刺さった。

　というか、シャーペンを物理的に刺されていた。

　僕の義妹にして元カノにして、そしてクラスメイト。伊い理り戸ど結女の犯行である。

　……ふ、ふふ。これは最後の試練だ。神よ、貴様には散々苦渋を舐なめさせられてきたが、今度こそ僕が勝つ。この試練を耐え抜き、人間の強さを証明するのだ。

「（ちょっと……！　何とか言いなさいよ！）」

　人類の矜きよう持じを背負う僕の背中に、さらなる責め苦がぐさぐさぐさぐさと連続する。

　……さすがに痛くなってきた。

　一限目の教師がまだやってこないのを見て、僕は机の下にスマホを出す。

〈人の背中を刺すなと教わらなかったのかサド女〉- 09：02

　ＬＩＮＥで送信。

　ややあって刺突の連打が中断し、返信が来る。

〈あらごめんなさい。テスト範囲じゃなかったから〉- 09：03

〈道徳の授業を受けたほうがよさそうだな〉- 09：03

〈え？　生物じゃなくて？　家畜的な意味で〉- 09：04

　ピンクのブタがブヒーと鳴いているスタンプが送られてきて、僕は頰をひくつかせる。

〈悪いな。テスト範囲じゃなかったんだ〉- 09：05

〈は？〉- 09：05

〈さしもの僕もオランウータンでも読める日本語の書き方は勉強してなかった〉- 09：06

「おらんっ……!?」

　背後から愕がく然ぜんとしたような声がかすかに漏れ聞こえ、僕は笑みを嚙かみ殺した。

〈調子に乗るな〉- 09：07

〈うわっ、小学生のクソリプだ！　逃げろ！〉- 09：07

〈ちょっと現代文の成績がいいからって〉- 09：07

〈お褒めに与あずかり光栄至極。入試一位の伊理戸結女さん〉- 09：08

　ガンッ！　と後ろから椅子の座面を蹴られる。

　いつだかに入試の自己採点を見せ合ったことがあるのだが、現代文だけ一〇点以上の差をつけて僕の大勝だったのだ。

　読書趣味の学生ってやつは大抵の場合、現代文の成績を誇りにしているものである（僕調べ）。その誇りをいたく傷付けられたらしく、この女はこの話題を出すといつも不機嫌そうになり、僕の気分を良くしてくれるのだった。

「すまん、遅くなった！」

　さらなる返事が届く前に、一限目の教師が一〇分遅れで教室に入ってきた。

　今日のＬＩＮＥバトルは僕の勝ちだな。臍ほぞを嚙む女の顔が目に浮かぶかのようだ。

　スマホをポケットに仕舞おうとしたそのとき、もう一度ぶるりと着信の振動があった。

〈ねえ〉- 09：11

　それだけだった。続きは送られてこない。

　怪訝に思って、ちらりと肩越しに振り返ると、結女はすでに真面目ぶった顔をして教科書とノートを広げている。スマホは手に持っていない。

　何か言おうとしたが、教師が来たからやめたということか。

『い』から始まる苗みよう字じの宿命として、僕らは前から一番目二番目の席である。この立地でスマホをいじっているとあっという間にお縄になるため、授業中は互いに手を出さないのがルールだ。こいつと二人してスマホを没収されるなんていう生き恥晒さらしてたまるか。

　……何を言いかけたんだろう。

　気にならないと言えば噓うそになるが、教師が板書を開始したので、僕はそちらに集中することにした。







　チャイムが鳴った途端、教室の空気が弛し緩かんする。

　午前の授業が終わったのだ。

　約三〇人の生徒（細かい人数なんていちいち覚えていない）が止まった時が動き出すかのように立ち上がる。その手には弁当や財布があり、そうするのが当然であるかのように、それぞれの友人を昼食に誘っていた。

　メシくらい一人で食え。

　──などと大人げないことは、今日ばかりは言うまい。何せ席替え記念日だからな。

　僕はハンカチに包まれた弁当を取り出すと、無言で手を合わせた。

　何せ父子家庭だったので、中学までは購買なりコンビニなりで済ませるのが基本だった。のだが、高校になって以降は継母の由ゆ仁にさんが妙に張り切って、毎朝、仕事に行く前に弁当を作ってくれている。

　もちろん、結女のと合わせて二人分だ。

　別に無理しなくても、と僕らは言うのだが、由仁さん曰いわく、育ち盛りの息子に弁当を作るのが夢だったらしい。結女はそのついでね、と冗談めかして言う由仁さんは本当に楽しそうで、僕らもそれ以上は何も言えなくなってしまったのだけれど──実のところ、僕らがそれとなく手作り弁当を辞したのには、もうひとつ別の理由があった。

「よう友よ。相変わらず人を待とうとしねー奴やつだな」

　一見チャラそうな茶髪男子が、菓子パンと紙パックのレモンティーを手にやってくる。自称・僕の友人の川かわ波なみ小こ暮ぐれだ。川波は僕の弁当の中を見て、軽薄そうな顔を苦笑に変えた。

「今日も豪勢なこった。これが伊理戸さんの弁当か……」

「やめろ、その興味の示し方」

　そう。僕と結女の弁当は、中身が同じなのである。

　これは仕方のないことではあるのだが、僕らの本能的な部分は拒否反応を示していた。お昼に同じメニューを食べていたら、なんだか仲良さげに見られそうで嫌だ、と。

　極めて子供っぽい考えであることは僕も結女もわかっているので、強いて由仁さんに言いはしないが……結女のほうは弁当の中身を見比べられないようにするためか、昼休みはどこかに移動することが多い。

　僕は絶対に動かないけどな。なんでこの女のために僕が動かなきゃならないんだ。

「んじゃ、今日もご相伴にあずからせてもらうとするぜ」

「ああ。いつも僕のだけボリュームが一・五倍くらいなんだよな……」

「男子高校生は全員大おお喰ぐらいだと思ってんだろ。たとえあんたみたいなひょろひょろの文学少年でも」

「かと言って残すのもな」

「まあ気を遣うわな。オレは母親が増えたことはねーからわかんねーけど」

　プチトマトをひとつ摘つまみ、ひょいと口に放り込みながら川波は言う。それからどこか下げ衆すい感じでにやりと笑った。

「綺き麗れいに空になった弁当箱を見て、きっと伊理戸さんも見直すだろうぜ。『ああ見えてやっぱり男の子なのね』ってな。その助けになるんなら、一合だろうが二合だろうが喜んで食い尽くしてやるぜ」

「どうもありがとう。本人が真後ろにいる状況でさえなかったらもっとありがたかったな」

　首筋に冷たい視線を感じる。『ああ見えたやっぱりここが急所ね』って感じ。殺やられる。

「ゆーめちゃんっ！　お昼たーべよっ」

　快活そうな調子の声が、後ろの結女に投げかけられた。

　視界の端でポニーテールがぴょこんと跳ねる。うわっ、南みなみ暁あか月つきだ！　僕は気配を消す。

「ええ。……他のみんなは？」

「なんかね、部活の用事があるんだってさ。やー、ヤバいよねー。まだ部活決めてないよ、あたし。結女ちゃんは？」

「私も……入るかどうかすら、まだ」

「二人でいろいろ見学行ったでしょ？　でもいまいちピンと来なくてさー。ゴールデンウィークも終わっちゃって、正直もう入りにくいよね。どうしよっかなぁ」

　おい。二人で部活見学って聞いてないぞ。そんな危険人物とサシで行動してんじゃねえ。

「よお、義理の弟。顔つきがちょっと怖いぜ」

「兄だ」

　短く訂正しつつ、僕は唐揚げを頰ほお張ばった。由仁さんの唐揚げは旨うまい。夕飯に出るとひっそり結女と取り合いになる。曰く『一いち見げんのニワカは去れ』。京都人か。京都人だったな。

「とにかく、今日のお昼は二人きりだねっ、結女ちゃん！　どうするー？　ひと気のないとこ行っちゃうー？」

　どこか聞こえよがしな声で、南さんはジャブを打ってきた。『二人きりで行っちゃうぞー？　羨ましいだろー？』という言外の主張だ。羨ましいわけあるか。シャブを打ったかのような思考回路だな（うまい）。

　とはいえ結女と南さんが二人きりで食事というのは、確かに危険だ……それこそ何かしら薬を盛られる可能性も考慮に入れておかねばならない。

　まあこの女がどうなろうが僕の知ったことではないのだが、父さんや由仁さんが悲しむので、防げるのなら防いでおきたいところだ。しかし、さて、どうすべきか──

「なんだ南、今日は二人だけかよ」

　今まさに妙案が降りてこようとしたそのとき、機先を制するように川波が言った。

「だったらオレたちと一緒に食おうぜ？　この席配置も今日で終わりなんだしよ、たまには合コンと洒しや落れ込こむのもいいじゃねーか」

　……なん……だと……？

　思いもよらなかった提案に、僕のみならず全員の視線が川波に集中した。

　川波は僕の視線にだけ反応し、こっそりとウインクを送ってくる。きもっ。

「……ええ～？　川波、この機会に結女ちゃんにお近づきになろうとか思ってない？　キモいんですけど～」

　早速迎撃に出た南さんが、女子であるというアドバンテージを活いかし必殺の『キモいんですけど～』を繰り出した。

　大抵の男を一撃でマットに沈め、ついでに土に還かえらせる威力を持つチート技だが、そこは対南暁月決戦兵器こと川波小暮、こゆるぎもしない。

「いやいや、そこんとこは安心してくれていいって。オレ、恋愛はＲＯＭ専だから」

「ろむせん？　なにそれ？」

「リードオンリーメンバー。見てるだけってこと。結局それが一番楽しいわけよ」

「……ふう～ん？　要するにデバガメだ」

　おっと。南さんの声の温度が若干下がった。いつも正気を疑うくらいの元気印なのに、珍しいこともあるものだ。

　……結女の奴もたまにこういうトーンの声出すよな。

「信用できないなあ～。だって川波だし」

「川波くん、何か前科でもあるの？」

「聞いてよ結女ちゃんっ！　こいつさあ、中学のときに──」

「待った待った待った！　オレの話はいいって！」

「黙っててほしければ軽々しく乙女の花園に入ってこようとしないことだねっ！」

　お、ここは南さんのアドバンテージか。さあどう切り返す川波。

　僕が完全に観客になっていると、川波は「うぐぐ」と指し手に困った棋士のような苦く悶もんの表情を浮かべた末に、ようやっと口を開いた。

「……わかった。この機会に親睦を深めようぜ。弁当を食いながらお互いの中学時代の話でもしようじゃねーか」

「「「…………!?」」」

　川波の言葉に、一瞬、僕たち三人の沈黙がシンクロする。

　こ、こいつ……一体どういうつもりだ……ここにいる人間は誰一人として例外なく、脛すねに深い傷を持っているんだぞ！

「え、ええ～……？　中学時代の話？　……あたしはいいけど、結女ちゃんが……」

「い、いえ、私も別に構わないけれど、そこの弟が……」

「いや、別に、僕も……面白いことは何もないけど……」

　ほら見ろ！　お調子者がゲテモノ料理頼もうとしたときみたいになってるじゃないか！

　断れよお前という気配を発し合う僕らを見て、川波はなぜか満面の笑みを浮かべた。

「そうか！　だったら中学時代の話はしなくていいから、普通にメシ食おうぜ！」

　その提案に僕と南さんはハッとなったが、結女だけがぽろりと口にしてしまう。

「まあ、それなら……」

「よし、決まりな！」

　言げん質ちは取ったとばかりに川波は立ち上がり、近場の机をくっつけ始めた。

　今のは──ドア・イン・ザ・フェイス・テクニック！

　譲歩的要請法とも呼ばれる交渉術のひとつで、最初に明らかに断られるような難しい要求をしてから、あたかも譲歩したかのようなふりをして本来の要求をすると、『さっきは断ったし、もう一度断るのは申し訳ないなあ』という心理から要求が通りやすくなるというものだ。心理学の参考書を読むと大体載っている。

　今、川波がやったのはまさにそれ──僕と南さんは警戒していたから気付けたが、無警戒の結女は引っかかってしまった。この男、なかなかやる。

「……くう～……っ！」

「へっ」

　結女に見えていないところで南さんが悔しげな視線を川波に送り、川波は勝ち誇るように鼻を鳴らしてみせた。勝負あり。

　かくして、奇妙な四人組が誕生した。

　僕の正面が南さん、隣が川波、そして斜はす向むかいが結女という配置になった。男女で分かれるところまでは自然だが、互いに対面にならないようなポジショニングになったのは、四人の本能がそうさせたからだとしか言えない。

「なんだか不思議だねっ。伊理戸くんと向かい合ってお昼食べるなんてさっ」

「ああ……まあ……」

　さっきの敗北の表情はどこに鳴りを潜めたのか、南さんはニコニコと話しかけてくる。僕の答えが女子に慣れてない奴みたいになったのは、もちろん女子に慣れてないからではなく、僕と南さんの間にある種の交流と呼べなくもない何かがあるのを結女に悟られないためだった。

　……のだが、それはそれで問題があるらしい。

　冷えた視線を感じたかと思うと、ポケットの中でスマホが軽く震えた。

「…………？」

　机の下で確認してみれば、結女からの着信。

〈ちょっと優しくされたからって私の友達をやらしい目で見るなオタク野郎〉- 12：38

　僕がオタク野郎なら君はオタク女郎だろうが、と思ったがそれでは芸がないので、僕は即座にこう返す。
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〈ご忠告痛み入ります。当方、どこかの誰かと違ってちょっと優しくされたくらいで惚ほれるようなチョロさは持ち合わせておりませんのでご心配なきようお願い申し上げます。よろしくお願い致します〉- 12：39

　なんて丁寧な返信なんだ。礼儀を尽くし切っている。予測変換大活躍。

　リアルの結女がちらりと机の下に目を落とすや、肩をかすかに震わせ始める。効いてる効いてる。南さんや川波がいるこの状況では、自分の口で反論することはおろか睨にらみつけることすらできまい。ガハハ！

「オレと伊理戸さんはあんま絡んだことなかったっけ？」

　さぞ反論を書き連ねたかったことだろうが、ちょうどそのタイミングで川波が結女に水を向けた。ナイスアシスト。持つべきものは友達。

「えっ？　あ、ああ……そうね……言われてみれば、そうかしら」

「結女ちゃんにこんなケーハク男近付かせるかっての！　今日は特別だからね川波っ！」

「へいへい。おこぼれにあずからせていただきやす」

　会話の軸が川波と南さんに戻ったのを見て、結女がまた目を机の下に落とす。来るか。

「そういや前から訊きいてみたかったんだが、伊理戸さんって家でどう過ごしてんの？」

「あ」

〈あれは全然ちょっとくらいじゃ〉- 12：40

　途中返信になっていた。……ちょっとくらいじゃ、ってなんだよ。ジジイか？

「……あー、えっと。家でどう過ごしてるか？　って？」

「いや、休みの日とかさ……」

「うわ、最悪だよコイツ～っ！　普通、大して仲良くもない女子にそんなこと訊くぅ？」

「やらしい意味はねえっつの。ほら、この超草食系とはいえ、男と一つ屋根の下なわけだろ？　気になるじゃねーの。普段どうやって過ごしてるか」

「まあねー。あたしも前に伊理戸くんに訊いたし」

「オレも男視点の話は聞いたことあんだけど、女視点のほうがさあ。気を付けることもそっちのほうが多そうじゃん？」

「それは、まあ、そうね……。特にこの男──彼は、休みの日もほとんど外に出ないし」

〈君もだろうが〉- 12：42

「自分の部屋以外では、できるだけ気を抜かないようにしてるわね。それで案外、平和にやっていけるものよ」

〈あんたよりまし〉- 12：42

　喋しやべりながら器用なものだ。

　川波が「へえ～」と感心したような声をこぼす。

「実際はそんなもんなのか。漫画だとすぐ風呂場で鉢合わせたりすんだけどな」

「漫画と現実を一緒にすんなバーカっ！」

「誰がバカだうるせーバカ。……よお、伊理戸。こいつはこんなこと言ってっけど、漫画的イベントに遭遇したこと、マジでねーわけ？」

「ないな。風呂場だのトイレだのは一番初めに取り決めを徹底した」

〈私のブラを盗んだことはあったけどね〉- 12：43

〈あれは拾っただけだって言っただろ〉- 12：43

〈どうだか〉- 12：43

　過去のことを蒸し返してぐちぐちとこの女……。あの件は片付いただろうが。

　その暗くて粘着質な性根について批判を述べようとしたそのとき。

〈あなた、噓うそつきだもの〉- 12：44

　という追伸が、ヒュポッと現れた。

　……噓つき？　僕が？

　またこいつは言いがかりを……。僕がいつ噓なんてついたよ？

　ちらりと視線を斜向かいに向けると、結女はふいっと目を窓の外に逃がした。それはつまり、さっきまで僕のことを見ていたということだ。

　僕がこの女に噓をついたことなんて、中学時代を含めても一度もないはずだ。そもそも噓をつく必要のある状況が発生しなかった。何か約束を忘れていて、その理由を言い訳するようなことさえも。自慢じゃないが、僕はどんな些さ細さいな約束も忘れない奴やつだったのだ。例えば───




　そのとき、僕に電流走る。




「───あっ!!」

　突然大声を出した僕を、川波と南さんが驚いた顔で見た。

「なんだ？　どうした？」

「午後の授業の教科書忘れちゃった？」

「い、いや……ごめん。なんでもない。勘違いみたいだ」

　誤ご魔ま化かしながら、僕は脳裏で情報を反はん芻すうする。

　……そ、そうか……あのとき、綾井が言おうとしたのって……。

　ちらりと結女の顔を窺うかがうと、何事もなかったかのように会話に復帰していた。けれど僕には、僕だけには、その表情が凍いてついているように見える。

　……これは……。

　ああ、もう、くそ。仕方がないな。

　僕の負けだ。

『コミュ障人間の心理がわかる男』の肩書きは、今日をもって返上します。







　ロングホームルーム──席替えの時間が来た。

「じゃ、伊理戸──男子のほうな──から順番に引きに来い」

　中学が高校になったところで席替えの方法が進化したりはしないらしい。相変わらず手作りのくじを一人ずつ引きに行く、アナログな方法だった。

　僕は椅子を引いて立ち上がると、教卓の上に散らばった二つ折りの紙をひとつ手に取る。紙は全員が引き終わるまで開いてはいけないルールだ。

「次。伊理戸女子のほう。どんどん来いよー」

「はい」

　僕が自分の席に戻るのを待たずして、出席番号二番の結女が立ち上がる。

　くじを引き終えた僕と、くじを引きに行く結女とが、教壇の手前ですれ違う。

　──この瞬間。

　僕はそれとなく手を伸ばし、左手の小指を結女の左手の小指に軽く触れさせた。

「───っ!?」

　すると、結女がぴたっと足を止めて振り返る。

　その表情には、驚きよう愕がくの色が強く滲にじんでいた。

　僕はその顔を一いち瞥べつしつつも、素知らぬ顔で自分の席に戻る。

「伊理戸？　どうしたー？」

「……い、いえ、すみません。大丈夫です」

　結女もまた、教卓に散らばったくじを右手で取って戻ってくる。

　出席番号三番のクラスメイトとすれ違い、僕の席の横を通り抜ける刹那、一瞬だけ視線を送ってきた。

　──どういうつもり？

　ＬＩＮＥも手紙も使わなくても、その意図は手に取るようだ。

　べつに、どういうつもりでもない。

　ただ僕は、約束を守る人間でいたかっただけだ。

　……真相は、本当に些細でどうでもいいことだった。

　昔。中学時代。僕らが付き合っていた期間で唯一、隣の席同士だった頃──一ヶ月間、幾度となくやり取りしたメモの中で、こんな話をしたことがあった。

　詳しい文面は覚えちゃいないが──確か最初に、綾井がこんな風に書いてきたのだ。

　──来月も隣同士になれたらいいね

　その頃にはもう、それがごく低い確率であることを算出し終えていたので、僕はこんな風に返事をした。

　──なれたら奇跡だな

　頭ごなしにそんなことあるわけないとも言えなかったので、オブラートに包んだわけだ。もちろん奇跡というのは起こらないから奇跡なのである──僕の定義はそうだったが、綾井のほうでは違ったらしい。こんな返事があった。

　──だったら、奇跡が起こるように、おまじないをしよう

　曰いわく。

　好きな人と隣同士になれるおまじない、というのが、本当にあるらしい。

　スレた中学生であった僕は、うわあ子こ供ども騙だましだなあ、と素直に思ったのだが、綾井のほうは意外と乗り気だった。人間が首を切られたりバラバラになったりする小説を愛読している割に、そういうところは女子らしいのだ。

　当時の僕は、初めて見た綾井の一面に（おぞましいことに）可愛かわいらしさを感じて、まあこういうのに付き合うのも彼氏の務めかな、と色いろ好よい返事をした。しかし、すでに付き合っている者同士が隣の席になれるおまじない、というのは見つからなかったので、それまで僕らがやっていたことを参考に、オリジナルのおまじないを設定したのだ。

　それが、くじを引きに行くときに、誰にも気付かれないよう互いの小指を触れ合わせる──だった。

　僕たちはすでに、授業中に落とした消しゴムを手渡すふりをして指を触れ合わせる、という何が面白いんだか皆目見当のつかない遊びを繰り返していたので、その延長である。

　そして僕は、本番の時にそれを綺き麗れいさっぱり忘れていたのだった。

　……言い訳をさせてほしい。

　授業中にやり取りしたメモは、もちろん他人に見られるとマズい。僕らが付き合っているのが一発でバレてしまうからだ。だからあたかもスパイのごとく、それら証拠品は速やかに廃棄していた。

　おまじないについて書いたものも、当然ながら。

　人は反復によって短期記憶を長期記憶に変えるのである。たった一度きり、しかも授業中にこっそり隠れてという低集中度を余儀なくされる環境で交わした雑談（だという認識だった。僕は）の内容を、果たして覚えていられるものだろうか？　いや無理！

　……まあ、言い訳は言い訳でしかなくて、悪いのは結局、僕なんだけど。

　あのときの綾井の気持ちが、今ならばはっきりとわかる。

　二人で決めたはずのおまじないを、僕がやってくれる気配がない。仕方なく勇気を振り絞って声をかけてみれば、僕の反応は丸っきり覚えていないそれ。

　綾井は思っただろう。

『あ。あんなの本気にしてたの私だけだったんだ。ああそっか。イタいなぁ私。中学生にもなっておまじないとか。覚えられてなくてよかった。このままなかったことにしといたほうがお互い傷付かずに済むよね？　あはは……』

　泣き寝入り以外の何物でもない。

　当時の綾井結女は、今と違ってそういう女の子だったのだ。

　──たとえ、もう一年以上も前のことだとしても。

　──たとえ、今やいけ好かない以外の気持ちを抱いていない相手だとしても。

　これをそのままにしておくのは、僕のプライドが許さない。

　だから今。ちょうどこの機会に、あのときの約束を果たすことにしたのだ──

　背中に視線を感じる。またシャーペンでも突き刺そうとしているのだろうか。

　……今日で、この視線ともお別れである。

　おまじないなんて、子こ供ども騙だましでしかないのだから。
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　もうオチは予想がついていると思う。

「……………………」

「……………………」

　僕と結女は、睨にらみ合うでもなく、感情の抜け落ちた視線をぶつけ合った。

　──前後に並んだ自分たちの席を挟む形で。

「おいおい伊理戸きょうだい、また前後かよ！　奇跡か！」

「うっひゃあ……起こるんだね、こういうこと」

　川波と南さんが、窓際最前列から中央部最後列に移動した僕と結女の席に集まって、口々に驚きを示す。

　そう。

　厳正なるくじ引きの結果、僕と結女の席は、再び前後に並ぶこととなったのだった。

「…………０・３３パーセント…………」

　僕の席に目を落としながら、結女がぽつりと、誰にも聞こえないような声で呟つぶやく。

　……覚えのある数字だなあ、まったく。

　僕はスマホを取り出すと、素早く文字を打ち込んだ。

〈一回目は出席番号による必然だから、そんなに低い確率じゃないぞ〉- 14：56

　すると結女もスマホを取り出して、画面に目を落とすや僕のほうをぎろりと睨んだ。

〈確率計算してるとか、キモいんですけど〉- 14：57

　はッ、効かないね。

　キモい奴にキモいって言われたところで、これっぽっちも。

　そういうわけで、またぞろ神の野郎による妨害か、席替えによってこの女から離れることはできなかったのだった。

　だが。……それはそれとして、僕の目的は達成された。

　──前後は前後でも、今度は僕の席が後ろなのである。

　つまり立場逆転。

　僕がこの女の後背を支配できるということ。

　はてさて……このひと月、この身に受けてきた暴虐、どんな風に返してくれようか……。

「くくくくく……」

「ちょ……ちょっと、何よその笑み……。何するつもり……!?」

「自分の胸に聞いてみろ」

　かくして、解放は叶かなわなかったが報復の機会は得た。

　これもおまじないの効果か？

　まさかな。

　今の僕たちに、あのおまじないが効くわけもない。

　だって、理屈としてそうだろう？




　あれは、付き合っている二人のためのおまじないなのだから。







[image: 元カップルはもたれ合う「……今は私が、お姉ちゃんだし」]










　今となっては若気の至りとしか言いようがないけれど、私には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼氏というものが存在したことがある。

　切っ掛けは本だった。学校の図書室で、チビぶりが祟たたって取りたい本を取れないでいたときに、手を差し伸べてもらった──そんなベッタベタな切っ掛けで私たちは出会い、趣味を通じて意気投合した。

　とはいえ。

　実のところ、私たちの趣味は微妙に食い違っていた。私は本格ミステリ専門で、あの男はジャンル問わずの濫らん読どく派。中学生という生き物は自分がいいと思うもの以外はおしなべてクズだと思っているので（偏見）、あの男の読書傾向は私の目には節操のないものに見えていた。

　それなのに、横よこ溝みぞ正せい史し作品よりもダークだった当時の私をして、時代錯誤なラブレターをしたためさせるに至ったのは、趣味以外の部分で共感するところが、業腹ながらも存在したからだった。

　私とあの男の、趣味以外の共通点。

　今の冗談のような状況に追い込まれる一因ともなったそれ。

　すなわち、親が片方しかいないことだ。







　大した諍いさかいはなかった、と記憶している。

　小学校の低学年まで、私は確かに、どこにでもある平和な家庭で生きていた──お母さんとお父さんが大声で喧けん嘩かするようなこともなかったし、もちろん暴力なんてありはしなかった。だから当時の私にとっては、とても突拍子もないことだったのだ。

　お母さんとお父さんが、家族でなくなってしまったのは。

　……詳しく理由を聞いたことはない。だけど、今ならばわかる。きっと大きな理由なんてなかったのだ。ただ、小さな齟そ齬ごが、時を経るにつれて積み重なった。かつては確かにあったはずの熱が薄れ、冷えて、霞かすんで消えて、……その結果、一緒にはいられなくなった。単に、そういうことだったのだろう。

　どこにでもあることだ──私にだって、あったのだから。

　だけど、幼い私にはわからなかった。寂しくて寂しくて、毎日泣いていた。お母さんはそんな私を抱き締めながら、ごめんね、ごめんねって何度も呟いた。私はそれが悲しくて、もうお母さんに謝らせたくなくて、いつしか泣くことをやめていた。

　そんなことが、幼い頃にあったから……私の胸には、大きな穴が空いている。

　当たり前にあったものが、突然に消えてしまったことでできた、空白。

　お父さんと会えなくなったわけじゃない。今だって一年に一度くらいは会う機会がある。……でも、その場には大体、お母さんはいない。私とお母さんは家族だし、私とお父さんも家族だけれど──お母さんとお父さんは、もう家族ではないから。

　ある日、両親が家族ではなくなった。

　特に不幸というわけでも、特に不遇というわけでもなく。……ただ、そういう形の穴が、私には空いてしまっているのだ。

　だから私は、遅かれ早かれ、訊きかずにはいられなかった。

　──寂しいって……思わないの？

　躊躇ためらいがちに、割れ物に触るように、そう尋ねた私に、あの男は答えた。

　──寂しい、っていうのがどういうことなのか、よくわからない

　今にして考えると何とも痛々しい、中学生然とした答えだったけれど、その横顔は、表情は、少しの噓うそもない無表情だった。

　無。

　何も、何とも思わない。

　寂しいと感じることさえできないことに、行き場のないもどかしさを抱えているような──そんな、無表情なのだった。

　その横顔が、私の胸の穴を、強烈に吹き抜けたのだ。

　彼に欠落はない。私のような穴は、きっとない。彼は私のように寂しくて泣いたりはしないし、そもそもできもしない。

　だから私のように、抱き締めて慰めてもらう必要もない。

　その孤独さが。その孤高さが。私の胸をびゅうっと吹き抜けて、びりびりとした痺しびれを置いていった。傷口に薬がよく染みるように、触れ合った心が、敏感に反応した。

　──あの男の実の母親について、詳しく聞いたことはない。

　どうしてあの男があんな捻ひねくれた人間に育ったのか、私は知らない。

　だけど、お母さんたちが再婚して今の家に引っ越してきたとき、私は一度だけそこに座ったことがある。

　一階の隅。

　普段はほとんど誰も立ち入らない、畳の和室。

　その奥にひっそりと佇たたずんだ──仏壇の前に。





◆






　五月の第二日曜日。

　世の男子高校生の多くは、なんとこの日の意味を知らないらしい。

　私にとっては一年のうち一、二を争うほどに大切な日だった。以前はぶっちぎりの一位だった八月二十七日──すなわち『伊い理り戸どくんの彼女になれた記念日』はめでたく廃止となったため、今は押すに押されぬ第一位かもしれなかった。

　母の日である。

「……ちょっと」

　ゴールデンウィークが終わってから初めての土曜日。日課の勉強を終えて一階に降りると、義弟がのんきにリビングのソファーに寝転がって本を読んでいたので、私は冷たい声で話しかけた。

　水みず斗とは本から目を離さないまま、鬱陶しげに答える。

「あー？　なんだ？　今度は何をやらかした？」

「やらかしたの前提にしないでくれる!?」

　っていうか、当のこの男もそこそこやらかしたことあるでしょうが！

「……そうじゃなくて、あなた、ちゃんと用意してるの？　もう明日だけど」

「は？　何を？」

「プレゼント！　母の日の！」

　ソファーの背もたれから覗のぞき込みながら言うと、義弟はぱちぱちと目を瞬まばたいた。

「ハハノヒ……母の日……？」

　水斗は本を閉じ、テーブルの上に放置されていたスマホを手に取ったかと思うと、それを口元に添えた。

「オーケーグーグル。母の日」

「わざわざグーグルに訊くな！」

「ふうーん……五月の第二日曜日……日頃の母の苦労を労いたわり、母への感謝を表す日……。そういえばどっかで聞いたことある」

「……本気で言ってるの？」

「長らく母親がいなかったから仕方ないな」

「じゃあ父の日はいつか知ってる？」

「…………オーケーグーグル。父の日」

「わざわざグーグルに訊くなっ！」

　この男、家族含めて人間に興味がなさすぎる。どういう奇跡が起こったらこんなのに彼女ができるわけ？　ねえ聞いてる？　中学生の私？

　水斗は目を泳がせながら、

「まあ、こういうのって男は何もやんないのが普通だと思うし。うん。そういうことで」

「ダメ」

　水斗が再び手に取ろうとした本を、私はするりと奪い取った。

「私の目が黒いうちは、母の日を無視しようなんて許さないわ」

「母の日警察とは面妖な奴やつだな……。ヴァン・ダインの二十則警察と兼任か？」

「その話は二度とするなっ……！」

　ヴァン・ダインの二十則に反する推理小説を片っ端から貶けなしていたイタい女はもう死んだのだ。

「……とにかく、母の日のプレゼントはまったく用意してないってことね？」

「プレゼントとかよくわからん」

「へえ？　彼女へのクリスマスプレゼントは真夜中に押しかけてまで渡すのに？」

「……その話は二度とするな」

　じろりと睨にらまれて、私はにやにやと笑った。お互い、黒歴史の引き出しならいくらでもある。

　水斗は溜ため息をつくと、ようやく上体を起こした。背もたれから覗き込んでいた私にその頭が当たりそうになった。

「要点を言え。つまり、僕にどうしてほしいんだ、君は？」

「どうせ放っておいても用意しないんでしょ。だったら買いに行くわよ、今から」

「は？」

　珍獣を見るような目がこちらに向けられる。失礼ね。

「……君と？　僕が？　一緒に？」

「そう。私はあなたを監視できるし、お母さんたちへの仲良しアピールにもなるし、私と連名のプレゼントにすれば恥ずかしくもないし、ついでに値段も半分になるし」

「おい。最後のが本命だろ」

「プレゼントは値段じゃなくて気持ちだから」

　実は、学校の友達と遊ぶようになったことで、以前より懐の状況が厳しい。

　はあ、と水斗は息をつく。溜め息の数だけ幸せが逃げる、というのが本当ならば、この男は今ごろ交通事故で死んでいるだろう。

「お断りだね。君と一緒に？　買い物？　はッ！　十代にして耄もう碌ろくしたか。大丈夫か？　ご飯食べたかどうか覚えてるか？」

「……ム・カ・つ・く～……っ！」

　私の神経を逆さか撫なでする天才だわ、この男。

　……いいわよ。そっちがそのつもりなら、私にだって考えがある。

　私はリビングを出て自分の部屋に戻ると、手早く支度を整えた。姿見で軽くチェック。完璧な出来であることを確認して、再び階段を降りる。

　再びソファーに寝転がっていた男の顔を、垂れ髪を搔かき上げつつ覗き込んだ。

「こんにちは、水斗くん？」

「は？　さっき会っただ──はっ？」

　水斗は私の姿を見上げて、目をぱちぱちと瞬いた。

　私の格好は、ワンピースにカーディガン、それに鍔つば広びろ帽の、避暑地のお嬢様風ファッションになっていた。

　そう。

　この男の好みに完全に合わせた格好である。

「えい」

　呆ぼう然ぜんとしたような顔で私を見上げる水斗の胸に、おもむろに手を押し当てた。どくんどくんどくん。明らかに一秒よりも速い拍動が手のひらに伝わる。

「あら。あらあらあら？　おかしいわね。ただの義理のきょうだいが少しおめかししてみせただけなのに、こんなに鼓動が乱れるなんて。これは完全にアウトね、弟くん？」

「んなっ……！　例のルール、鼓動にも当てはめる気なのか!?」

「誰も『不随意筋については不問とする』なんてサブルールは作ってないでしょ」

　義理のきょうだいらしからぬ行動を取ったほうは一時的に弟妹に甘んじる。そういうルールだ。そして、きょうだいがワンピースを着たくらいで動揺する人間はいない。

　私は口角を上げて喉を鳴らす。

「それに、鼓動を抜きにしても、何だかずいぶんと見み惚ほれていたみたいだし？　本当に好きよね、こういう清せい楚そな格好。ほんっとオタクって女の子に幻想持ちすぎよね？」

「幻想なんてあるか、今更。誰かさんが完膚なきまでに殺してくれたおかげでな」

「さて、誰なのかしら。ここにはただのお姉ちゃんしかいないのだけど」

「……っくそ……」

　水斗は毒づきながら上体を持ち上げる。そして私のほうを極力見ないようにしながら、

「……行けばいいんだろ、プレゼントを買いに」

　あら。意外と素直。もうちょっとゴネるかと思ったのに。

「そんなにツボだった？」

　にやにや笑いながら言ってやると、水斗は「うるさい」とぶっきらぼうに呟つぶやいた。







「ちょっと待った！　そのまま外に出るつもり!?」

「は？　ダメなのか、スウェットじゃ」

「当たり前でしょ!!」

　着替えさせ、寝癖も直させ、私たちはようやく外に出た。

　もしかすると水族館に行ったときのあのスタイルになるのかと思ったけど、水斗が着てきたのは普通のシャツに普通のベストと普通のチノパンを合わせた普通の格好だった。

　まあ、あんまり気合いの入った格好をされてもデートだと思われてアレだし、こんなものだろう。……残念がってなんかないから。

　私は帽子の鍔越しに空を見上げる。

　近頃、気温が高くなってきた。京都の暑さはとにかく粘着質なので、風通しのいいワンピースはいい選択だったかもしれない。

「じゃ、行きましょうか」

「……ああ」

　ふいっと顔を背けながら言い、さっさと歩き出してしまう水斗。どうやらこの姿の私を徹底的に見ない作戦らしい。

　私はしつこくくすくす笑いながら隣に並んだ。

　前のときはこの男もものすごい気合いの入れようだったから調子が狂ったけど、今回は私のワンサイドゲームで終わりそうだった。非常に気分がいい。

「どこに行くんだ。河原町のほうか？　それとも京都駅か。どっちにしろ、いつもは自転車で行ってるが……」

「スカートで自転車なんか乗れるわけないでしょ？　バカなの？」

「だからどうするかって訊きいてるんだよ。文脈を読め」

「電車に乗ればいいじゃない。バカなの？」

「斬新な語尾だな。殴っていいか」

　武力行使を危惧してちょっと距離を取りつつ、最寄り駅へ。

　目指すは京都駅だ。駅ビルの中に毎年行っているギフトショップがある。

　私たちの家がある辺りからだと自転車に乗って行けないこともないけれど、最短ルートは地下鉄だ。運賃は二〇〇円ちょっとかかるけど、時間は一〇分もかからない。

　水斗が切符を買うのを待ってから、私はＩＣカードで改札を抜けた。

「なんでカード持ってないの？」

「チャージするだけして使わなかったら無駄遣いも同然だろ」

　人と遊びに行かないから、ＩＣカードの中身を使う機会がないらしい。可哀かわい想そうに。

　ホームには人がひしめいていた。ちょっと進むのにも人垣を縫うようにしなきゃいけない。人でできた迷路のような有様を前に水斗が呻うめいた。

「人が多いな……」

「あなたは引きこもってるから知らないだろうけど、休日は人が多いものなのよ？」

「知ってるから引きこもってるんだよ……」

　げんなりとした声で水斗は言った。人混み嫌いは相変わらずだ。まあ好きな人なんていないと思うけど。

　私はだいぶ元気がなくなった義弟の肘を摑つかんで、ぐいっと引いた。

「ほら、しっかりついてきて。はぐれないでよ？」

「そうなったら僕は帰る」

　水斗を引っ張るようにしてホームを移動し、列に並ぶ。なんだか本当に弟の面倒を見てる気分になってきた。どうせならもっとちっちゃくて可愛かわいくて素直な弟がよかった。

　やがて電車がやってくると、「うげえ」と水斗が吐きそうな声を出す。

「あれに乗るのかよ……。一本ずらさないか？」

「何本ずらしたって同じよ、どうせ」

　電車の中には吊つり革かわを摑んでいる人がたくさんいる。あそこにさらに私たちが乗り込めば、立派な満員電車の完成だ。

　とはいえ、噂うわさに聞く東京の満員電車よりは全然マシだと思う。他の人と身体からだが触れるほどじゃないし、ただ一歩も動けないだけだ。それでも、この男にとっては絶望的なものらしかった。東京で電車乗ったら死にそう、こいつ。

　降りる人を待ってから、列になって乗り込んでいく。最後尾だったので、水斗が乗ったところでドアが閉まった。

　電車がゆっくりと加速し、ちょっとだけ足元がふらつく。

　そのときだった。

「……おい」

「んえっ？」

　間抜けな声を漏らしたのは、後ろから強めに腕を引っ張られたからだった。

　背中がドアに押しつけられる。

　なんなのよ、もう！

　ちょっと怒りを込めて顔を上げると、瞬間、私は息を詰めてしまった。

　私と位置を入れ替わった水斗が、ドアに手を突いて身体を支えながら、間近から私を見下ろしている。

　男にしては細い首筋と、けれどはっきりとその存在を主張する喉仏とが、すぐ目の前にあった。一定間隔の呼吸が、まるで耳元で囁ささやかれているように近く感じる。

　そして、さっきまでは人混みに辟へき易えきするばかりだった瞳が、少し怒ったような輝きを帯びて私の目を見つめているのだ。

　客観的に見ると。

　私は、水斗に、いわゆる壁ドンをされているような格好だった。

「……君だろ、ドア側は。普通に考えて」

　ぶっきらぼうなその言葉で、私はこの行動の意図を知る。

　……もしかして、痴漢を心配した？

　へえ……。ふう～ん？

　私は口の端を吊つり上げて、ちょっと上目遣いに義弟の目を見つめ返す。

「守ってくれるんだ？」

「そりゃあ」

　対抗するように、水斗は皮肉っぽく唇を歪ゆがめた。

「弟としては当然だろ、姉さん？」

　……そうだった。今は弟だった。

　私は思わず唇を尖とがらせる。

「……弟のくせに生意気よ」

「生意気な弟だって世の中にはいるんだ──うおっと！」

「ひゃっ……!?」

　電車がカーブに入って、乗客全体が横に揺れる。

　水斗がバランスを崩して、ふらついて──気が付いたら、私はその肩に顔をうずめるような形で、ドアに押しつけられていた。

「……わ、悪い……」

　右耳を声がくすぐる。

　私も中学の頃に比べれば背が伸びたとはいえ、成長期を終えた男であるところのこの男には及ばない。ちょうど私の額に彼の唇が来るくらいの身長差で、だから、こうなってしまうと、すっかり覆おおい被かぶさられて、自分の華きや奢しやさを思い知るというか、うううう……。

「とりあえず、離れるぞ」

「──あ、ちょ、ストップ……！」

　水斗が身を離そうとしたので、私は慌てて彼のシャツを摑んだ。

　もうちょっとこうしてたい──というわけでは当然なく。

　……今、離れられたら、この顔を見られてしまう。

　今度は、私が妹になってしまう。

「ど……どうせ、揺れるたびにこうなるんでしょ、もやしなんだから」

　もちろん正直に言えるはずもなく、私はとっさにそれらしい理由を捻ひねり出した。

「自分の楽な姿勢でいればいいでしょ。……降りるの、すぐだし」

「……わかった」

　耳に声と息がかかり、それっきり、私たちは黙り込んだ。

　それからは一度も、電車が揺れることはなかった。
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　やっとの思いで電車を降りると、私たちは駅から直接つながる地下街へ入った。

　人波に混ざって、女性用ファッションのお店が並ぶ道をまっすぐに歩いていく。この先にいつもプレゼント選びに使っているギフトショップがあるのだ。

　人混みのせいか、あるいは女性用ファッション雑貨が放つきらきらした雰囲気のせいか、水斗は心なしか居心地が悪そうにしていた。やれやれ、これだからオタクはダメね。

「……プレゼントって言うけどさ」

　何を誤ご魔ま化かしたいのか、水斗は唐突に切り出した。

「何を買うんだ？　当てはあるんだろ」

「ブーケとか、写真立てとか……あとフライパンとか？　お母さん、お料理好きだから」

「なのに習おうとは思わなかったわけだな、君は」

「……うるさい。女だからって料理できないといけないなんて時代遅れよ」

「はッ。その割には頼んでもないのに弁当を作ってきた女がいたような──痛たっ！」

　腹が立ったのでふくらはぎを蹴ってやった。……いつか絶対リベンジしてやる。

　そうするうちに、目的のギフトショップに辿たどり着いた。道を挟んで隣にはお花屋さんがあり、そっちで小さい花束を買っていくことも候補に入れているけど、まずはこっち。

　女性的な雰囲気に尻込みしている様子の義弟を、私はぐいぐい引っ張っていく。

　水斗は陳列された商品をきょろきょろと見回して、

「……ふうん。わけのわからん小物ばっかり置いてあるのかと思いきや、実用的なのが結構多いな。手帳とか」

「わけのわからないものを贈ることなんてそうそうないでしょ。あなたじゃないんだから」

「僕がいつわけのわからないものを人に贈った」

「ものじゃないけど、わけのわからない映画を人に薦めた覚えはあるでしょ？」

「『メメント』は傑作だっただろうが」

「そうだけど、よくも女子中学生に薦めてくれたわね、あんな時系列がわかりにくい映画」

　まだ付き合う前の話だ。『メメント』は記憶が一〇分間しか保もたない男が妻を殺した犯人を探す話で、確かに傑作だし私の好みにも合ったけれど、中学生が同級生の女子に薦める映画としてはいささか攻めすぎだと思う。中学時代のこの男の痛々しさが偲しのばれた。

「僕は年齢や肩書きじゃなく、人を見て薦めるものを決めるんだ。『バタフライ・エフェクト』も『十二人の怒れる男』も全部気に入ってただろうが」

「映画のことは覚えてるけど、薦めた奴やつのことは忘れたわね……」

「チッ。こんなことならやけに画面の明るい恋愛映画を薦めて、引き攣つった愛想笑いでもさせておけばよかったな……」

「そうしてくれていたら、きっと何もかも丸く納まっていたでしょうね」

　きっと私、告白するのやめるから。まさにバタフライ・エフェクトである。

　私はでかでかとアルファベットの入ったマグカップを眺めつつ、義弟に尋ねる。

「それで？　年齢や肩書きじゃなく人を見て薦めるものを決める弟くん。お母さんに贈るプレゼントは決まったかしら？」

「由ゆ仁にさんの好きなものなんて知らないよ。少なくともこういう、恋人がお揃そろいで買って別れた後に処理に困りそうなマグカップではないと思うが」

「そうね。贈った後のことも考えないといけないわよね、プレゼントは」

　中学時代の私たちを褒めることがあるとすれば、ペアルックのものを買わなかったことくらいである。ＳＮＳのカップル共同アカウントと同じくらい処理に困りそう。

「好きなものは知らないけど」

　水斗は、陳列棚の上の空中を見ながら言う。

「由仁さんに──というか、由仁さんたちに必要そうなものなら、考えがあるんだよな」

「お母さん、たち？　……って、峰みね秋あきおじさんも含めて、ってこと？」

「ああ」

　水斗は肯うなずいて、

「プレゼントはいったん後回しにして、この辺りを歩いてみないか。ちょっと考えたいことがあるんだ」







　私たちはエスカレーターに乗り、京都駅ビルの地上階に出た。

「あ。本屋」

「ストップ！　そこ入ったら時間も予算も全部なくなるでしょ！」

　エサを見つけたアリのように本屋に吸い込まれようとした水斗を押おし留とどめつつ、私たちはお土産屋さんが軒を連ねる通路を歩いた。

「ねえ。これ、何をしてるの？　目的もなく歩き回ってるようにしか思えないんだけど」

「そりゃあ、目的もなく歩き回ってるからな」

「はあ!?　私、今、あなたと仲良く散歩してるってこと!?」

「嬉うれしそうだな？　そんなにはしゃいで、まるで犬だ」

「……私が犬であなたが飼い主なら、あなたの手は今頃食い千切られてるわよ」

「なるほど。エサをやるときは気を付けたほうが良さそうだな」

　そう言って、水斗は歩きながらちびちび飲んでいた缶コーヒーの飲み口を、こっちに差し向けてくる。誰が飲むか！　あなたが口を付けたコーヒーなんか！

　手で押し返して拒否すると、水斗は鼻を鳴らして、通りかかったゴミ箱に缶を放り捨てた。……もうないじゃない、中身！

「歩き回るのに目的はないが、意味ならある。アイデアを探してるんだ」

「アイデア？」

　人混みをするすると避よけるようにして歩きながら、水斗は言う。

「少し前から思ってたことがあってさ。……由仁さんも、うちの父さんも、再婚してからこっち、ずっと僕らのことを気にしてるように思うんだよな」

「……そう、ね。お母さんも、再婚して以降は、前より早く帰ってきてる気がするし」

「うちの父さんもそうだ。やっぱりさ、一応は年頃の男女を同じ家で住まわせるってことに、真っ当な抵抗があったんだろうな。特に由仁さんのほうだ。女手一つで大切に育ててきた娘を、同い年の男がいる家に住まわせたいと思うか、普通？」

「…………絶対嫌ね、私なら」

「だろう？」

　実際、私も同居が決まる前に確認はされたのだ。

　相手にも息子さんがいるんだけど大丈夫？　と。

　まさか同い年の男だとは思わなかったし、ましてやこの男だなんて夢にも思わなかったけど、もし息子さんとやらが中学生以上だったら同居なんて絶対に嫌だ、というのが正直な私の気持ちだった。

　当時はこの男と別れたばかりだったのだ。そんなタイミングで他の男と同じ屋根の下で暮らしたりできるものか。

　けど、私が嫌だと言えば、お母さんも峰秋おじさんと別居するか、もしくは再婚自体やめてしまっていただろう。だから私はその場では口を濁し、とりあえず会ってみてから決める、という運びになったのだ。

　そしたらこの男が来たので、私は我慢することにした。

　この男だったら、精神的にはともかく身体的には危険がない、と知っていたからだった。

　……だけど、当然ながらお母さんはそんなこと知らない。峰秋おじさんに免じて信用しているんだろうけど、私のことを気に掛けてくれているのは間違いなかった。

「その辺は実のところ、僕らが行動をもって晴らしていくしかない疑惑だ。一朝一夕でどうにかなるもんじゃない」

「ええ、そうね。深夜に部屋を訪ねてくるとか、もうやめてよね」

「その台詞せりふはそっくりそのまま返す。……そうだな、どうしても連絡したいことがあればスマホを使え」

　私が顔をじっと見上げると、水斗は怪け訝げんそうに見つめ返してくる。

「どうした？　何か不都合でもあるか？」

「…………。ううん。べつに」

　夜に、部屋で、隠れてスマホで話す。

　それって……付き合ってた頃と変わらなくない？

　──なんてことを言ったら、きっと言葉尻を曲解していじってくるに違いない。

「それはそれとして、だ」

　気付いてもいないのか、水斗は話を進める。

「二人が僕たちのことばっかり気にしてるのが、なんていうか、残念だと思うんだ」

「残念？」

「せっかく結婚したんだから、少しくらいそれを謳おう歌かしてもいいのに、ってことだよ」

「……そっか」

　お母さんも峰秋おじさんも、一応は新婚なのだ。でも私たちがいるから、自分たちのことにばかりかまけていられない。それは、確かに……心苦しい。

「だからさ」

　ポケットに手を突っ込んで歩きながら、水斗は落ち着いた声で言う。

「僕らから贈れるものの中で最大のプレゼントは、時間──父さんと由仁さんの、夫婦としての時間。それなんじゃないか、って、そう思ってさ……」

　その横顔には、少しの冗談も格好つけもなく、ただ当たり前のことをそのままに語る真摯さだけがあった。

　……この男が、そんなことを言うなんて。

　寂しいということがどういうものなのかわからない──そんな風に言った、彼が……。

「……まあ、問題は、その具体的な手段が思いつかないことなんだけどな。食事券や旅行券をプレゼントできたら手っ取り早かったんだが、父さんたちの仕事の都合もあるし、僕らの小遣いで買える券なんてたかが知れてるしなあ……」

「……それで、アイデア探し？」

「そういうことだ。普段歩かない場所を歩いて、普段見ないものを見ていたら、普段思いつかないことを思いつくんじゃないかと思って」

　この男は一体、どれほどの思考をしながら生きているのだろう。

　私が言うまで母の日のことなんか忘れていたくせに、この短時間であっという間に、私よりずっと深いところまで考えている。

　その思考量は、たぶん……他の誰かに、代わりに考えてもらえなかったから。

　自分の外に、頭のリソースを割り振ることができなかったから。

　……胸の穴が、びゅうっと鳴った。

　そして、まるでかさぶたのように、ひとつの答えがぽろりと剝はがれ落ちた。

「……だったら、発想を逆にすればいいんじゃない？」

　独り言めいた調子で口にした言葉に、水斗の目が引き寄せられた。

「夫婦の時間を作ってあげるんなら、別に二人をどこかに行かせるんじゃなくても──」

　ちょうどその瞬間だった。

　駅ビルの外が見え、行き交う自動車が、通りの向こう側の建物が見え。

　その店の看板が目に入った。

　まるで図ったかのようなタイミングだったけど、まったくの偶然。

　普段歩かない場所を歩き、普段見ないものを見て──私たちは見事、普段思いつかないことを思いついてしまったのだ。

「……なるほど」

　何かに納得しながら、水斗はスマホの時計を見た。

「今日──は、さすがに急すぎるから、来週の土日が妥当か……」

「え……？　ちょ、ちょっと待って。本気!?」

「君が出した案だろ」

「い、いやいや、私はただ、そういう考え方もあるって言いたかっただけで……！」

「代案があるなら喜んで聞く」

「……ぁ……ぅ……」

　思いつかなかった。私の頭の中は空回りするばかりで、この男が納得しそうな妙案なんて、これっぽっちも浮かびそうになかった。

　だって、だって……。

　まさか、この男が、そんなことを言い出すなんて……！

　私は今一度、通りの向かい側にある、そのお店の看板を見上げる。

　ビルの二階ででかでかと主張しているのは、『インターネット』『まんが』といった文字。ちょっとアングラな雰囲気に感じてしまうのはたぶん私の勝手なイメージだろう。お金のない人がそうするときに使うこともあると、私は知識として知っていた。

　私たちの視線の先にあるのは──ネットカフェだった。







「──お母さん、いつもありがとう。これ、母の日のプレゼント……私と、水斗くんから」

　翌日、日曜日──昼下がりのリビングで。

　私は例年お決まりの台詞せりふと一緒に、昨日買ってきた小さなブーケをお母さんに手渡した。

　手のひらサイズのささやかな花束を受け取りながら、お母さんはぱちくりと目を瞬まばたいて、私の隣に立つ水斗を見る。

「え……？　水斗くんからも？」

　当の本人はそっぽを向いていた。……こいつ、照れてるな？

　私は義弟の脇腹を肘で小突いて、ちゃんとやれと言外に促す。

　水斗は結局、お母さんに目を合わせないまま、もごもごと聞き取りにくい声で言った。

「一応……弁当を作ってもらったり、いろいろとお世話になってるので……日頃の感謝の気持ちというか……はい、そんな感じです」

　この男、普通に『ありがとう』と言えないのか。こんなときでさえどこか理屈っぽい。

　だけどお母さんには、それで充分なようだった。

　お母さんの両目から、ぽろぽろと大粒の涙が零こぼれ落ちたのだ。

「えっ……あ、あの、由仁さん？」

　水斗はぎょっとして、おろおろと狼狽うろたえる。

　私は……こうなるんじゃないかと思っていた。

　お母さん、こんなに大きな娘がいる割に、子供みたいに涙もろいから。

「ぅぐっ……ぅぇっ……ぅあぁあっ……！　こぢらこそっ……ありがとぉおおお……!!」

　お母さんは顔をぐちゃぐちゃにして、ブーケを持ってないほうの腕で水斗を抱き締めた。水斗のほうは、まだ戸惑っているみたいだけど、黙ってその抱擁を受け入れた。

　お母さんは今まで、一度だって水斗に『お母さん』と呼ぶように求めたことはなかった。水斗のほうは他人との距離感に無頓着だから気にしてもいないみたいだったけど、お母さんのほうはきっと、ちゃんと水斗に認められているかどうか、不安に思っていたんだろう。

　何せ、一度、失敗しているから──他人と家族になるということに。

　それがわかっていたのもあって、水斗にも母の日のプレゼントを贈らせたかったのだ。

「結ゆ女めもありがとぉおおおお!!」

　ひとしきり水斗を抱き締めた後、間髪入れずにこっちにも来た。

「ごめん、お母さん。服は汚さないでね」

「わがったぁあああぁ!!」

　涙や鼻水を私の服に付けないように、お母さんは背伸びして、私の肩に顎を置く形で抱きついてくる。私は少しだけ腰を屈かがめなければならなかった。

　中学生の頃の成長期で、お母さんの身長はとっくに抜いてしまっていた。それがわかったときは、『わたしの娘なのにズルい！』なんて言って拗すねてたっけ……。

「いい子だよぉお！　ゆめもみずとくんもいいこだよおぉぉ……!!」

「うん、うん」

　私はお母さんの背中を優しく叩たたく。これじゃあどっちが娘なんだかわからない。

　──そんな私たちを、水斗はいつか見た無表情で眺めていた。







　私たちにひとしきり泣きつき終わったお母さんは、今度は「峰秋ざぁあああん!!」と叫びながら、少し離れたところにいた峰秋おじさんのところに飛んでいった。峰秋おじさんは優しい苦笑を浮かべながら、さっき私がやったみたいにお母さんをあやす。

　──ああ。今度はきっと、大丈夫だなあ。

　そんなことを思っていると、水斗がこっそりリビングを出ていくのが見えた。

「…………？」

　私は不思議に思って、お母さんたちをリビングに残して、それを追う。

　廊下に、水斗の姿はなかった。代わりに、廊下の奥にある襖ふすまが、開いているのが見えた。

　私は、なんとなく足音を殺しながら、開いた襖に近付く。

　チーン……──と、音がした。

　軽く、しかし長く。自分の心を──思い出を顧みる時間を与えるかのように響くその音を、私は知っていた。

　私も一度だけ、鳴らしたことがある。

　──この和室の、仏壇で。

　そっと、開いた襖を覗のぞき込んだ。

　電気もつけないまま、畳の上で行儀よく正座をしている背中がある。

　その正面には、こじんまりとした仏壇がひとつ。薄暗くてよく見えないけど……その仏壇には、二〇代くらいの女の人の写真が置かれていた。

　伊理戸河か奈な──という、名前だったらしい。

　それは──伊理戸水斗の、産みの母親の仏壇だった。

　水斗は一〇秒以上の間、無言で手を合わせていた。

　やがて顔を上げて、しばらくの間、写真を──遺影を見つめた後、立ち上がりながら振り返ったときに、敷居の上に立つ私に気が付いた。

「……覗き見か？」

　不毛の砂漠のような無表情のまま、水斗は私に批難の視線を寄よ越こす。

　私はそれをスルーして、和室の中に入った。

　仏壇の前の座布団に正座すると、小さな棒を摘つまんで、金色の鈴りんを軽く叩く。

　チーン……──と、長く音が響いた。

　私は手を合わせて、しばらく、瞼まぶたを閉じる。

　顔を上げると、一度は立ち上がったはずの水斗が、私の隣で胡坐あぐらをかいていた。

　無表情のまま、無言。

　ひたすら仏壇を見つめるばかりなので、私のほうが、控えめに口を開ける。

「……覚えて、ないんだっけ？」

　主語も目的語も欠いた質問に、水斗はすぐに答える。

「もともと、身体からだが弱かったらしい」

　答えのほうも言葉少なだったけど、私はそれで察した。

　出産での体力消耗が響いた、ということなんだろう。

　それで……彼が物心つく前に、帰らぬ人になってしまった。

「顔も、この写真くらいでしか知らない。どんな風に喋しやべるのか、何が好きで何が嫌いだったのか、どれもまったく知らない。父さんもあんまり話さないし。──ただ、水斗、という名前がある。確かなことは、それだけだ」

　水斗。

　そして、河奈……か。

　もう一ヶ月以上も前のこと。この家に引っ越してきた日に、私とお母さんが真っ先にやってきたのは、リビングでもなければ割り振られた自室でもなく、この和室だった。

　私とお母さんはこの仏壇の前に座り、手を合わせて、挨拶をしたのだ。

　深々と頭を下げて、お母さんはこう言った。

　──ごめんなさい。そしてどうか、よろしくお願いします

　この家には、まだこの人の席が残っている。それがわかっていたから、お母さんはああして謝った。許しを請い、頭を下げた。

　その場には水斗もいて、……そのときも、彼は無表情だった。

　彼の名前には、母親の存在が刻まれている。

　だから峰秋おじさんも、そしてお母さんも、そこに彼女の名残りを認めている。

　──だけど、水斗自身には、何もないのだ。

　思い出もない。記憶もない。知識さえもろくにない。

　なのに、母親というありもしない欠落を押しつけられて、……そんなの、どうすることもできないに決まっている──どう思うこともできないに決まっている。

　ただ何もないを返す以外に、何ができるっていうんだろう？

　それゆえの──無表情。

「…………ねえ」

「ん？　──って、え？」

　水斗が当惑した声を漏らす。

　私が──とん、と。

　身体を傾けて、軽く肩を触れ合わせたからだった。

「……何、してるんだ」

　さして動揺するでもなく、私の耳の近くで、水斗は不機嫌そうに呟つぶやく。

「優しく、してあげてるの。……今は私が、お姉ちゃんだし」

「昨日の、まだ続いてたのか……」

「日を跨またいだら終わりなんてルールは決めてないもの」

　──恋人なんて、いつかは別れる。

　──夫婦でさえも、永遠じゃない。

　でも、親ときょうだい、それだけは──一生そのままなのが、当たり前だ。

　だから、もし、私の隣からこいつがいなくなれば。

　だから、もし、こいつの隣から私がいなくなれば。

　そこにはきっと、当たり前の欠落がある。

　最初からない、のではなく、あったはずのものが失われる。

　──よくわからない、なんて、きっともう言えなくなる。

　カチ、カチ、カチ、とどこかから時計の音が聞こえた。

　薄暗い和室の中で、私は私という存在を刻むように、義弟に体重を預ける。

　やがて、無視できないほど近くで、降参したような声がした。

「……まあ、ルールなら仕方ないか」

　ちょっとだけ、私の肩が押し返された。

「毒を食らわば皿まで、ってやつだな」

「誰が毒よ」

「ふふ」

　互いにもたれ合いながら、伊理戸水斗はほのかに笑った。





◆






　こうして、母の日のプレゼントは表向き、首尾よく渡すことができた。

　だけど、まだ裏のプレゼントが残っている。

「ねえ。あれ、本当にやるの？」

　お母さんたちがまだリビングでイチャついているようなので、私たちは薄暗い和室に籠もったままだ。もちろん、身体はとっくに離して、適切な距離感に戻っている。

「当たり前だろ。修学旅行でもあればよかったが、まだまだ先みたいだしな。それに、学校行事に頼ってるようじゃ再現性がない」

「再現性──って、な、何回もやるつもりなの!?」

「父さんたちが僕らに遠慮なく過ごせる機会は定期的にあっていいだろ。それには、僕らが家からいなくなればいい」

　そう。それが、私たちが思いついてしまったこと。

　私たちが一時的に家からいなくなれば──つまり、外泊をすれば。

　お母さんたちは、夫婦としての時間を過ごせるはずなのだ。

「まあ少しの辛抱だ。そのうち僕らが信用されたら、二人で外食でも行ってこいって言うだけで充分になるんだから」

「それは、まあ、そうかも、しれないけど……」

「歯切れが悪いな。何か問題があるのか？」

「もっ、問題だらけでしょっ!?　もう何でもないとはいえ、ほら、い、一応は男女が……狭い、ネットカフェで……一晩も……」

「はあ？」

　薄暗い部屋の中で、水斗の顔が怪け訝げんそうに歪ゆがんだ。

「もしかして君、ネカフェのカップルシートか何かで僕と一夜過ごすつもりだったのか？」

「…………えっ？」

　私は頭の中を空白にした。

　え？　……え？

　違うの!?

「君はアホか……」

　はあああああ、とこれ見よがしな長い溜ため息をついて、水斗は言う。

「十八歳未満はネットカフェには泊まれないって条例で決まってるんだよ。んなことしたら受付に弾はじかれて警察に補導、さらに親に連絡のコンボが決まって逆効果だ」

「えっ……ええっ!?　うそっ!?」

「ホテルとか旅館もまず無理だぞ。親の承諾がいるからな。……一応、高校生の独断でも泊まれる可能性がある場所も、あるといえばあるが……」

「そんなところあるの？」

「ラブホテル」

　……ら？

　硬直した私に、水斗は繰り返した。

「ラブホテルだ。監視カメラで高校生だってバレなきゃセーフ。……らしい」

「ばっ……あっ……!?」

「行くか？」

「行くわけないでしょっ!!」

　ばちんっと肩に張り手を見舞った。水斗は特に痛がる風もなく、

「調べてみた感じ、ラブホに泊まるのも手が出にくい値段だから、どっちにしろナシだ」

「……なに調べてるのよ。安かったら泊まるつもりだったわけ？　私と？」

「最悪はな」

「…………最悪…………」

　この男、私とラブホテルに泊まるのが最悪って言った？

　睨にらみつけると、ふっと鼻で笑われた。ムカつく～……！

「そういうわけで、宿泊場所はごく普通に確保するしかないわけだ」

「もったいぶらないでよ。ごく普通って何？」

「そりゃまあ」

　水斗はピンと来ていない顔と声で言った。

「友達？　ってやつだろ」

　水斗は私にＬＩＮＥの画面を見せた。

　クラスメイトの川かわ波なみくんとの会話が表示されていて、彼はこんな風に書いていた。

〈いいぜ。そういうわけなら一晩くらい泊めてやるよ〉

〈伊理戸さんのほうは南みなみに頼めばＯＫ！〉

〈南んちは隣だから、あんたも安心だろ？〉

「……え？」

　驚いて水斗を見ると、水斗は釈然としてない顔で肯うなずいた。

「僕も驚いた。……あの二人、隣同士に住んでるらしい」







[image: 元カップルはお泊まりする「どういたしまして」]










　今となっては若気の至りとしか言いようがないが、僕には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼女というものが存在したことがある。

　などと語り出してしまうと、『はてさて、今回はどんな黒歴史が飛び出すのかな？』と構えられてしまう向きもあると思うのだが、ちょっと待ってほしい。当時の僕と綾あや井い結ゆ女めは、確かに頭の茹ゆだったクソガキカップルだったが、そう何でもかんでもカップル的イベントを制覇しているわけではない。

　何せ中学生だ。社会的なパワーを何も持たないに等しいこの身分では、できることにだって限界がある──いわんやお泊まりなんて、交際の事実を親にさえ話していなかった僕たちには夢のまた夢であった。

　勇気がなかったわけではない。断じて。

　……まあ、強いて言うなら、中学二年の五月頃にあった林間学校がお泊まり的なものに該当するのだが、そのときはまだ、僕と綾井はただのクラスメイトだった。まともに会話さえ交わしたことのない、男子Ａと女子Ａに過ぎなかった。クラスにおける存在感的に、ＡどころかＰくらいかもしれない。

　そんな男子Ｐと女子Ｐに、人に語って聞かせられるようなエピソードなど発生するだろうか。いや、しない。すれ違うくらいが精々で、恋人になってからの僕たちのような、悶もん絶ぜつものの黒歴史など生まれるはずがない。

　だから今回は黒歴史開陳コーナーはカットして、早々に現代編へ、あの女との血で血を洗うバトルシーンへと移行したい──と、思っていたのだが。

　どうしてだろうな。

　知り合いですらなかった僕たちには、価値のある時間なんか生めるはずがないのに。

　思い出なんて、生まれるはずがないのに。

　本当に、ただすれ違っただけみたいなものだったのに。

　僕はまだ、あのときのことを覚えていた。

　綾井結女の本当の顔を初めて垣かい間ま見みた、あのときのことを。







　林間学校。

　という行事について、僕は毛ほどの興味も持っていなかったので、具体的に何をやったのかということは、さっぱり記憶に残っていない。空き時間に読んだ本のタイトルだけが明確だった。『笑わない数学者』。森もり博ひろ嗣しである。

　僕にとっては小説も漫画やゲームと同じ娯楽の一種なのだが、どうやら人類の多くは学生が活字を読んでいるというだけで『おっ、えらいな』という気分になるバグを抱えているらしく、会話のひとつもせずに読書を楽しんでいても文句を言われることはなかった。

　こんな風に語ってしまうと、読書やゲームを予定と認めないタイプの人たちから『寂しい奴やつだな』と憐あわれまれてしまいそうだけれど、これが僕なりの林間学校の楽しみ方だった。山の中で読むミステリィというのも風情があって悪くない。森の向こうに変な形の洋館でもあるんじゃないかって気分になる。

　そうして、夜が訪れた。

　個室なんて贅ぜい沢たくなものはなく、宴会場みたいなところに寝袋を敷いて雑魚寝だった。

　位置こそ離れているが、女子も同じ空間で横たわっている。暗く沈んだ空間に、こそこそと囁ささやく声が漂っていた。当人たちは内緒話のつもりかもしれないが、小さな声でも何十人分も集まればなかなかの騒音になる。

　とても眠れそうになかった僕は、早々に寝袋を抜け出して立ち上がった。近くの男子から『マジかコイツ』という視線を感じつつ、文庫本を手に持って、さも『トイレ行ってきます』という風にそそくさと、宴会場ならぬ雑魚寝場を退出した。

　廊下の灯あかりも落ちていたが、窓から射さし込む月明かりが、板張りの床をぼんやりと照らしている。このくらいの明るさがあれば、文字を読むことも可能だろう。僕は雑魚寝場から少し離れると、窓際に寄って空を見上げた。

　そのとき僕が読んでいた本、『笑わない数学者』では、物語に星空が深く関わっている。そんな本を読んでいたものだから、らしくもなく天体観測と洒しや落れ込こんでみたわけだ。

　ふうん、なかなか綺き麗れいだなあ、と思った。

　星空を見上げた人間の感想なんて、実際こんなものだろう。『わあっ……』なんてこれ見よがしに感動してみせるのは、テレビの人間とユーチューバーくらいのものだ──

　──わあっ……

　という声が、不意に横合いから聞こえた。

　はて？　誰かがＹｏｕＴｕｂｅでも見ているのだろうか。そう思って視線を振り向けてみれば、隣のそのまた隣の窓で、小柄な女子が一人、夜空を見上げて放心していた。

　僕は基本、クラスメイトの名前を覚えられないタチだが、例外がある。

　すなわち、自分と同じ学校不適合者だ。

　ぼっちとぼっちが馴なれ合ったところで、ただぼっちが二人いるだけになることは重々承知しているけれど、本能的に仲間意識を抱いてしまうことは避けられないのである。

　綾井結女。

　確か、そういう名前の女子だった。

　いつも自分の机から一歩も動かず、本を読んで過ごしている。友達と話しているところは一度も見たことがない。この林間学校でも、仲間の輪に入ることができず、一人であたふたと挙動不審に過ごしている姿を見た。

　学校生活を順風満帆に過ごした人間向けに説明するが、実はぼっちにも要領のいいタイプと悪いタイプがいる。

　前者は友達がいないなりにピンチ（例：教科書を忘れた）には自力で対応できるが、後者は他人に助けてもらわないとどうしようもない。僕はどちらかといえば要領のいいタイプだという自負があるが、彼女、綾井結女は明らかに要領の悪いタイプだった。

　彼女みたいなタイプを見ると、僕は少しばかり居心地が悪くなる。

　同族嫌悪か、あるいは共感性羞恥か。彼女が困っていると、自分まで困っているような気分になってくるのだ。

　その末に、それとなく助け船を出してしまったりする。

　実は今日の昼間にも、キャンプ場でカレーを作った際、材料をもらい損ねてしまった様子の彼女に余った材料を融通したばかりである。

　彼女みたいなタイプは自分の失敗を素直に報告できないので、こっちで勝手に察して助けてあげるしか方法がないのだ。そういう人見知り事情に想像が及ぶ人間が、僕のクラスには生あい憎にくと僕しかいないために、僕が手を出すしか仕様がないのだった。

　だから、僕が知る綾井結女は、教室で肩身が狭そうにしている姿と、助け船を出した僕にひたすら恐縮している姿との、二通りくらいのものだった。

　しかし──今、そこにいる彼女は。

　ぼんやりとした月明かりを受けて夜空を見上げる、その顔は。

　僕が見たことのない顔で──僕にはできない顔だった。

　……僕は密ひそかに、己を恥じた。

　心のどこかで彼女を下に見ていた──その事実を理解して、恥じた。

　そんな女のことなんか一生下に見ておけばいいんだよ、と今の僕なら言うけれど、不ふ料りよう簡けんな中学生にしてはなかなか見上げた反省だと、そこだけは褒めてやらなくもなかった。

　そんな心中があって、彼女の顔をじっと見つめていたのが、よくなかったんだろう。

　綾井はこっちを見るなり、

　──あっ……ぁう……

　と恥じ入るように肩を縮こまらせて、黙りこくってしまった。

　……まったく。本当に要領の悪い奴だ。

　彼女のような子が何の理由もなく雑魚寝場を抜け出してくるとは思えない。きっと僕になにがしか用があるのだろう。

　だけど、素直に『何か用？』と訊きいたら、彼女はますます怯おびえてしまうような気がした。

　……よく考えたら、べつにそれでも何も困りはしなかったのだけど、そのときの僕は視線を窓外の夜空に転じて、こんな風に言ったのだった。

　──月が綺麗だな

　──へあっ!?

　効果は覿てき面めんだった。

　きっと彼女以外だったら意味もわからずにきょとんとしていたことだろうが、綾井は薄闇の中でもわかるくらい顔を真っ赤にして、ますます挙動不審に目を泳がせた。

　──そ、それ、あ、あの、あぅ、ぅぅぅ……

　──そういう意味じゃないよ

　くっくっく、と僕は肩を揺らした。

　本当に、どうしてこんなからかうようなことを言ったんだろうな。今になっても自分の心理が摑つかめないが、きっと、この女の未来の変貌ぶりを、このときすでに予見していたのだろう。そういうことにしておいた。

　──……あ……

　綾井はなぜか、口を半開きにして僕の顔を見る。

　何がそんなに物珍しかったのか気になったけど、結局、彼女は何も言わずに、僕が綺麗だと言った月を見上げた。

　星々の中心に輝く月に、叢むら雲くもが掛かっては過ぎていく。何の言葉もなく、二つも離れた違う窓から、僕たちは同じ月を見上げていた。

　やがて、月が厚い雲に隠れたタイミングで、ぽつりとか細い声が聞こえた。

　──……昼間、ありがとう……ございました

　僕が向き直るよりも前に、彼女はぱたぱたと小走りに雑魚寝場のほうへ逃げてしまった。

　小さな背中が消えた廊下を見やりながら、僕はひとり、得心する。……それが言いたくて、追いかけてきたのか。

　出会いとすら言えはしない、これはただのすれ違いだ。

　因果の因には当たらない。理由でも切っ掛けでもありはしない。

　窓一つ分の距離を挟んで交わしたこの会話が、三ヶ月半後の出来事の──綾井結女が僕の恋人になることの伏線だとしたなら、神様はいささかミステリの読みすぎである。

　起こったすべてが未来に関わっているなんて、現実はそこまでうまくできちゃいない。

　ただ僕は、さほど綺麗とも思わない星空に向けて、らしくもなく願っただけだ。

　男子と女子としてじゃなく、同じ学校不適合者のよしみで。

　決していい思い出とはならなかったであろう、彼女にとっての林間学校が、この星空で、少しでも綺麗になってくれますように──と。

　それから僕は、どういたしまして、と答えていないことに気が付いた。

　まあ、次は言えばいいだろう。機会ならきっとある。

　そう考えて、二年の月日が経たった。





◆






　五月病という言葉がある。四月から始まった新生活にも慣れて、気候も暖かくなった結果、全体的にモチベーションが低下してぐだぐだするというあの現象のことだ。たかだか一ヶ月で慣れてしまえる新生活とは羨ましいばかりである。僕は未いまだに、元カノが一つ屋根の下で暮らしているという環境には慣れられそうにはなかった。

　しかし、五月中旬──母の日から一週間が経ったこの土日。この二日間だけは、そのストレスフルな環境から解放されるのだ。これが喜ばないでいられようか。

「感謝するぞ、川かわ波なみ。来たる中間テストは僕に任せろ」

「おっ、勉強見てくれんの？」

「応援してやる。がんばれ」

「安い!!」

　ド真面目な進学校に通っていながら髪先を遊びに遊ばせている叛はん逆ぎやく的な男・川波小こ暮ぐれはぶーぶーと文句を垂れた。贅沢者め。僕の応援はレアなんだぞ。

　僕の家から川波の家へと向かう道の途中である。

　この土日、僕は故あって、クラスメイトの川波小暮の家に泊まることになっていた。

　僕の実父と義母は再婚とはいえ新婚なのだが、お互いの連れ子に心を砕くばかりで、なかなか夫婦の時間が取れているように見えなかった。そこで子供の僕たちが気を利かせて、この土日は二人に時間をプレゼントしよう、という運びになったのだ。

　だから、この二日は、結女のほうも友達──南みなみ暁あか月つきの家に泊まることになっている。

　およそ一ヶ月半ぶりの、あの女と別の家で過ごす夜がやってくるのだ。

　……ただ……。

「着いたぜ。オレの家だ」

　と言って川波が立ち止まったのは、少し年季の入ったマンションだった。京都という土地の常で、高さはそれほどではない──一〇階あるかどうか、というところか。

　川波に連れられて、オートロックのエントランスを抜ける。

　川波家は結構上のほうの階だそうで、エレベーターホールに移動した。そこで、

「……げ」

「……あ」

　見たくない顔を見た。

　エレベーターを待っていたのか、ホールの中に二人の女子高生が佇たたずんでいたのだ。

　片方は健康的なポニーテールに髪をまとめた小柄な女子。ぶかぶかなＴシャツの裾を腰の横で縛り、ショートパンツから細い生足を惜しげもなく晒さらしている。どちらかといえばボーイッシュな印象を受ける格好だった。

　南暁月である。

　そしてその隣にいるのが、うざったい黒髪を幽霊みたいに長く伸ばしている女。今日は白を基調としたワンピースをまとい、全体的に清せい楚そぶっていやがった。一般庶民のくせにこうもお嬢様っぽさを振りまいているのは、高校デビューの戦略の一種なのか。

　伊い理り戸ど結女である。

　僕は結女に敵意と害意と隔意を込めた視線を送った。すると結女のほうからも、悪意と犯意と殺意を込めた視線が返ってきた。

『失うせろ』

『あなたが失せればいいでしょ』

『君は他にも友達いるだろ』

『あらごめんなさい。選択肢のない人のことを考えてなかったわ』

　僕たちは目力だけを頼りに丁ちよう々ちよう発はつ止しの論戦を繰り広げる。

　その不毛な戦いに終止符を打ったのは、南さんの場違いに明るい声だった。

「あっ、伊理戸くんだ～っ！　なになにっ？　もしかして伊理戸くんもお泊まりっ？」

　南さんはぴょこぴょこと僕の懐に踏み込み、覗のぞき込むようにして顔を見上げてくる。

　殺やられる！　と思った僕は反射的に後ずさりつつ、

「ま、まあ、そんなところだよ……」

「奇遇だねっ！　あたしと結女ちゃんも今日、お泊まりなんだよ──」

　その瞬間、南さんはさらに一歩、距離を詰めて、囁ささやき声で言った。

「（──今日のこれ、伊理戸くんが言い出しっぺなんだってね？）」

　その口元には、小動物然とした見てくれには似合わない、薄い笑みが浮かんでいる。

「（ありがとね。結女ちゃんと、ふ・た・り・っ・き・り、でお泊まりなんて、まるで夢みたい！　結女ちゃんだけに！）」

　……何の当てつけだか知らないが、彼女は僕と結婚して結女の義姉妹になろうとしているクレイジーガールだ。一応、釘くぎを刺しておくべきだろう。

「（……おかしなことはするなよ、南さん）」

「（あたしに嫉妬してくれるの？　うっれし～！　押しまくった甲斐かいがあったかな？）」

「（それ、本気で言ってるんだとしたら相当おめでたい脳のう味み噌そだな）」

「（まあねっ！）」

　褒めてないよ。ドヤ顔をするな。

[image: ]

「そら、離れた離れた」

　僕に接近した南さんを、川波が猫みたいにひょいっと首根っこを摑んで引き剝はがした。

「男の聖域にずかずか入り込んでくるんじゃねーぜ。女は花でも摘んでな」

「うわーお。わかりやすい男女差別。っちゅーか男の聖域って。ふっ。似合わなっ」

「おいおい、いいのかよ？　放置されたお姫様がお寂しそうにしてあそばされるぜ」

　視線を置き去られた結女に転じると、彼女はどこか拗すねたような目でこっちを見やっていた。僕に見られたのに気付くなり、つんっとそっぽを向いてしまう。

　南さんが川波の手から逃れて、びゅーんと結女の腕に飛びついた。

「ごめんねっ、結女ちゃんっ！　仲間外れにしないからね！　あたしは！」

「いえ、いいのよ、暁月さん。どこかの弟がだらしなく鼻の下を伸ばしているのが、家族として恥ずかしかっただけだから」

　すいっと冷徹な視線が僕に飛ぶ。だらしなくって、あいつの目はどうなってるんだ。眼科行ったほうがいいぞ。

　結女の腕に抱きついた南さんが、川波のほうを振り向いて言う。

「……じゃ、川波、こっちには関わらないでね？　女の聖域だから」

「頼まれたって行かねーよ。お前の部屋なんか」

　耳の穴をほじりながら吐き捨てる川波と、ベーッと舌を出す南さんとを交互に見比べて、結女が控えめに言った。

「……ねえ、暁月さん。気になってたんだけど……川波くんと、どういう関係なの？」

　そう。それだ。

　今回の僕の誤算は、そこにあった。

　父さんや由ゆ仁にさんに二人きりの時間をプレゼントして、ついでに僕は結女と離れられる──そういう計画だったはずなのに。

「あ。全然気にしなくていいよ？」

　南さんはニコニコ笑顔で、なんてこともなさそうに告げた。

「アイツとは、家が隣同士で、小学生の頃からよく一緒に遊んでたってだけだから」







「幼おさな馴な染じみじゃん」

　と、僕は突っ込みを入れた。

　場所は川波家のリビングである。両親は終日帰ってこないのが常だそうで、今日も在宅の気配はない。だから間取りのすべてを大っぴらに使用可能だということで、僕はリビングのテーブルで麦茶による歓待を受けていた。

　川波はテーブルの対面に座りながら、

「そんな大したもんじゃねーよ。家が隣同士で、小学生の頃からよく一緒に遊んでたってだけで」

「それが幼馴染みじゃなかったら何が幼馴染みなんだよ!!　全世界の幼馴染みキャラに謝れ!!」

「何ヒートアップしてんの？」

　冷めた調子で言って、ごくごくと麦茶を飲む川波。なんだこれ。僕がおかしい風になってる。僕がおかしいのか？

「幼馴染みね……。確かに、かつてはそう呼ばれたこともあるかもしれねーな……」

「かつて伝説を築くも今は隠居してる系の主人公みたいに言うな」

「でもさあ、幼馴染みってのは、現在進行形で仲いい奴やつのことを言うんじゃねーの？　小学校で同クラになっただけの友達のことを、幼馴染みとは呼ばねーだろ」

「今でも仲良さそうに見えるが」

「そりゃお前、オレもあいつもコミュ力だけはあるからな。知ってるか？　大して仲良くない奴とも仲良さげにできる能力のことを、俗にコミュニケーション能力って言うんだぜ」

　むやみに真理っぽい言い回しに、僕は思わず納得させられてしまう。そういう意味だと僕はコミュ力ゼロだな。

「それじゃあ、昔は仲が良かったけど、今は疎遠って感じなのか。それもまたベタだな」

「ベタとか言うんじゃねーよ、他人の人生をよ。第一、今のオレとあいつとじゃ、疎遠という言葉では表しきれないほど心の距離が離れているぜ」

「なのに、物理的な距離は隣同士なのか？」

「そうだぜ」

「地獄だな」

「だろ？」

　痛いほどわかった。この男、ますます僕と境遇が近い。

「……でも、僕の記憶が正しければ、君、南さんとは『中学のとき塾が一緒だった』って言ってなかったっけか」

「噓うそは言ってねーだろ？　中学のとき塾が一緒でありつつ、小学生の頃から家が隣同士だったってだけで」

　叙述トリックだった。日常会話に叙述トリックを仕込むな。

「……まあ、そっちの事情に深入りするつもりはないけど」

「オレは深入りするつもり満々だぜ。伊理戸さんとはどこまで行ったんだ？」

「多少は気を遣え!!」

　川波はひひひとデバガメの笑みを浮かべて、

「まあまあ。一宿一飯の恩って言うじゃねーか。少しくらいオレの好奇心に応えてくれたっていいんじゃねーの？」

「容赦なく足元を見る奴だな……」

「足元どころか足裏まで見るぜ」

「ただの変態だろうが」

「それで、ぶっちゃけおっぱいは見たことあんの？　乳首の色は？」

「言うか!!　見たことあるとしても絶対に言わない!!」

「へーえ？　伊理戸さんのおっぱいは、その情報に至るまで自分だけのもんだと」

「もうそういうことでいいよ……」

「ふうーん。なるほどー」

　川波はにやっと意味ありげな笑みを浮かべる。嫌な予感がした瞬間、そいつは不意に声を張り上げた。

「伊理戸が『結女のおっぱいは僕のものだ』だってー!!」

　瞬間、ばたばたばたん!!　という音が背後から聞こえる。

　……え。

　まさか。

　全身を凍りつかせ、嫌な汗をだらだら流しながら、僕は正面でにたにた笑う級友を見た。

「あ、言い忘れてたけど、このマンション壁薄いからな」

　最初に言え!!

　僕の背後の壁がバンバンドンバンガンッ!!　と恐怖の音を連続させる。壁ドン（恋愛映画に出てこないほう）である。

『ゆ、結女ちゃん結女ちゃん！　どうどうどう！　それ以上は壁か結女ちゃんの手のどっちかが限界を迎えちゃうからっ!!』

『うう～……っ!!　うぅうううううううう[image: ][image: ][image: ]っ!!』

　猛獣めいた唸うなり声が聞こえたかと思えば、パロンピロンプロンペロンポロンとスマホにＬＩＮＥ通知が来まくった。

〈へんたい〉

〈へんたい〉

〈へんたい〉

〈へんたい〉

　漢字に変換するのもエクスクラメーションマークを付けるのももどかしいらしい。そこらのスパムよりもハイペースだった。

　僕はそっとスマホの電源を切る。

　そして、さっきから僕の目の前で大爆笑している男に、いっとう冷然とした視線を差し向けた。

「……川波」

「ひーっ、ひーっ、ひははははははははっ!!」

「貴様の部屋はどこだ？」

「ひーっひひひ────ひ？」

　川波の笑顔が凍りついた。







　伊理戸水みず斗とは泣き寝入りを良しとしない。

　やられたらやり返す。受けたダメージは倍にして反射する。いろんな本にそう教わって育ってきた。

「──『しょうらいのゆめ　かわなみこぐれ　ぼくのしょうらいのゆめはケイサツカンです。つよいケイサツカンになって、あかつきちゃんをまもれるように』──」

「やああああああめええええええええろおおおおおおおおおおっ!!」

『（バンドンゴンガンガンバキッ!!）』

『ちょっ、暁月さんストップストップ！　バキッって言った！　バキッって言ったから!!』

　川波の部屋を掘り起こしてみたら、出るわ出るわ黒歴史の山。この小学校の作文なんて、どうやらちょうど色気づき始めた頃に書いたみたいで、南さんを『およめさん』にすることに少しも疑いを持っていない。これをクラス全員の前で発表したのかと思うと、他人ひと事ごとながら寒気がするな。

『川波ぃいっ!!　そういうの捨てろって言ったでしょうがあっ!!　結女ちゃんに聞かれちゃったじゃんっ!!』

「オレのせいじゃねーよっ!!」

『あんたが変な冗談言うからじゃん馬鹿ぁーっ!!』

「うるせーアホぉーっ!!」

　電源コードで拘束された状態のまま壁越しに南さんと怒鳴り合う川波。

　いつも意味深ににやにや笑って傍観者ヅラをしているこの男や、クレイジーな部分の印象が強すぎる南さんが、まさか揃そろってここまで取り乱すとは。

　僕は手足を縛られて床に転がった川波に、にやにや笑いながら言う。

「川波……君たち、やっぱり実は、まだ仲いいんじゃないのか？」

「やられて嫌なことは人にするなって習わなかったのかあんたはァ!!」

「同じ台詞せりふをそっくりそのまま返そう」

　さすが僕だった。黒歴史の扱い方を心得ている。伊達だてにさんざん過去の自分に振り回されてきたわけではない。僕だってこんな力、欲しくなんてなかった……（わなわな）。

「さーて、もっと面白いもの出てこないかな」

「終わらねーのこのくだり!?　伊理戸お前かんっぜんにＳだな！　大人しそうなツラしていじめっ子気き質しつってどういうことだよ!?」

　僕だって自分にこんな面があったとは知らなかった。これが……僕……!?（わなわな）

　拘束した川波をリビングに転がしておいて、再び川波の部屋に踏み入る僕。

　脱ぎ捨てた寝間着などで散らかったベッド。漫画しか置いてない本棚。コードがぐちゃぐちゃに絡まったゲーム機。一般的な男子高校生の部屋と言えた。

　勉強机の上にノートパソコンが置いてあるのを見つけて、何気なく開いてみる。スリープ状態だったようで、ロック画面も経由せずにデスクトップが表示された。おいおい、人を呼ぶってのに不用心な。

　エロ画像のフォルダ名でもバラしてやるかと思った僕だったが、その前に目に付いた文字列があった。

「……日記？」

　ワードのファイルだ。どうやらＰＣで日記を付けていたらしい。似合わないことをしてるな。

　さすがにこれはプライバシーすぎるか……と、一瞬良心を復活させた僕だったが、更新日時を見て気が変わった。何ヶ月も前の日付だったのだ。

　ははーん。さては三日坊主だな？　僕は察して、三日程度なら大したことは書いてあるまいと、カチカチッとダブルクリックした。

　簡素な明みん朝ちよう体たいで記された文章が、僕の目に飛び込んでくる。

『10月13日

　この日記が誰かの目に触れているということは、オレはすでにこの世にいないのだろう』

「……………………」

　この書き出しで日記を始める奴、現実で初めて見た。

　今も隣のリビングで元気にぎゃあぎゃあ喚わめいてるけど。思いっきりこの世にいるけど。

　興味が泉のように湧いて出て、続きに目を通していく。

『10月14日

　悪夢を見た。暁月に身体からだを洗われる夢だ。オレは負けない』

『10月15日

　腹の調子が悪い。今日も下痢だった。ずっとぐるぐると鳴っている』

『10月16日

　十円ハゲができた。なんとか髪型で誤ご魔ま化かせた』

『10月17日

　人生で初めて吐血した。病院に行こうとしたが、暁月に見つかった』

『10月18日

　しんどい。だるい。あたまがいたい』

『10月19日

　なにもできない。させてもらえない』

『10月20日

　も　むり　たすｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋｋ』

　僕はファイルを閉じた。

　見なかったことにしよう。

　そして、川波小暮にもう少し優しくしようと思った。







　あっという間に夜が来た。

　川波家の両親は本当に帰ってこなくて、僕たちは夕食を食べるためにマンションの外に出た。近くに行きつけのファミレスがあるらしい。

「冷蔵庫ん中には冷凍食品しかなくてよ。いつもは大体それ食ってんだけど、さすがに客人にそんな適当なもん食わせるのは忍びねーだろ？」

　夜の街は、どこか異世界めいている。いつも見ている風景に、違うレイヤーがかかっている。夜に出歩くことなんてないから、余計にそう感じるのかもしれない。

　居酒屋の看板の光の中を歩きながら、僕は川波に言う。

「本当に、帰り遅いんだな、親御さん」

「一億総ブラック国家と名高い日本だぜ、ここは？　こんなもんさ」

　街が生み出す光と影を交互に踏み越えていきながら、川波は肩を竦すくめた。

「あんたがさ、両親に時間作ってやりたいから泊めてくれって言ってきたとき、オレは感心したね。今時見上げた若者がいるもんだって」

「いくつなんだよ、君は」

「一〇から先は数えてない」

「どれだけ数えるの苦手なんだよ」

　くっくっく、と川波は肩を揺らした。

　あの家族のいない家が、川波にとって幼い頃からの日常なんだとしたら、なるほどな、と察することもある。そんな環境で、隣の家に同年代の子供がいたら、仲良くならないわけにはいかないだろう。

　きょうだい同然──というヤツか。

　……僕と結女より、コイツと南さんのほうがよっぽど義理のきょうだいめいている。

「お二人様ですかー？」

「はい」

「ちょうど二人席が空いていますので、そちらへどうぞー」

　夕食時からは少々遅れているが、ファミレスはファミリーを中心に多くの客で賑にぎわっていた。ちょうど二人席が空いていたのは僥ぎよう倖こうと言えよう。案内された窓際の席に向かって、

「「「「あ」」」」

　と、四人分の声が揃そろった。

　僕たちが案内された席の隣に、結女と南さんが向かい合って座っていたのだ。

　南さんが「くっ！」と悔しそうな顔をする。

「しまったぁ……！　川波もここ来るの忘れてたぁ……!!　せっかく二人きりのディナータイムなのに……!!」

「格安ファミレスで何がディナータイムだっての。どうせミラノ風ドリアだろお前は」

「いーじゃんミラノ風ドリア！　安いし美味おいしいし！　そう言うあんたは身体に悪そうなピザ頼むんでしょ！」

「いいだろピザ。安いし美味うまいし複数人で摘つまめるし」

　出会い頭に気安い会話を交わす川波と南さんを交互に見て、僕は素直な感想を吐露する。

「このあからさまな『普段は二人で一緒に来てます』感……さすが幼おさな馴な染じみだな」

「「幼馴染み!?　誰がこんな奴やつと!!」」

「君ら、わざとやってないか？」

　あとその反応は彼氏や彼女扱いされたときのやつだからな。なんで幼馴染み扱いで出てくるんだ。

　川波がしぶしぶ通路側の椅子に座ったので、僕もしぶしぶ壁側の席に座った。僕の隣に結女が、川波の隣に南さんが来るポジショニングである。二人ともしぶしぶなら入れ替わればいいだろと思うところだが、どうせ川波の奴が変な気を回しているんだろう。

　至近距離からの攻撃に気をつけなくては──と、さっきから一言も発していない結女に目をやってみれば、何やらきょろきょろと辺りを見回しながら、そわそわと身体を揺らしていた。

「……トイレならドリンクバーの横にあるぞ？」

「違うわよ！　そうじゃなくて……と、友達と夜のファミレスに来るなんて初めてで……」

「はッ。さすがだな、高校デビュー」

「デビューじゃないって言ってるでしょ！」

「絶賛ファミレスデビュー中に言っても説得力ゼロだぞ」

「何よ。あなただってこんな機会なかったでしょ。友達いないんだから」

「僕は川波とのファミレスにさしたる価値を感じていないんでな」

「おおーい。今夜の宿の大家に対して豪胆な評価だなオイ」

　初めて見るメニュー表から、安いパスタを適当に選んで、ドリンクバーと一緒に注文した。

　ドリンクバードリンクバーって当たり前のように言っているが、存在を知っていただけで自分で注文するのは初めてだった。二百円で飲み放題って普通にすごいな。

「おい伊理戸。飲みもん取ってこいよ」

「なんでいきなりパシらされるんだ僕は。貴様が行け。下げ賤せんの者め」

「なんでいきなり小間使われてんだオレは。いや、荷物見とくから代わりに飲み物取ってきてくれって話」

「ああ、なるほど」

「伊理戸さんと一緒に」

「いや、なんでだ」

「ほら、お前、自分でドリンクバー使ったことねーんだろ？　教えてもらえばいいじゃん。手取り足取り」

　にやにやと下げ卑びた笑いを浮かべる川波。隣の南さんが『きっも』という表情で横目に視線を送っている。

　それなら君が行けばいいだろ経験者、と反論しようとしたとき、僕の隣から声が上がった。

「へーえ？　なるほど？　ドリンクバー使ったことないんだー？　高校生なのに？　ふうーん……」

「……おい義妹。その心底ムカつく視線はなんだ」

「高校生なのにファミレスのドリンクバー使ったことないって珍しいねー？　友達と来たことないのー？　仕方ないから教えてあげよっかー？」

　よくドリンクバーごときでここまでマウント取れるなこの女!!

　憤ふん懣まんやるかたなくなった僕は、決然と席を立って宣言した。

「……よおく見ておくんだな。本物のドリンクバーってものを教えてやるよ」

「お手並み拝見と行こうかしら」

「何これ。料理バトル始まるの？」

　小首を傾かしげる南さんをよそに、僕と結女は戦士の歩みでもってドリンクバーへ移動した。

　コーラ、オレンジジュース、炭酸水、紅茶、アイスコーヒー──いろんなボタンが付いたドリンクサーバーが、僕たちを待ち受けていた。どれでもいい、どのボタンを押したとしても俺のやることは変わらない──そう言わんばかりの質実剛健な面構えであった。上等である。

「じゃ、アイスコーヒーにするか……」

「本当に？　本当にそれでいいの？」

　アイスコーヒーの位置にコップを設置し、ボタンを押そうとしたところで、結女が眩げん惑わく的な言葉を放ってきた。

　これ見よがしに溜ため息をつき、やれやれと肩まで竦めやがる。

「まったく……。どうやらご存ぞん知じではないようね。これだから素人は……」

「何だと？　ボタンを押してコップに好きなドリンクを注つげばいいんじゃないのか？」

「私がお手本を見せてあげる。ドリンクバー・マナーのお手本をね！」

　そう言って結女はコップをひとつ手に取ると、メロンソーダの位置にセットした。緑色の液体を三分の一ほどまで注ぐと、今度はオレンジジュースを三分の二まで投入。最後に緑と黄色を溶かすかのごとく炭酸水を投入し、臓物めいたおぞましい色に染まってコポコポと泡を立てる、地獄に流れる川みたいな液体を完成させた。

「ドリンクバーというものはね……手ずからオリジナル・ブレンドを調合するのが正しい使い方なのよ！」

「……なん……だと……」

　僕はゲームのアイテム調合システムで適当なものを混ぜ合わせて案の定失敗したみたいな液体を見つめ、恐れおののいた。

　世の高校生はこんなものを常飲しているのか。奴らは産業廃棄物を食べて育つタイプの怪獣か？

「さあ、あなたもやってみなさい。指が誘うままに混ぜるのよ」

「むうう……」

　僕は眉間に皺しわを寄せてドリンクサーバーを睨にらんだ。

　炭酸は苦手だから除外するとして……。

「……まずは紅茶を少々」

「ふむ」

「次にぶどうジュースを少々」

「んん？」

「最後にオレンジジュースも入れて完成」

「正気!?」

　精神状態に疑いをかけられた。失敬な。

「ロシアンティーみたいなもんだろ。知ってるか、ロシアンティー？　紅茶にジャム入れるやつ」

「知ってるわよ失敬な！　でも、確かに、そう言われてみるとアリな気もしてきた……」

　やらせたくせに疑うたぐり深いやつだな。

　僕らは自作ブレンドジュースを手に席に戻る。

　すると南さんが、僕たちが持ってきた混こん沌とんとした色のジュースを見るなり「ぷはっ！」と噴き出した。

「ご、ご、ご、ごめん、結女ちゃん……っ！」

　お腹なかを抱えてぷるぷると震える南さん。「？」と結女が首を傾げる。

「さ、さっき、『ドリンクバーは自分でブレンドするのがマナー』って言ったけど……あれ、冗談……！」

「…………。え!?」

「ぷはっ！　あははははははははっ!!　ま、まさか真に受けてたなんて……!!　うきゅくくくくくくくくっ!!」

　テーブルに突っ伏した南さんに、結女は愕がく然ぜんとした後、羞恥で顔を真っ赤にした。

　なんだ。南さんの冗談を真に受けただけか。道理でおかしいと思った。よくもまあこんなあからさまな噓うそを──

「ぶふっ！　……つ、つーか、なんで伊理戸も真に受けてんだよっ……」

　僕が手に持ったロシアンティーもどきを指差して、川波も噴き出した。

「ぶはっははははははっ!!　よく揃って騙だまされたなこんなしょうもない噓に！　ぶふっ、きょ、きょうだいだわ、あんたらきょうだいだわマジで!!　ぶふははははははっ!!」

「「笑うな幼馴染みども!!」」

　何のツボに入ったのか、涙を浮かべて爆笑する幼馴染みコンビに、僕たちは羞恥と屈辱で真っ赤になりながら抗議する。

　結局、二人の爆笑は、ファミレス店員の「あのー、もう少しお静かに願えませんでしょうかー……」という控えめな注意があるまで続いた。







「うう～……お腹の中がぐるぐるする……」

　夕食を終えて、マンションへと戻る夜の道。

　結女の隣に並んだ南さんが、ぷすすっと思い出し笑いをする。

「ちゃんと全部飲んだもんねぇ、あの地獄ドリンク」

「だって、粗末にするのは悪いじゃない……」

「真面目だねー。結女ちゃんのそういうとこ好きーっ！」

　南さんはぴょんっと跳ねて結女の首に抱きついた。彼女のそういうスキンシップに早くも慣れたのか、結女のほうも「はいはい」という感じで南さんを抱き返しながら、ずるずると引きずっていく。

　そんな女子女子した姿を後ろから眺めながら、僕はぐちゃぐちゃに波打つお腹を押さえていた。

　隣を歩く川波が言う。

「オレもああいうのしたほうがいいか？」

「もししやがったら、君のシャツは僕の深しん淵えんより溢あふれ出た混沌に染まることになるだろう……」

「何言ってるかわかんねーけど何言ってるかはわかった」

　逆に一歩距離を取る川波。賢い判断だ。

「あんたも伊理戸さんも世間知らずなとこあると思ってたけどよ、まさかあそこまでとはなあ」

「小説にはドリンクバーの使い方なんていちいち書いてないんだよ」

　結構最近まで『ドリンクバーってどんな棒なんだろう』と思っていたくらいだ。

「くくく。これは使えそうだぜ。次は何を吹き込むか……」

「オイコラ貴様愉快犯」

　二度と騙されないからな！

「おーい！　いっりーどくんっ♪」

　ぐっと左腕が重くなったかと思えば、いつの間にか結女のところから移動してきた南さんが、僕の腕にくっついていた。

「結女ちゃんから聞いたんだけど、伊理戸くん、現国得意なんだって？　これも何かの縁だしさっ、あたしに教えてよー。ほら、そろそろ中間テストでしょー？」

　なんだどうした。いきなりベタベタと。結女にくっついてなくていいのか？

　そんな僕の思し惟いを気取ったのか、南さんはにやあっと笑ってピースサインをハサミみたいに動かした。

「（夜はまだまだ長いからねっ。今は焦じらし作戦中）」

　見やれば、結女は少し離れたところから拗すねたような顔でこっちを見つめていた。なるほど。さすが根っからのコミュ力モンスター、駆け引きがうまい。

　隣の川波が意味ありげに呟つぶやく。

「（……さて、嫉妬されてるのは本当にお前なのかねえ？）」

　含みのある笑みを浮かべた川波を、南さんが敵意を込めた目で睨みつける。人を間に挟んでバトルするのやめてくれるか？

　こそこそ話していると、ますます結女が仲間外れ感を醸し出した。まったく、仕方がないな。

「……残念ながら、南さん、僕の現国の勉強法は参考にならないと思う」

「えー？　なんでー？」

「一日一冊小説を読む。それを三六五日続ける。……できるか？」

「うわあ。それは無理！」

「僕は特別な勉強法を確立してるタイプじゃないから、教えてもらうんだったらあいつのほうがいいよ」

　前方で輪から外れている女を指差した。そいつは僕の指に気付くや、「え、あ？」と変に慌てる。

「わ……私？」

「君だよ。人にものを教えるのは僕よりも向いてる。努力家だからな」

　何を探しているのかきょろきょろと左右に目を走らせた後、それを誤ご魔ま化かすように自分の髪先をくるくるといじり始めた。

「ふ、ふうーん。なかなかわかってるじゃない？　そうよ。暁月さん、勉強なら私が教えてあげる。その男よりもずっとうまく教えられると思うわ」

「ああ。必死こいて勉強しないといけない君と違って、僕は雰囲気で点を取ってしまうタイプだから教師には向かない」

「何なのあなた私をムカつかせないと死ぬの!?」

　ただの事実ですが何か。

　がみがみと飛んでくる罵倒を馬耳東風、聞き流していると、僕に抱きついたままの南さんが、至近距離で頰ほおをひくつかせた。

「な……なかなかやるね、伊理戸くん……。あたしを逆用してポイントを稼ぐとは……。敵ながら天晴あつぱれだよ……」

　何を評価されたのかわからなかった。雰囲気で点を取ってしまうタイプだからかな。







〈あかつき☆：うわーん！　結女ちゃんの裸見れなかったー！　自慢しようと思ったのにぃー！〉- 22：32

〈Ｙｕｍｅ：だって暁月さんの目、かなりいやらしかったんだもの……〉- 22：32

〈Ｋ＿ＫＯＧＵＲＥ：伊理戸さん、ナイス判断！　そいつは小学生の身体からだにおじさんの心を宿した驚異のスケベロリータだからな！〉- 22：33

〈あかつき☆：かわなみ　おぼえとけよ〉- 22：33

　南さんが包丁のスタンプを連打する。ベッドに寝転んでスマホを見ていた川波が、「おうげえっ……！」と恐怖で震え始めた。

　ファミレスから帰ってきて、入浴（もちろん順番に入った）も終えた後、僕は川波ルームのローテーブルに教科書とノートを広げていた。

　横に置いたスマホに映っているのは、別れ際、南さんが「あたしと結女ちゃんのめくるめくイチャラブ生活を実況配信してあげる！」と寝言をほざいて作ったＬＩＮＥのグループトークである。南さんが暴走しないか監視する意味も込めてチラチラ確認しているが、あの女もなかなかどうして自衛力があるようだ。

〈あかつき☆：伊理戸くん喋しやべんないけど何してんの？〉- 22：38

〈Ｋ＿ＫＯＧＵＲＥ：テスト勉強。雰囲気で点が取れるタイプとはなんだったのか。つまんねー〉- 22：38

〈あかつき☆：は？　川波あんた勉強してないの？　今あたしたちも勉強しながらラインしてるよ〉- 22：39

〈Ｋ＿ＫＯＧＵＲＥ：またまたー〉- 22：39

〈あかつき☆：いやガチだから〉- 22：39

〈Ｙｕｍｅ：川波くん。たぶんテストまでまだ一週間以上あるから油断してるんだと思うけど、ウチは普通の高校とは違うから。入試の難易度思い出して〉- 22：40

「……………………」

　川波はスマホ画面を眺めながらしばらく沈黙し、ベッドの上でのっそりと身を起こした。

　それから、ギギギと僕のほうに首を回す。

「…………そんなにやべーの？」

「ヤバい」

　僕は教科書をめくりながら即答した。

「雰囲気で点が取れるタイプを自負する僕が、それでもテスト期間に入る前から教科書を開かざるを得ないくらいヤバい」

「……マジで」

「マジで」

　入学直後、配られた教科書を斜め読みして震えたからな。これが進学校か、って。

「川波。君、知り合い多いんだろう？　上級生から聞いてるんじゃないのか、テストの難易度」

「なんとなく噂うわさでは聞いてっけど……うおおお……！　入試からの解放感がまだ抜けてなかった……!!」

　気持ちはわかる。せっかく地獄みたいな受験勉強を生き延びたのに、たかだか二ヶ月弱で地獄に舞い戻る勇気は出ない。

「まあ、平均点を取るだけなら必死になる必要はないかもしれないけどな」

「んん？　んじゃ、あんたはなんで今、らしくもなく必死に勉強してるわけ？」

「そんなもん──」

　僕はＬＩＮＥの画面を見る。

「──負けたくない奴やつがいるからに決まってるだろ」

　入試では敗北を喫したが、そうそう何度もヤツの後こう塵じんを拝するわけにはいかない。

　テスト結果はランク付けのうえ廊下に貼はり出されると風の噂に聞いていた。今はあの女がふんぞり返っている玉座を、次こそ僕が簒さん奪だつしてくれる。

「……すっげーなあ、あんたたちは」

　不意に川波が、ぽつりとそんなことを呟いたので、僕は教科書から顔を上げた。

「オレはそんな風に、正面から張り合う気にはなれねーよ。表面的にわかったふりをして、適当に誤魔化して、そんでおしまいだよ。あんたたちみたいに全力でエネルギーをぶつけ合う気にはなれねー」

「……そうか？」

　何の話をしているのか、あえて確認を取らないまま、僕は返す。

「君たちも、そこそこ張り合ってるように見えたけどな。今日見てた限り」

「いいや、今日見てたんならわかるだろ。今まで見てたんならわかるって。オレたちは、表面的にはうまくやっちまってるよ。あんたたちみたいに、取り繕いもせずに正面衝突を繰り返すようなことはしてねー。それがすげーしんどいことだってわかってるからな」

「……それは、君たちが器用だからだろ」

　川波小暮は僕にとって、境遇の似た同志だ。

　しかし、違う点があるとすれば、やはりそこに尽きる。

「僕からすれば、君たちの器用さこそ、羨ましい」

　もし、僕たちに彼らのような器用さがあれば──僕たちの関係も、今のようにはなっていなかっただろう。

　川波はどこか皮肉げな、淡い笑みを滲にじませる。

「隣の芝生は青いってやつだな」

「よかったじゃないか。国語の勉強ができたぞ」

「災い転じて福と為なすだな」

　川波は「よっと」とベッドから降りて、ごそごそと鞄かばんから教科書を取り出した。

「オレもちょっと頑張るかあ。確かによく考えてみりゃ、南の奴よりは上に行きてえ」

「だろう？　応援してやろう。がんばれ」

「いや教えてくれよ、学年トップ志望」

　かくして、学生の本分を全うしながら夜は更けていった。







　川波の奴は、床の上で眠りこけていた。

　まだ午前一時だというのに、案外夜には弱いらしい。

　今日の分のテスト勉強は済ませたけれど、もともと夜型人間の僕は、まだ寝付けそうにはなかった。

　男の寝息をいつまでも聞いているのも居心地が悪く、僕はリビングに出る。

　暗く沈んだリビングは、ベランダから射さし込んだ月光にうっすらと照らされていた。

　視線をベランダに振れば、彼方かなたまで広がる星空のような夜景。って言っても集合住宅から望む夜景なんかたかが知れているけれど、家から見える景色がこうも高い視点だというのは、一軒家で生まれ育った僕にはなかなか新鮮だった。

　夜景に引き寄せられるようにして、ベランダに続く掃き出し窓を開ける。

　冷たい夜風が首筋を吹き抜けた。五月。春だ。涼しいと思いこそすれ、寒いとは思わない、心地のいい風だった。

　置いてあったサンダルを失敬して、ベランダのフェンスに寄る。

　ベランダの両脇には、『緊急時にはここを破壊してください』と書かれた白い板があった。向かって左が、南さんの部屋──つまり、あの女が眠っているだろう部屋だ。

　壁も薄かったけど、その気になれば行き来も簡単なんだな。

　まあ、この仕切り板をぶち破って隣室に行く機会は、そうそうないんだろうが。

　フェンスの手すりに腕を置いて、ぼうっと夜景を眺める。

　手前からずーっと続く光の海は、山の影でいったん途切れると、今度は空の上に広がっていた。

　いつもより何倍も近く感じる星々は、存外綺き麗れいなものだった。星空なんて、生まれてこの方、真面目に見上げたことなんかないからかもしれない。スーパームーンだのブラッドムーンだのが騒がれるときだって、いちいち窓を開けて夜空を仰いだりはしなかった。

　強いて言えば──そう。

　中学の林間学校での、あの晩くらい──

「──わあっ……」

　どこかで聞いた覚えのある声がした。

　僕は、左を見る。

　すなわち、南さんの部屋の方向を。

「「……あ」」

　そこで、目が合った。

　白い仕切り板の向こうに立つ、その女と。

　結女は僕に気付くなり、ばつが悪そうに視線を逃がして、口をもにょもにょとさせる。

　ふむ。

「高校生にもなって夜景と星空に『わあっ……』なんて感動してたのを見られたのがそんなに恥ずかしいのか？」

「わかってるなら言うなっ!!」

　加熱中のオーブンみたいに赤くなって、結女はベランダの手すりに顔を突っ伏した。

　その頭には、もこもこしたフードが被かぶさっている。熊耳がくっついた、子供っぽいの一言では足らないほど子供っぽいフードだ。その中からは、白いシュシュで二つ縛りにした黒髪が、風呂上がりのタオルみたいに胸の前に垂れている。

　ふむ。

「高校生にもなって可愛かわいらしい動物パジャマを着てるのを見られたのも、どうやら恥ずかしかったようだな」

「まさかの追撃！　鬼！　鬼畜義弟!!」

　義兄だっつってんだろこの義妹が。

「うううう～……！」と顔を伏せたまま震え続ける結女を、僕は聖人君子のごとき穏やかな微笑で慰める。

「まあ気にするな。一つ屋根の下に僕という同年代の男がいるという環境が大層なストレスだったんだろう。この機会に発散したくなった気持ちもわかるわかる」

「やめてくれる？　その悪意しか感じない同情……。このパジャマは暁月さんに着せられただけだから……」

「大丈夫大丈夫。僕は可愛いと思うぞ（馬鹿みたいで）」

「聞こえてるのよ！　可愛いとさえ言えば女子が喜ぶと思ったら大間違いだから！」

「知ってるよ、そのくらい。だから言ってるんだろう？」

「なおのこと最悪！」

　精神状態がまだ整っていないのか反撃もなく、一方的なフルボッコだった。どうやらボーナスステージに突入してしまったらしい。今のうちに稼ぐだけ稼がねば。

[image: ]

「……そっちこそ」

　次のいびり方を思案していると、結女がまだ少し赤い顔を上げて、横目で僕を見た。

「一人でベランダに出て、何を黄昏たそがれてたの？　夜の街を見下ろして黒幕気分にでも浸ってたの？　中二病ってやつなの？」

「その気分がまったくなかったかといえば噓うそになるが、残念ながら最上階じゃなかったんでな。あまり中二病を舐なめてくれるな──」

　中二、という言葉で、実際、何を思って黄昏れていたのか、思い出してしまった。

　不意に口を噤つぐんだ僕を怪け訝げんげに見た後、結女は「……あ」と夜空に視線を転じる。

　それから、薄い笑みを口元に滲ませて、こう言うのだ。

「──月が綺麗ね」

「…………ぐ」

　僕は頰ほおを引き攣つらせる。……無駄に察しのいい奴め。

　結女は夜空から僕のほうに目を戻すと、からかうように笑った。

「まだ覚えてたんだぁー？　林間学校の夜のこと。ずいぶんと記憶力がいいのね？」

「……そっちこそ、よく僕の台詞せりふまで覚えてたな。どうやら記憶力では君に軍配が──」

「忘れるわけ、ないでしょ？」

　どこか儚はかない、星の瞬またたきのような笑みが結女の口元に滲んで、僕は息を詰まらせた。

　結女の細い指が、仕切り板を越えて、ゆっくりと僕の顔に伸び──

　──ふいっと急に方向を変えて、僕の手を指差す。

「『笑わない数学者』」

「…………、は？」

「あのとき、あなたが持ってた本。私も好きだったから、よく覚えてるの。森博嗣先生に感謝することね」

「……………………あ、そう」

　僕は視線を夜景に逃がして、手すりで頰ほお杖づえを突いた。せめて表情を変えまいというささやかな抵抗だったが、結女はくすくすと嗜し虐ぎやく的ににやつく。

「高校生にもなってまだ中学時代のささやかな思い出を後生大事に覚えてるのを知られたのが、そんなに恥ずかしい？」

「……はいはい。恥ずかしい恥ずかしい。仕返し成功おめでとう」

「可愛くないわね」

　結女は手すりの上に重ねた腕に顎を置いた。

　背中を丸めたせいか、熊さんパジャマのせいか、その姿が普段よりも幼げに感じられた。そうだ、かつての、チビだった頃の綾井結女のような。

「…………ねえ」

　腕に顎を置いたまま、結女は言う。

「あの頃から好きだった──って言ったら、どうする？」

　僕は結女の横顔を見た。ちらりと横目で、僕のほうを窺うかがっていた。

　からかいの気配はない。

「……どうもこうもないだろう。それで何が変わるんだ？」

「そうよね……。実際、あの頃は好きってほどじゃなかったし」

「ほどじゃなかった？」

「今のなし」

　結女は自分の口を塞いで目を逸そらした。失言だったらしい。突っ込んでやりたいところだったがそういう空気でもなかったので、僕は話を戻す。

「なんでいきなりそんな話をするんだ」

「べつに。……ただ、ちょっと、暁月さんたちを見てたら……時間が積み重なって生まれるものもあるのかな、って」

「……時間が積み重なって、ね」

　確かに、川波と南さんの間には、ある種の絆きずな──なんて言うと『誰がこんな奴やつと！』という例のアレが来るので言い換えるが、ある種のノウハウの蓄積みたいなものがある。

　──オレたちは、表面的にはうまくやっちまってるよ

　それが可能なのは、彼らが器用であること以上に、彼らが幼い頃から互いのことをわかり合っていたからだろう。長い時間を積み重ねて理解を深めたからこそ、踏み込んではいけないラインを見極め、適切な距離を取り、表面的な部分を取り繕うことが可能になる。

　たかが一年半程度の付き合いじゃあ、そこまでは至れない。

　だからといって、ほんの二ヶ月プラスしたところで、大して変わりはしないけどな。

「……べつに、ありもしない二ヶ月を継ぎ足さなくてもさ」

　ぽつりと僕が話し始めると、結女はぺたんと頰を腕に置いてこっちを見た。

「時間なら、僕たちにはいくらでもあるだろう──もちろん、父さんと由仁さんが別れなければ、の話だけど」

「……別れる可能性って、あると思う？」

「思わないな」

　こっちが目も当てられないくらいラブかったら──つまりかつての僕たちみたいだったら逆に不安になったかもしれないけど、さすがは大人というか、父さんも由仁さんも程よく気を遣い合う良好な関係を築いていると思う。

　おそらく、僕たちは一生、義理のきょうだいのままだろう。

「……うんざりするわねー」

「まったくだな」

　これが一生続くなんて、まったく冗談じゃない。

　……でも、長い時間を積み重ねれば──川波たちのように、うまく表面を取り繕えるようになって、……今みたいに、いちいちいがみ合うことはなくなるのかもしれない。

　それは、なんというか──

「──寂しい？」

　横を見ると、ぺたんと腕に頰をつけた結女が、僕を見てによによ笑っていた。

「寂しいんなら、いつまでも罵ってあげるけどー？」

「張り合いがなくなるって言え。べつに罵ってほしいわけじゃない」

「ばーか。あほー。くそおたくー」

「……君さあ」

　僕はとろんとした結女の目を見つめる。

「眠くなってるだろ？」

「…………うん」

　ふにゃりとした声で、結女は肯定した。

「ベランダで寝るなよ。翌朝凍死体になって見つかっても僕は知らん」

「そのまえにあなたのふくのせんいをつめにはさむー」

「半分寝ながらおっそろしいことしようとするな!!」

　冤えん罪ざいを発生させんと伸びてくる結女の手を、僕は押し返す。赤ん坊みたいに手が熱くなっていた。本当にこのままベランダで眠ってしまいかねない。

　デコピンでもして活を入れてやりたいところだったが、その前に僕は、ひとつ訊きいてみたいことがあった。目もとろんとして、睡魔に無血開城寸前の今ならば、きっとあっさり素直に答えてくれるに違いない。

　僕は二年前とは異なる、二年前のような星空に目をやりながら、独り言のように言う。

「……楽しかったか？」

　おそらくは初めての、友達の家でのお泊まりは。

　わいわい騒いで、はしゃいで、勉強して──今という時間を楽しむのは。

　二年前には、できなかったことをするのは。

　結女は星空を見ることなく、僕のほうを見たまま、口元を綻ばせて答えた。

「……うん」

　そして、

「……ありがと」

　僕は視線を結女に戻して、二年前の忘れ物を拾う。

「どういたしまして」

　それから手を伸ばして、結女の額にデコピンをくれてやった。

　距離は、二年前よりずっと近く。

　しかし、白い仕切り板がはっきりと、僕たちを隔てている。

　──まあ、この板、緊急時には壊せるらしいけどな。

　そのときが来ないことを、僕はさして綺き麗れいでもない星空に祈った。





◆






　世話になった川波家を昼頃に辞して、僕は慣れ親しんだ我が家に帰ってきた。

　結女のほうは南さんと外で遊んでから帰る予定らしく、僕は一人で玄関のドアを開ける。

　靴を脱いでから『しまった』と思った。『ただいま』を言うべきだっただろうか。家に人がいること自体少なかったので、習慣がついていないのだ。

　……まあ、いいか。帰宅を宣言することに大した意味があるわけでもなし──僕は自分の過失をさらりと流して、とりあえずリビングの戸を開けた。

　伊理戸水斗、人生最大のミスだった。

「あ～ん♥　峰みねくん、おいしい～？」

「おいしいよ、由仁さん。もう一口もらえるかい？」

「もお、食いしん坊さん♥　はい、あ～ん────」

　僕はゆっくりと戸を閉めた。

　くるりと背を向けて、わなわなと全身を震わせる。

　……な、なんてことだ……。

　見てしまった。

　目撃してしまった。

　年齢的には中年の！

　実の親が！

　あたかも中学生のカップルのように!!

　年とし甲が斐いもなくイチャついている場面を───っ!!

「……うぐおおおおお……っ!!」

　は……吐き気がするっ……!!

　背後のリビングからは特にリアクションがなかった。どうやらお互いに夢中で、僕が帰ってきたことには気付かなかったらしい。

　……僕は即座に結女へとＬＩＮＥを送った。

〈緊急召集。父さんと由仁さんがヤバい。至急帰宅されたし〉

　ものの一〇分ほどで、玄関に結女が飛び込んでくる。

「お母さんたちがどうしたの!?」

「しーっ！」

　僕は唇の前に指を立てて声を抑えさせ、無言でリビングを指し示した。

「？」

　結女は怪け訝げんそうな顔をしつつ、特に気負うことなくリビングの戸を開く。

　そして閉じる。

　くるりと振り返り、手で顔を覆う。

「……うあああああああっ……!!」

　そして、僕と同じく全身をわなわなと震わせた。

　そうだろう。そうなるだろう。

「な……なんてものを見せるのよっ……!!」

「家族として、家族の情報は共有すべきかと」

「道連れが欲しかっただけでしょ……!?」

　そうとも言う。

　僕たちはリビング前の廊下に揃そろってうずくまり、こそこそと家族会議を開始した。

「（ふ、二人きりだとあんな感じだったの……!?　私たちの前では取り繕ってただけ!?）」

「（僕らが仲のいいきょうだいの仮面を被かぶってるように、父さんたちも頼れる両親の仮面を被ってたみたいだな）」

「（今時、高校生でも見ないわよあんなバカップル！　あの二人、確か今年で──）」

「（やめろ。言うな。吐き気が酷ひどくなる）」

「（……どうする？）」

「（……見なかったことにするか？）」

「（……そうね。じゃあそれで──）」

　話がまとまりかけたそのとき。

　僕らのすぐ後ろで、ピシャーン！　とリビングのドアが開いた。

　僕らは、恐る恐る振り返る。

　由仁さんが、歳としの割には幼い顔に、にこにこと満面の笑みを貼はり付けていた。

「二人とも……見た？」

　見なかったことにする。

　そのはずだったのに、僕たちは二人とも、目を逸そらしてしまった。

　いたたまれない空気が辺りに満ちた、その刹那。

　由仁さんが、童顔をくしゃりと歪ゆがめた。

「ご……ごめんねええ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　由仁さんはなんと、顔を覆ってわんわんと泣き始めたのだ。

　親のガチ泣きに、僕たち子供は呆ぼう然ぜんとするしかない。

「ちゃ、ちゃんとしたお母さんでいようって、思って、わたしっ、がんばってっ……うああああ[image: ][image: ][image: ]ん!!　ごめんねえ[image: ][image: ][image: ]!!　こんなおばさんが、年甲斐もなくっ、……うわあああああ[image: ][image: ][image: ]ん!!」

　年甲斐のなさでは今もあんまり変わらなかった。

　親のガチ泣きって、親のイチャラブと同じくらい、引く。新たな発見だった。

　とにかくこの状況から抜け出したくて、僕と結女は立ち上がって由仁さんを慰める。

「だ、大丈夫ですから！　泣かなくていいですから！　若くていいと思います！」

「そうよお母さん！　『年甲斐もない』んじゃなくて『若い』のよ！　いいことだと思うわ、うん！」

「……ほんとにぃ……？」

　泣き腫らした目で尋ねられては、僕も結女もぶんぶん首を縦に振らざるを得ない。

「そっか……『若い』のかぁ……確かに、若いってよく言われる……」

「でしょ!?　でしょ!?」

「それじゃあ、わたしたちが結女たちの前でイチャイチャしてても……大丈夫？」

　僕らは目を逸らした。

「うわあああああああ[image: ][image: ]ん!!　峰くう～ん!!　子供に気を遣われたよお[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　由仁さんはリビングに駆け戻り、父さんに泣きついた。父さんは凄すさまじく居心地の悪そうな顔をしつつ、泣きじゃくる由仁さんの背中をよしよしと撫なでて慰めた。

　古来、子は親の背中を見て育つと言う。

　これからの僕たちがどうなるかはわからないが、とりあえず、ああいう風にはなりたくないと思った。

　……これを見てもやっぱり別れそうにないと感じるのは、一体何が違うんだろうな。







[image: 元カップルは競い合う「馬鹿にしないでよっっっ!!」]










　今となっては若気の至りとしか言いようがないけれど、私には中学二年から中学三年にかけて、いわゆる彼氏というものが存在したことがある。

　この男と来たら無愛想で見た目にも気を遣わず、そのうえ運動音痴という三重苦を抱えた可哀かわい想そうな奴やつだったのだが、どういうわけか地頭だけは優秀だった。

　授業中に居眠りをしたり隠れて本を読んだりやりたい放題のくせに、テストの点数だけは優秀なものだから、存在感は薄いのに教師からは不良のごとく目を付けられていた。

　一方の私は、決して頭の悪いほうではないと思っているのだけれど、恋人関係にあった一年半の間、一度としてヤツにテストで勝ったことがなかった。

　と言っても得意科目の数学に関してはいつも数点だけ上回っていたのだけれど、他の教科、とりわけ現国においては、足元にも及ばないような有様だった。

　今の私なら舌を嚙かみたくなるような事実だ。けれど、当時の私はへらへらとしたものだった──答案返却後に互いの点数を比べ合い、負けているのがわかっては、『わあ、すごいすごい』とキャバクラ嬢のごとくあの男を煽おだてていたのである。

　もちろん当時の私に社交辞令を使いこなすスキルはなかったので、恐ろしいことに本音である。悔しくないのかと言いたい。貴様にプライドはないのか。ないんでしょうね、恋愛感情に頭をやられた廃人のようなものだもの。

　そんな私の負け犬根性は高校入試において初めての完全勝利を収めるまでついぞ治らなかったわけだけれど、一度だけ、たった一度だけ、卑屈で根暗な綾あや井い結ゆ女めが負けん気を発揮したことがある。

　中学二年、一学期の期末テスト──すなわち、夏休みの直前。

　私が、私たちが、『出会い』を果たすことになる前のことだった。







　学生の本分は勉強である。友達とお喋しやべりすることでも彼氏とイチャつくことでもない。勉強こそが学校という施設の存在意義である。だからもし、仮に、学校に友達が一人もいなかったとしても、勉強するためだけに学校に行けばいいだけの話である。文句ある？

　私は、ガリ勉であった。

　勉強することだけをやり甲が斐いに登校している手合いだった。というか、勉強以外にやることがなかった。

　そんな私は、とりわけ数学を得意科目としていた。

　得意になった切っ掛けは、推理小説で読んだ理系のキャラクターが格好良かったからという、ただそれだけなのだけど、とにかく数学のテストでだけは誰にも負けたことがなかった──それが私の、学校という場における、ただひとつの誇りだった。

　けれど、中学二年、一学期中間テスト。

　私は初めて、数学のテストで敗北を喫した。

　同じクラスの、伊い理り戸ど水みず斗とという男子に。

　伊理戸水斗は私と同じ、友達がいないタイプの男子だった。向こうも私に同族意識を抱いているのか、困ったときにはちょくちょく助け船を出してくれることがあり、当時の私は本当に感謝していたのだけれど、それはそれ、これはこれだ。

　得意科目で、しかも自分と同タイプの相手に負けることは、私のほのかなプライドが許さなかったのだ。

　次こそ、勝つ。

　それはあるいは、私が生まれて初めて持った、対抗心かもしれなかった。

　そして来たる一学期期末テスト──私は睡眠時間を削り、いつもより多く勉強した。

　一点の取りこぼしもないように。一つの計算間違いもないように。

　すべては、伊理戸水斗に勝つために。

　そうして──クラスでトップの点数を取った。

　それはすなわち、伊理戸水斗にも勝ったということだった。

　教師の称賛を受けながら答案を受け取り、私はさりげなく伊理戸水斗の様子を窺うかがった。

　どうだ。私の勝ちだ。数学ではそうそう負けたりしない。

　そんな意思を込めて投げた視線は──

　──しかし、上の空な横顔に跳ね返された。

　伊理戸くんは、私に向けられた教師の称賛を聞いている風もなく、つまらなそうに窓の外を眺めているだけなのだった。

　さあっと、冷めていく感覚がした。

　……何を勘違いしていたんだろう。同じタイプだから。同じようにクラスで浮いているから。たったそれだけのことで、通じ合えているような気になっていた。私が彼を気にしているように、彼も私を気にしてくれていると思っていた。そもそも彼は、私が数学を得意としていることさえ知らないのだ。なのに、私は、いったい何を期待して……。

　虚むなしくなった。

　──結局、私の、独り相撲だったんだ。

　それから夏休みになって、私はふらりと図書室を訪れた。

　そしてそこで、『出会い』を果たしたのだ。

　──推理小説、君も好きなの？

　伊理戸くんに本棚の上段にある本を取ってもらい、そう尋ねられたとき、私は実のところ、そう驚きはしなかった。

　彼がいつも自分の席で本を読んでいるのは知っていたし、その中に推理小説が含まれることだってわかっていた──私にとっては、完全に今更なことだった。

　だから、あの男は勘違いしているかもしれないけれど。

　私と彼を結びつけた神様のトラップは、そうして話しかけられたことじゃない。

　その次に呟つぶやいた、きっと私に聞かせるつもりはなかったのだろう独り言こそが、神様が私たちに仕掛けたトラップ、その正体なのだ。

　──……それでか、あんなに数学の点がいいのは

　その呟きが、私の胸の奥に突き刺さった。

　彼の中で、推理小説と数学がどうして繫つながったのかはわからない。

　推理小説のキャラに憧れたという経緯を、たった一冊の本から察せるわけがない。

　それでも、それでも、私の耳は、確かに捉えたのだ。

　彼の呟きに滲にじむ、わずかな悔しさを──捉えたのだ。

　──ああ。

　独り相撲じゃ、なかった。

　気にしていない風を装っていただけで、……ちゃんと、私のことを見ていたのだ。

　落ち着き払った振りをして、冷静沈着な振りをして、その実、私よりもずっと負けず嫌いで、何より意地っ張りで──

　……まったく、この男、わざとやっているんだろうか。

　何なのそのチラリズム。悔しいならもっとわかりやすく悔しがればいいのに。隠すならもっと完璧に隠せばいいのに。どうしてほんの少しだけ、本音を垣かい間ま見みせるのよ。

　あなたがそんな風にするから、私は勘違いをした。

　私だけがあなたを見て、あなただけが私を見てくれるんだって──勘違いをした。

　わざとだとしたら女たらしのクソ野郎だし、わざとじゃないとしても天然たらしのクソ野郎だ。

　だって──

　──その一言で、私は、人生でただ一度の、初恋をしてしまったんだから。





◆






　張り詰めた静寂に、シャーペンがノートを走る音だけが漂っていた。

　より集中できるよう、隣同士の席が衝つい立たてでセパレートされた自習室。いつもは決して人が多いとは言えないこの部屋は、この時期に限って毎日のように満員になる。

　中間テストが間近に迫っているのだ。

　もしかすると普通の高校ならば、テスト期間に入って部活が停止になったところで、やったー遊ぶ時間ができたーと気楽になるだけなのかもしれないけど、この高校では違う。

　ここは、進学校だ。

　私みたいに『彼氏と同じ高校に行きたくなかった』なんていう馬鹿げた理由で入学した馬鹿を除けば、誰もがいわゆる勉強ガチ勢。彼らにとって定期テストは覇を競い合う戦場であり、決して一夜漬けで適当にやり過ごしていいようなものではないのだった。

　私もまた同様だ。

　いや……あるいは私こそが、他の誰よりも切実に、中間テストトップの座を欲しているかもしれなかった。

　下校時間が近づくと、ちらほらと他の生徒たちが帰り支度を始める。

　私も切り上げようか、とシャーペンを筆箱に仕し舞まったところで、背中に声がかかった。

「結女ちゃん、かーえろーっ♪」

　振り返れば、暁あか月つきさんを始めとしたクラスの友達が三人、鞄かばんを持って立っていた。

　普段は勉強の話なんてほとんどしないみんなだけど、テスト前ともなれば居残り勉強をするのが普通になる。みんな普段は猫被かぶってるけど、ウチのクラスは入試成績上位者の集まりだから、性根が真面目な人間ばかりなのだ。あの男以外。

　手早く帰り支度をして、暁月さんたちと一緒に自習室を出た。

　廊下を歩き、靴を履き替え、校門を出ながら、私たちは談笑する。とにかく勉強勉強のテスト期間において、下校の途は数少ない潤いのひとつだった。とはいえ、みんな勉強で忙しくて、動画やＳＮＳを見る暇もなかったりするものだから（私に至ってはスマホを完全に封印している）、話題は自然とテストのことになってしまう。

「あー、わたし、全然自信ないよー。赤点取ったらどーしよ」

「伊理戸ちゃんはやっぱトップ狙いなん？」

「……まあ、やるからにはね」

　ピリッと走った緊張を抑えて、私は答えた。

「かっこええなあ。ウチは平均超えられたらええわ」

「意識ひっく！　トップ獲とろうぜ～、やるからには！」

「いやいや～、首席は伊理戸ちゃんの指定席やから～」

　さざめく笑い声に合わせながら、私は表情が硬くなってしまうのを感じていた。

　そう──首席は私の指定席だ。

　学年首席の才媛。それが伊理戸結女だから。

「……………………」

　暁月さんがちらりと私を見た気がした。

　かと思うと、パンッ、と空気を切り替えるように手を叩たたく。

「それよか、テスト終わった後の予定考えようよ！　そのほうがやる気でるっしょ～？」

「おっ！　いいねいいねー！」

「おー、どっか遊びに行こ～」

　和やかな空気に浸るようにして、私は相あい槌づちを打った。







「ただいまー」

　暁月さんたちと別れ、自宅のドアを潜くぐると、私は再び気を引き締めた。

　さっさと部屋着に着替えて、勉強の続きをしないと……。

　その前にコーヒーでも用意したほうがいいかな、と思って、私はリビングに入る。

　すると、義理の弟がソファーに寝っ転がって本を読んでいた。

　……は？

　目を疑う。

　今、テスト期間よね……？　この男、なに気楽そうに読書にうつつを抜かしてるの!?　わ、私は我慢してるのに……!!

「……あなた、勉強しなくていいの？」

　少し低い声で尋ねると、水斗は本から目を離さないまま答える。

「大体終わった。あとは当日まで忘れないようにすればいいだけだ」

　終わった？　テスト勉強って、終わるとかあるの？

　む、むかつく～……！

　この男は昔からこうだ。天才肌と言うのか、テスト勉強に全然時間を使わないのだ。ひたすら勉強時間を確保する私とはまったく真逆のタイプ。憎ったらしい！

　私は目一杯の嫌いや味みを込めて言う。

「……そんなだから私に負けるのよ」

「何か言ったか？」

「べつに」

　これ以上この男と喋しやべっているとモチベーションが下がる。

　コーヒーは後にしようと踵きびすを返しかけたとき、

「最近さ、気になってることがあるんだ」

　水斗が唐突に言って、私は目を細めた。

「……なに？　何か新作の話？」

「学年首席」

　水斗はソファーの上で起き上がると、私のほうを見やって意地悪く笑う。

「どんな座り心地なんだろうな？」

　……そう。そういうこと。

　私の視線と水斗の視線とが、正面からぶつかり合った。

「残念ながら、首席は私の指定席よ」

「だったら次の便に予約すればいい」

　ふん、と鼻を鳴らして、私は視線を切る。

「……できるかどうか、試してみたら？　無駄だと思うけどね」

　今度こそ踵を返して、私はリビングを出た。

　……いい度胸ね、本当に。

　私に面と向かって挑戦したのは、あなたが初めてよ。







　私は使える限りの時間を勉強に費やした。

　朝は早くに起きて登校前に勉強。学校でも休み時間を使い、放課後は自習室や図書室を利用する。下校時間になって帰宅すれば、部屋の中に籠もって机に向かった。誘惑を断つため、本棚の中身は全部段ボールに入れて物置に封印した。

　夕食と入浴を済ませた後も机の前に戻る。眠気が来て集中力が維持できなくなったら、仕方ないのでベッドに入る。そんな毎日が続いた。

「──結女！　お箸！」

「……あっ」

　お母さんの声で、私は落としかけたお箸を慌てて握り直す。

　夕食の席だった。

　ご飯を食べながら居眠りをしていたらしい──危なかった。気を張り直さないと。

　峰みね秋あきおじさんが気遣わしげな顔をする。

「……ずいぶんと根を詰めているようだね。勉強は大事だが、無理をして本番で実力を発揮できないようでは元も子もないぞ、結女ちゃん」

「いえ、大丈夫です。無理のない範囲でやってますから」

「それならいいんだが……」

　私は誤ご魔ま化かし笑いをした。

　無理なんて、するに決まっている。

　私は元々、学年首席なんて器じゃないのだ。それでもトップを取ろうと言うのだから、多少の無理は通さなければならない。自明の理だ。

　対面に座る水斗が、感情の窺うかがえない目で私を見ていた。

　夕食を終えると、眠気覚ましも兼ねてすぐにお風呂に入る。ドライヤーで髪を乾かすのもそこそこに、寝間着を着て脱衣所を出た。さあ、これから夜の部だ。

　欠伸あくびを嚙かみ殺して、階段に足を向けた。

　そこに、水斗が待ち構えるようにして座っていた。

「ずいぶんお疲れみたいじゃないか」

　何を考えているかわからない目が、私の目をじっと見る。

　答える気力が、今はもったいなかった。

　視線を合わせることなく、階段に腰掛けた水斗の横を通り過ぎようとした、寸前。

　水斗がすっと立ち上がり、私の前に立ち塞がる。

「そんなに大事か。学年首席の座が」

　間近から見つめてくる目を、私は見つめ返せない。

　自分を取り繕う力。天敵に張り合う力。それらすらも、今は勉強に注がなければ……。

「……大事よ……」

　だから、誤魔化すことさえできなかった。

　胸の中に渦巻く焦りが、危機感が、そのまま口から零こぼれ出る。

「学年首席だったから、今の私があるんだもの……」

　性格を変えた。

　社交性を身につけた。

　それでも、限界はあった。

　結局は付け焼き刃なのだ。生まれつき気弱で口下手で引っ込み思案な人間が、多少意識を変えただけのことで、いきなり器用な世渡り上手になんてなれるはずがない。

　だから、付加価値が必要だった。

　少しばかり不器用でも、少しばかり口下手でも、許してもらえる、補って余りある、付加価値が必要だった。

　優等生キャラ。

　進学校において、もっとも効果を発揮する付加価値が。

「あなたには、わからないでしょ……。人のことなんて、周りのことなんて、何にも気にしないで生きてる……孤高気取りの、あなたには……」

　疲れのせいか、言わなくていいことを言った気がした。

　だけど、後悔にエネルギーを使うことさえ、今の私にはもったいない。

　私は水斗の横を通り抜け、階段を上がった。

　勉強を、しないと。

「……確かに、な」

　かすかな呟つぶやきを、背中で聞いた気がした。







　そしてついに、中間テスト一日目がやってきた。

「筆箱は鞄かばんに仕し舞まえよー」

　裏返された問題用紙を前に、私は何度も口の中で覚えたことを呟く。

　初日、一時間目、現国。

　私も読書家の端くれとして、決して苦手ではない。むしろ得意な部類に入ると思う。けれど──ことこの科目においては、異常に厄介な相手がいた。

　私は後ろの席に意識を向ける。

　そこには、私の義理の弟が座っている。

　得意科目は現国。

　全国模試でも二桁順位──というのは大して勉強をしていなかった中学時代の話で、地獄の受験勉強を経た今なら平気で一桁を取ってくると思う。

　この男の現国の解答は、出題者の心を読んでるんじゃないかってくらい正確なのだ──しかも定期テストのさして広くない出題範囲が相手ならば、満点はほぼ確実。

　この男を押さえて総合トップを取るには、現国で点を離されないことが重要になる。

　一点さえ、取りこぼすわけにはいかない……。

「──それでは、始めてください」

　教師の声と同時に、紙を裏返す音が何十と重なった。







「……んんー……！」

　その日の夜。問題用紙にメモした答えで自己採点をした私は、悔しさに顔をしかめる。

　初日の教科は、すべて九〇点を超えていた。

　けれど、現代文に関しては九四点──もし水斗が一〇〇点を取ってきたとしたら、六点ものビハインドを背負う計算になる。

　こんな簡単な漢字の書き間違いで、二点も逃すなんて……！　平均九〇点台が基本の争いで、六点も差をつけられたのはあまりに大きい……。

　……それも、あの男が一〇〇点を取ったとしたら、の話だけど。

「……………………」

　私はそろりと足音を忍ばせて、自分の部屋を出た。

　一階のリビングを慎重に覗のぞき込む。

　水斗が、ソファーで本を読んでいた。

　つまり……あの男の部屋は、今、無人……。

　あの男も、問題用紙に自己採点用の答えをメモしているかもしれない。それを見ることができれば、本当に満点を取っているかどうか、はっきりさせることができる……。

　……ちょっとだけ気が咎とがめるけれど、別に、卑ひ怯きようではないわよね？　あの男の点数がわかろうがわかるまいが、私の点数がどうこうなるわけではないもの。

　でも、もし見つかったら、あの性悪男は難癖をつけてくるだろうから……こっそり、今のうちに、確認してしまおう。

　私は二階に戻ると、水斗の部屋のドアを静かに開け、ノブを捻ひねったまま閉じた。

　電気をつける。大量の本で雑然とした部屋が露あらわになる。

　あの男が学校に行くときに使っている鞄かばんは、ベッドの上に放り出されていた。

　私は何度も振り返り、あの男が戻ってこないか確認してから、その鞄に手を伸ばす。

　ファスナーを開くと、すぐに白い紙が見えた。

　これだ。

　いい加減に突っ込まれた数枚の問題用紙。案の定、答えらしきものがメモされている。

　ほんの少しだけ緊張しながら、私はそれを引っ張り出した。

　……一番重要なのは、現国だ。本当に一〇〇点なのか、どうか……。

　一度ぎゅっと目を瞑つぶり、胸の中で覚悟を固めてから、現国の用紙を見た。

　メモしてある答えを、持ってきた自分の答案と見比べる。

　……憎たらしいくらい正確だ。私が間違えたところも、消しゴムの跡ひとつなくあっさりと正解していく。

　一問の間違いもないまま、最後の大問に入った。

　一〇点もの配点がある記述問題。時間配分を間違えると答えを書いている時間がなくなって、即座に一割も点数を取りこぼすといういやらしい問題だ。

　部分点を取りこぼした可能性はあるけれど、一応、私のほうは正解している。あの男が回答時間に不自由するとも思えないし、これはやっぱり、一〇〇点か──どこか納得するような心持ちで問題用紙の左端を見て、

「……えっ？」

　見間違いかと思った。

　──答えが、ない。

　最後の問題の答えだけ、書かれていない。

　自己採点するまでもないからメモしなかった……？　いや、違う。消しゴムで消した跡がある。一度は書いた答えを後で消したんだ。なんで……？

　消し方は雑で、文章がまだうっすらと読めた。私は目を細めて、それを読んだ。

　正解だ。

　正解の答えを、消している。

　……間違いだと勘違いして消した？　それで、新しい答えを書く時間がなくなって……？　そんな馬鹿な！　私が答えられる程度の問題に、あいつが惑わされるはずがない！

　だとしたら。

　これは。

「…………わざ、と…………？」

　わざと消した。

　わざと空欄にした。

　この不自然な答えの消し方は、そうとしか思えなかった……。

　気付けば、問題用紙を握る手が震えていた。

　頭の中に、煮えたぎるものが充みち満みちていく感覚があった。

　──……大事よ……

　──学年首席だったから、今の私があるんだもの……

　私が……あんなことを……言ったから？

「……う。うううう……！　ううううううっ……!!」




　これっぽっちも、嬉うれしくない。




　気付けば私は荒々しく部屋を飛び出し、足音高く階段を駆け下りていた。

　リビングの引き戸を乱雑に開け放つと、ソファーに座っていたその男がびくりとして振り返った。

「なっ、なんだ、騒がし──」

「馬鹿にしないでよっっっ!!」

　握り締めていた問題用紙を投げつける。

　それを受け止めて確認すると、水斗はかすかに眉間にしわを寄せた。ばつ悪げな雰囲気を、私は確かに、そこに見た。

「席を譲ろうってわけ……!?　そんなので私が喜ぶって思ったの!?　ふざけないでよっ!!　あんなに自信満々で挑発してきたくせに!!　普通にやったら私が負けるとでも言いたいのっ!?　馬鹿にするなあっっ!!!!」

「ちょちょちょっ……何この声!?　結女!?」

　お風呂に入っていたはずのお母さんの声が聞こえた。でも関係ない。私はソファーの水斗にずんずんと近付いた。

「自分を犠牲にしてカッコいいとでも思ってるのっ!?　全然カッコ良くないわよっ!!　私を馬鹿にしてるだけじゃない!!　ナメてるだけじゃないっ!!　こんなのっ、私はっ、望んでないっっっ────!!!!」

「ストップ！　なんだかわかんないけどストーップ!!」

　ぶん殴ってやろうと右手を振り上げたら、その腕を後ろから摑つかまれた。

　お母さんが背中から羽交い締めにしてくる。私は暴れたけど、抜け出すことはなかなかできなかった。

「どうしたの!?　何があったの!?　お母さんに説明して!?　み、水斗くん、これ一体──」

「──……んだよ……」

「え？」

　水斗が立ち上がった。

　問題用紙をくしゃりと握り潰し、据わった目で私を睨にらみつけた。

「首席じゃないと困るんだろうが……。君がそう言ったんだろうが。だから譲ってやろうと思ったんだろうが!!　それの何が悪いんだよッ!!」

「え、ええーっ!?　水斗くんも!?　み、峰秋さぁーんっ!!　ちょっと来てーっ!!」

　お母さんがどたどたとリビングを飛び出していくや、水斗は私に迫って強く肩を摑む。

「僕は首席なんざじゃなくても何にも困りやしない！　君の言う通りだよ、周りが自分をどう見るかなんてどうっっっっっだっていいからな!!　だから譲ったんだろッ！　おかしいか!?　僕の言うこと、何かひとつでもおかしいことがあるかよッ!!」

「……う、うううっ……!!」

　ない。

　おかしいことは何一つない。

　利害をパズルのように一致させた、極めて合理的な判断だ。

　だけど。

　だけど。

「……おかしいよ……」

　視界が歪ゆがむ。

　こんなのズルいってわかってるのに、頭の中を、胸の中を、暴れ狂う気持ちが言葉にならずに、雫しずくになって目から溢あふれる。

「そんなの……伊理戸くんっぽく、ない……」

　あのとき、悔しさを滲にじませた──

　あのとき、負けず嫌いを垣かい間ま見みせた──

　──通じ合えているような気がした、伊理戸水斗じゃない。

「…………どうして、君が……」

　苛いら立だたしげに何かを言いかけ、しかし飲み込んで、水斗は大きく溜ため息をついた。

　そして、いつもの何倍も荒い足取りで、私の横を通り過ぎる。

　何の言葉もなかった。

　ただ背中で、リビングのドアが開く音と、荒々しく階段を上る音を聞いた。

　バンッ!!　と、激しくドアを閉める音が二階から聞こえる。

　それから私も、フローリングの床を見つめたまま、リビングから出た。

「……ゆ、結女？　だいじょうぶ～……？」

「どうしたんだい……？　喧けん嘩かなんて珍しい……」

　お母さんと峰秋おじさんが心配そうに声をかけてくれたけれど、まともに答えを返すこともできなかった。

　私は無言で階段を上って、自分の部屋に入る。

　すると、糸が切れたように身体からだから力が抜けて、ベッドの上に倒れ込んだ。

　……何を今更、期待してたんだろう。

　私だけが通じ合えているなんて、わかり合えているなんて、そんなのは都合のいい妄想だったんだって、仲がぎくしゃくしてからの半年間で思い知ったはずでしょう？

　この男だけは、対等に、等身大に、ありのままに私の前に立ってくれるだなんて──そんなこと、あると思っていたほうがおかしいのだ。

　──結局、私の、独り相撲だった。

「…………いいわよ、べつに」

　これで、ライバルが一人減った。

　それだけ。

　それだけのこと。

　喜んで然しかるべきことだ。

　首席を守る。

　そうしないと、私は私でいられない。

　そうするものだと、みんなが思っているのだから。







　テスト二日目。

　昨夜はあのまま眠ってしまったので、勉強ができなかった。

　だけど、これまでやってきた分がある。寝不足が解消されて、むしろ調子がいいくらいだった。

　朝食の席では、一言も喋しやべらなかった。

　淡々とトーストを口に運ぶ私と水斗を、お母さんと峰秋おじさんが気遣わしげにちらちらと窺うかがっていたけれど、さすがに昨日の今日で仲のいいふりをする気にはなれなかった。

「……ごちそうさま」

　手早く朝食の後片付けをして、私はいつもより早めに玄関に向かう。

　最大の敵は自ら脱落した。

　そして、今日は得意科目の数学がある。

　いつも通りの力を発揮すれば、学年トップは堅いはずだ──

　玄関でローファーに履き替える。

『いってきます』と言おうとしたそのとき、別の声が不意に割り込んだ。

「──僕っぽさなんて、君に決められる義理はないよ」

　心臓が跳ねる。

　後ろを振り返る。

　制服を着た水斗が、眠そうな目で私を見やっていた。

「同じように──君っぽさだって、誰に決められるものでもないだろうが」

　苛いら立だたしげな声に、心臓が跳ねた。

　見透かされたような気がした。

　私の心が、丸裸になるような心地がした。

　私は咄とつ嗟さに、意味のある言葉を返せない。その間に、水斗はすたすたと歩いてきて、私の隣でスニーカーを履いた。

　水斗は私に流し目を送りながら、玄関のノブに手をかける。

　私はそのとき、ようやっと気が付いた。

　水斗の目の下にうっすらと、隈くまができていることに。

「──終わらせてやるよ、義妹。君の無様な高校デビューをな」

　一方的にそう言い置いて、水斗は玄関扉の向こうに消える。

　取り残された私には、何が何だかわからなかった。

　ただひとつ、確かに言えることがあるとすれば。

「……姉だって言ってるでしょ、義弟」

　あなたなんかに、私を決める権利なんか、ない。







　教師の手によって、掲示板に大きな紙が貼はり出される。

　定期テストの総合順位は、上位五十名までが公開される形式だ。一学年が大体二百人ってところだから、上位25パーセントということになる。だから貼り出されること自体はさほど難しいことではなく、発表場所となった掲示板の周りは生徒でごった返していた。

　その人だかりの最前列に、私はいる。

　私が訪れるなり、人だかりが道を空けてくれたのだ。真っ先に順位を確認すべき人間だと、みんなから認識されていることの証左だった。

　最大の障害だった水斗が自ら点を落とした以上、首席の座はほぼ間違いない。そう自負できるくらいの点数が、自己採点では取れている。あとは自分でも気付いていないケアレスミスがなければ──

　紙を貼り出した教師が掲示板の前からどき、ついに順位が露あらわになる。

　瞬間──周りの生徒たちがざわめいた。

　そして私は、喜びの声をあげかけた。

『１位』の横に、私の名前があったからだ。

　……ただし、半分だけ。

『１位』の横にあったのは、私の苗字だけだった。




『１位　伊理戸水斗　７７７点』

『２位　伊理戸結女　７７４点』




　貼り出された紙には、そう書いてあった。

　何度見直しても、変わることはなかった。

　ま……負け、た？

　現国でついた差を……他の教科で、引っ繰り返された……!?

「マジ？」

「伊理戸きょうだいワンツーフィニッシュかよ……」

「めっちゃ競ってるじゃん。すっげ」

「伊理戸さん、早くも次席に転落か……」

　周囲の言葉は、不思議と耳に入らなかった。

　それよりも私は、あの男の姿を探した。

　右を見て、左を見て──そっと人だかりから離れていく背中を見つけ、

「ご、ごめんなさいっ！　通して！」

　人だかりを搔かき分けるようにして、しれっと立ち去ろうとする男の背中を追いかけた。

　肩を摑んで振り返らせる。

　水斗の目が私を捉えた。

　その唇に、見る見る嫌いや味みっぽい笑みが滲む。

「よお、学年次席さんじゃないか。ご機嫌麗しゅう」

　憎たらしい口振りには、今ばかりは付き合わない。

　私は込み上げる疑問を、白々しい顔に叩たたきつけた。

「なんで、あなた……！　あんなハンデを背負って引っ繰り返そうとしたら、相当勉強しないといけないはず……。それも一夜漬けで……！　そんなの──」

「──僕っぽくない、か？」

　私が口を噤つぐむと、水斗はますます皮肉っぽく笑った。

「最初に言っただろ。気になったんだよ」

「……え？」

「けど、失敗したよ。──ずいぶんと座り心地が悪いんだな、学年首席っていうのは」

　…………あ。

　まさか。

　この男は。

「君が羨ましいよ──次席のほうが、よっぽど肩が軽そうだ」

　そう言い捨てて、学年首席の肩書きを背負った義弟は、私に背を向ける。

「じゃあな。……もしまた欲しくなったら、期末テストで頑張ってくれ、優等生」

　明確に嫌味で皮肉な、『優等生』。

　けれど──その言葉が嫌味になること、それ自体が。

　もうすでに、私の立場が変わったことを、意味しているのだ。

「──伊理戸さんっ、惜しかったねーっ！」

　急に後ろから肩を摑つかまれて、私は驚きながら振り返った。

「あの点数でトップになれないのはしゃーない！　伊理戸くんが強かった！」

　背が高くてショートカットがカッコいい坂さか水みず麻ま希きさんが、私よりも悔しそうな顔で言う。

「上には上がおるんやなあ。ウチにはついていかれへんわ」

　ボブカットで猫背気味の金かな井い奈な須す華かさんが、寝起きの猫みたいな声でぼんやりと言う。

「言ってろ45位！　わたしより上のくせに！」

「あ、そうなん？　見えてへんかったわ。教えてくれてありがとう」

「きいーっ！　ムカつくなあザ・京都人！」

　あ……あれ……？　あれ……？

　私の周りで、前と同じようにじゃれ合うクラスメイトたちを見て、頭が混乱する。

　想像していたものと、違いすぎて。

　恐れていたものと、違いすぎて。

　──学年首席になれなかったら……どうなるん、だっけ？

　何も、変わらないじゃない。

　掛けられる言葉も、表情も、……首席じゃなくなっても、何も変わらない。

　ああ──ああ、そうか。

　私、だったんだ。

　誰よりも私を、学年首席という肩書きキヤラクターに縛り付けていたのは……私、だったんだ。

　──君っぽさだって、誰に決められるものでもないだろうが

　テスト二日目の朝に見た、目の下にうっすらと浮かんだ隈……。

　あれは、きっと。

　そのために。

　このために。

「……あ……」

　私は俯うつむいて、顔を覆った。

　周りのみんなが、慌てた様子で私の背中をさすった。

「あー、泣かないで伊理戸さん！」

「２位もすごいで！　うん、いやホンマに！」

　違うの。

　泣いてるんじゃないの。

　悔しいんじゃないの。




　私だけじゃ──なかった。

　独り相撲じゃ、なかった。




　……なんで、わかるの？

　なんで、通じるの？

　勘違いだと思ったのに。妄想だと思ったのに。なんで今更、今更、そんな風に……！

　──こんなの、あなただけじゃない。

　コミュ障で、口下手で、付け焼き刃の社交性しか持ってない私のこと、こんなに、こんなに、エスパーみたいに察せる変な人、あなたしかいないじゃない。

　そんな風にされたら、私──




　──どうやって、あなたなしで生きていけるようになればいいの？




　ねえ。

　どうしてくれるのよ。

　ねえ……。





◆






　中間テストが終わると、校内にも弛し緩かんした空気が戻ってきた。

　放課後、図書室に向かう道すがら、水斗はちらりと隣の私を窺うかがってくる。

「……なんで君がついてくるんだ？」

「べつにいいでしょ。テスト終わって読書解禁だから本が欲しいの」

「……あっそ」

　もちろん、噓うそだ。

　本当は……その、謝っておきたくて、タイミングを窺うかがっているだけだ。

　水斗がわざとテストで間違えて、私が一方的に怒鳴りつけた件。なんとなく解決した風になっているけど、実は私も水斗も、まだ一言たりとも謝っていない──だったら先に謝ってしまったほうが、人間ができてるっぽくていいでしょう？

　一緒に行動していればいずれその機もあるはずだ。ただそれだけで、べつに近くにいたいわけじゃない。

「……おっ、伊理戸きょうだいだ」

「え？　首席と次席の？」

「へー。あれが……」

　テストの結果が貼り出されてからこっち、私たちが一緒にいると以前にも増して注目を浴びるようになった。

　私としては慣れたものだけれど、水斗は非常に居心地が悪そうにしている。いい気味だ。私から首席を奪った報いを受けるがいい（負けたことについては、それはそれで普通に悔しかったのだ）。

　図書室に到着すると、水斗は奥の本棚を指差した。

「ミステリはあの辺だ」

「ふうん。あっちの隅のほうは？」

「あっちはライトノベル。一昔前のが中心だけど、結構品しな揃ぞろえいいぞ。……ついに興味が出たか？」

「まさか。ライトノベルってミステリがないじゃない」

「君、富士見ミステリー文庫のファンに殺されても知らんぞ」

　ミステリ棚に向かう私と別れて、水斗は入口から見て対角の辺りにあるライトノベル棚に向かった。最近はライトノベルを読み漁あさるターンに入っているらしい。

　私は本棚に並んだ背表紙を、左上から右下に向かって眺めていく。へえー。本当に結構品揃えいい。もうちょっと早く来てみればよかった。

　読んだことのないタイトルを見つけて手に取りつつ、私は本棚の角から顔を出して、水斗が姿を消した図書室の隅っこを見やった。

　……あの男が本を選んでいる間に、すれ違いざまにこそっと謝ってさっと去っていくというのはどうだろう？

　あの男もあの朝は、わけがわかっていない私を置き去りにして言いたいことを言い捨てていったのだし、謝罪がちょっと通り魔的でも別にいいのではなかろうか。

　妙案かもしれない。よし、それでいこう。

　本を手に持ったまま、私は水斗がライトノベルコーナーだと言っていた本棚に近付いた。この棚の向こうに水斗がいるはずだ。そう思って足を踏み出し、

「──うおっと」

「──うあっ！」

　小さな悲鳴が、本棚の向こう側から聞こえた。

　続いて、ばたばたと本が床に落ちる音。

「悪い」と小さく謝る水斗の声。

　……水斗が、誰かとぶつかった？

　なぜだか、胸騒ぎがした。

　なんだろう、これは。

　まるで、ひどく昔に、似たようなものを見たことがあるかのような──

　私は少し急ぎ足になって、本棚の向こうを覗のぞき込んだ。

　床に、華やかな表紙の文庫本が散らばっている。それを、女の子が慌てた様子で搔かき集めていた。

　地味な雰囲気の、女の子だった。

　一瞬、前に──水族館デートの直前くらいに水斗と一緒にいた女子かと思った。けど、すぐに違うとわかった。

　髪はお下げじゃなくてショートボブだし、寝癖がそのままなのか、ところどころが跳ねている。背丈もあのときの女子より十五センチは高く、きっと暁月さんが見たら羨ましがるだろうと思った。

　何よりも、私が一目見て『違う』と思ったのは、何冊かの文庫本をまるで埋うずめるようにして抱え込んでいる、その胸だ。

　……お、おっきい……。

　スクールセーターをぐいと押し上げる、圧倒的な存在感。暁月さんはよく私の胸を目の敵にするけれど、あれの前じゃあ、私なんてとても巨乳を名乗れはしない。Ｆ……？　もしかしたらＧくらいあるかも……。

　私が、それこそライトノベルの表紙くらいでしか見たことのない巨乳に本能的な恐れを覚えているうちに、水斗が床に散らばった文庫本を一冊、拾い上げた。

「……あっ……」

　女の子がかすかに怯おびえたような声を漏らし、ちらと水斗を見上げて、すぐに俯く。

　恥ずかしいのだろう。まあ、そうよね。自分の嗜し好こうを知られるのって、なんとなく恥ずかしいものだし──

「──このシリーズ」

　えっ、と女の子が顔を上げた。

　えっ、と私も水斗を見やった。

　何の打算も計算もなく。

　ただ同好の士を見つけたオタクの顔で。

　伊理戸水斗は言う。




「君も、好きなのか？」




　──こうして、私は目撃してしまったのだ。

　神様のトラップが、私以外に発動する、その瞬間を。
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　友達ってなんだろう。

　開口一番、いかにも友達のいない奴やつっぽい問いを投げかけてしまったけれど、実際のところ僕は、友達を作った経験が皆無に等しい──小学校、中学校と周囲との交流に興味を抱かなかった僕は、だから生きるのに必要最低限の『知り合い』しか作ってこなかったように思う。

　高校に入ってからつるむようになった川かわ波なみ小こ暮ぐれにしても、同志、仲間、あるいは被害者の会みたいな側面が強く、ヤツ自身は友達を名乗るだろうが僕的にはどうにもそんな感じじゃあない。

　それじゃあ、友達ってなんだろう。

　どうなれば友達ってことになるんだ？

「おっと、友達の定義の話ですか、水みず斗と君？　これは不肖、この東頭ひがしらいさな、数少ない得意テーマと言えますよ」

　図書室の窓際空調の上に体育座りをする女、東頭いさなは言った。

「人間関係のグラデーションの中で、友達判定のボーダーをどこに引くかという話でしょう？　名前を知ってれば友達なのか、話したことがあれば友達なのか、ＬＩＮＥのＩＤを交換すれば友達なのか──興味深いテーマじゃないですか！　根掘り葉掘り議論を深めましょう！」

「このテーマでそんなにテンションを上げられる奴を僕は生まれて初めて見たよ、東頭。それと『根掘り葉掘り』ってそれで使い方合ってるのか？」

「だって考えてもみてくださいよ。友達ボーダーをどこに設定するかによっては、今朝方わたしに提出物の進捗を確認してくださった日直の方も友達ということになるかもしれないんですよ？」

「友達ボーダーの恣意的運用を即刻やめろ」

「仲のいい子がイジメの標的になったときも無理なく『あんな子、別に友達じゃないし』と言い逃れることが可能です。なんと。これは革命ですね！」

「君みたいな奴に友達はできないよ！」

　友達の定義がわからない僕でも確かに断言できる唯一の事実を教えてやると、東頭は表情に乏しい顔を抱え込んだ膝に乗せた。

「それは矛盾というものですよ、水斗君。クレタ人のパラドックスって知ってますか？」

「知ってるよ。ちなみに悪魔の証明もヘンペルのカラスも知ってるからな」

「ひいい、わたしの論理学ウンチクが先んじて全部潰されました」

「僕相手にライトノベル由来の知識でマウントを取れると思わないことだな。で、噓うそつきを名乗る噓つきの話がなんだって？」

「わたしに友達ができないって言うなら、今こうして楽しくお喋しやべりしている水斗君はなんなんです？」

　東頭はきょとりと小首を傾かしげて、隣の僕を見た。

「まさにそういう話をしていたつもりだったんだけどな。僕にとって君は、君にとって僕は、一体なんなんだと思う？」

「わたしは友達だと思ってますよ？　もし水斗君がイジメられたら、きっと一緒にイジメられてあげると思います」

「助けろや。頼りにならない奴だな」

「それほどでもー」

　表情筋を動かす代わりに、ゆらゆらと身体からだを左右に揺らす東頭を眺めて、僕は思う。

　僕がイジメられても他人のふりをしない──むしろ苦しみを分かち合ってくれるというこいつは、ならば親友というやつではないのか、と。

　──さて。

　そろそろ説明が必要な頃合いかもしれない。

　いきなり出てきて僕と楽しくお喋りをしているこの女は、一体どこの誰なのか、と。

　まあ、実際のところ、今更説明することなんて何もない──今し方、東頭自身が言った通り。

　東頭いさなは、僕の友達だ。

　ただし。

　僕の人生において、もっとも意気投合することのできた、友達である。

　きっと僕は、彼女以上の友達に出会うことは一生ないだろう。

　彼女もまたきっと同じだ、と断言することに、一切の躊ちゆう躇ちよがないくらいには。





◆　水斗　◆






　元より足あし繁しげく通っていた図書室は、ここ最近になって完全なる行きつけになった。

　授業を終えて教室を出た僕は、意識するまでもなく自然に、図書室の方向へ足を向ける。

　放課後の図書室はいつも人気がない。

　今日も読書スペースには人っ子一人おらず、カウンターの中で眼鏡の図書委員が静かに読書をしているのみだった。テスト期間中のごった返し具合が噓のような無人ぶりだ。

　とはいえ、無人なのは入口から見たときの話である。

　入口から見て対角。窓際の本棚によって死角となる隅に、僕は移動した。

　図書室の窓際には、建物と一体化する形で設置された空調設備がある──まるで棚のように内側にせり出したそれの上に、女子が一人、堂々と体育座りをしていた。

　学校指定のローファーを床に置き、丸めた靴下をその中に突っ込んで、その女子は裸足はだしになっていた。空調設備の角に踵かかとを置いて、白い指をくにくにと動かしている。スカートで体育座りなどしては下着が見えてしまいそうなものだが、そこは慣れたもので、うまく足でスカートの裾を押さえていた。

　猫のように背中を丸めて自分の膝に顎を乗せ、ぼーっとした目で眺めているのは一冊の文庫本だ。『涼すず宮みやハルヒの消失』──角川スニーカー文庫版である。

「よう、東頭。今日はハルヒの日か」

　話しかけながら、僕はその裸足体育座りの女子──東頭いさなの隣に浅く腰掛けた。東頭のように、本来座るためのものじゃない空調設備に全体重を預けるのは、なんとなく気が咎とがめるのだ。

「違いますよ、水斗君。今日は長なが門との日です」

　ぺらりとページをめくりながら、東頭は言う。

「小柄な眼鏡っ娘こに慕われたい気分なのです。『消失』の長門は何度読んでも最かわですね。こういう彼女が欲しいです」

「自分で眼鏡をかけたらいいんじゃないか？」

「はあ～……やれやれ、まったくわかってませんね、水斗君は。それは彼女が欲しいと思っている人に、『３Ｄモデル作って自分が美少女になれば？』と言うのと同じですよ？」

「それで満足しそうな人間、案外多そうだけどな……」

「まったく嘆かわしい。水斗君は思ったことないんですか？　健けな気げでちっちゃくて眼鏡な彼女が欲しいって。人間性を疑います」

「疑うな。君の中では眼鏡の彼女を欲しがらない人間はサイコパスなのか」

「そうです」

「そうなのか……」

　そうらしい。

　ちっちゃくて眼鏡と言うと、僕の脳裏には南みなみさんの変装モードが思い浮かんだけれど、健気で、という条件を付加すると別の顔に切り替わった。

　……まあ、だとしたら、欲しくなったことがないと言うと、噓になってしまうな。どうやらサイコパス認定は免れたようだ。

「というか水斗君って、キャラ萌もえの話、全然しませんよね。恥ずかしがらなくていいんですよ？　わたしにだけは教えてください、初恋の人はアスナだって」

「恥ずかしがってないし、アスナにガチ恋したこともない」

「え？　御み坂さか美み琴こと？　なるほどそっちで来ましたか……」

「なんでそこまでラノベキャラで初恋させようとするんだよ！」

　普通にリアル人間だったっつの！

　今更言うまでもないと思うが、東頭いさなはライトノベル読みである。

　女子にしては珍しい──かどうかは知らないが、少なくとも僕は、こいつほどライトノベルを読んでいる女子を他には知らない。

　月に百冊から出版されるライトノベルのうち一割くらいは読んでいる！　と豪語する彼女は（学生の財布では月一〇冊くらいが予算の限界なのだ）、根っからの濫らん読どく派たる僕と非常に相性が良かった。

　バトル、ラブコメ、ＳＦにミステリ──ライトノベルってやつは様々なジャンルを闇鍋的に包含するものなので、ひとつのジャンルに留とどまらない読み方をしている僕の話にも、ある程度ついてこられるのだ。

　例えば、僕がラヴクラフト作品の話を振ると『ニャル子さん』の話で返してくるし、太だ宰ざい治おさむの話を振ると『俺ガイル』の話で返してくる。

　本格ミステリの話しかできなかったどっかの誰かとは大違いだった。

　東頭とこの図書室で出会ってからまだ数日だが、僕らは他に趣味の合う読書仲間がいなかったのもあって、毎日放課後に顔を合わせて一緒に本を読んだり、スマホでどうでもいい雑談をしたりする仲にまでなったのだった。

　そんなに打ち解けているのになぜ敬語なのかといえば──

『だって、敬語で喋らなきゃいけない人とタメ口で喋っていい人がいて、ややこしいじゃないですか。だったら誰に対しても常に敬語で喋ったほうが楽じゃないですか？』

　──とのことだ。

　ややこしくなるほど喋る相手がいないくせに、結構な効率主義である。まあ、それを聞いて『なるほどその手があったか』と納得してしまった僕も僕だが。

　出会い頭には言葉を交わすものの、僕と東頭は基本、互いに無言で本を読んで過ごす。

　そもそも図書室は私語厳禁だしな。隅っことはいえ自重は必要だ。

　たまに『おっ』と思う文章やイラストを見つけたりすると、これこれと共有したりすることもあるが、まあ基本的には、読書家──というかオタクが二人、隣同士に座っているだけなのであった。

　そうしているうちに、下校時間が迫ってくる。

「……あ。もうこんな時間ですか」

　んしょっ、と東頭は、窓際空調の上に体育座りをしたまま、床に置いた靴と靴下にぐぐっと手を伸ばす。が、

「……届きません。やれやれ。わたしのおっぱいがもう少し小さければ……」

「自己顕示欲を抑えろ」

　体育座りをした膝に半ば押し潰される形になっている東頭の胸は、なるほど確かに、自称フェミニストに難癖をつけられそうなくらい立派なものだ。他に自慢できることがないからか、東頭は自分の巨乳をやたらと鼻にかける傾向がある。

「水斗君、靴と靴下履かせてください」

「今日もかよ」

「苦しゅうないです」

「味を占めやがって……」

　催促するように素足をくねくねさせやがるので、僕は東頭に靴と靴下を履かせてやった。まるで幼児の子守りだったが、東頭的には執事に世話をされるようで気分がいいらしい。

　東頭は数時間ぶりに床に足をつけると、

「じゃあ、帰りましょー」

「ああ」

　僕の隣に並んで歩き、一緒に図書室を出た。

　途中まで通学路が同じなので、そこまでは同道するのが恒例なのだ。

　昇降口を目指して廊下を歩きながらも、雑談は続く。

「どうして片目隠れ巨乳美少女に心を惹ひかれるようにできてるんですかね、わたしたちは。これはＤＮＡのセキュリティホールじゃないでしょうか」

「勝手に僕を含めるな。僕は片目隠れ巨乳美少女などにうつつを抜かしはしない」

「またまたご冗談を」

「やめろ。片目を隠すな巨乳女」

　自己申告によると驚異のＧカップだと言う東頭は、歩きながら前髪で片目を隠してみせてくる。この女、自分のスタイルをネタにすることに一ミリも躊ちゆう躇ちよがない。

　と、そんな風にしょうもない話をしながら、昇降口までやってきたときだった。

「「……あ」」

　見覚えのある二人が、僕たちを見て声を上げた。

　黒髪ロングの優等生ぶった女子と、ポニーテールの小動物ぶった女子だった。

　伊い理り戸ど結ゆ女めと南暁あか月つきである。

「伊理戸くんじゃーんっ！　いま帰り～？」

　南さんが明るい声を上げ、てけてけっと軽い足取りで近付いてくる。

「図書室にでも居残ってたのっ？　……って、そっちの子は……？」

　南さんに視線を向けられるなり、東頭はさっと僕の背中に隠れた。

「よ、陽の者です……！　陽の者ですよ、水斗君……！」

　まるで天敵に出会ったリスか何かだ。体格は小柄ってほどでもないくせに（一六〇センチは超えているだろう）、南さんよりもよほど小動物っぽい。

　僕も陰の者の端くれだから、彼女の気持ちもわからないではない。ぎゅっと僕の制服の背中を摑つかむ彼女をそのままにして、南さんに言う。

「彼女は東頭いさなだ。最近知り合って、気が合ってさ。クラスは……三組だっけ？」

「は、はい……一年三組です……」

「まあ、見ての通りの人見知りだから、距離感を慎重に見極めてくれ」

「……最近知り合って、気が合って？　へえ～……」

　南さんが僕の背中を覗のぞき込むようにすると、東頭はその目から逃れるように僕の側面に回った。その態度はさすがに失礼じゃないか？

「伊理戸くんがそんな風に言うって、珍しいね？　よっぽど仲いいんだ？」

「そうかもな」

「結女ちゃんにはもう紹介したの？」

「あいつにはまだ──」

　遠目にこっちを見やる結女に目を向けると、

「…………ふううううう[image: ][image: ][image: ][image: ]ん…………」

　結女はすっと目を細め、さらりと黒髪を翻して、背中を向けた。

「……早く行きましょ、暁月さん。校門閉められちゃう」

「ん、あー、そうだねっ！　それじゃあ伊理戸くん、また明日っ！」

　南さんはまたてけてけと結女のもとに戻り、二人連れ立って去っていった。

　その後ろ姿が小さくなってから、東頭はようやく僕の背中から顔を出す。

「……あの高たか嶺ねの花系の美人さんはお知り合いですか、水斗君？」

「僕の妹だ」

「妹さん？」

「義理のな」

「義理の!?」

　なんで義理のほうがリアクションがデカいんだ。

「あわわわ……主人公……ライトノベルの主人公がここにいます……」

「そう思ったことがないかと言ったら噓うそになるから否定しづらい……」

　そのうえ元カノだと言ったらどういう反応をされるんだろうな。

　東頭は鼻息を荒くして、ずいっと詰め寄ってきた。

「ぜひいろいろお聞きしたいです。義理とはいえ妹ですから、やっぱりブラコンなんですか？」

「歪ゆがんだ価値観を常識のように押しつけるな。妹とブラコンはイコールじゃない」

「そうなんですか？」

「ブラコンというのは伝説上の生物だ。ウィキペディアにも載っている」

「そうなんですか!?」

　てしてしとスマホで調べ始める東頭を放置して、僕は靴を履き替えた。

「載ってないんですけど！」

「［要出典］［独自研究？］［どこで？］［誰に？］のタグが付いてたから消された」

「編集者の妄想じゃないですか！」





◆　結女　◆






　義弟に女友達ができた。

　いや、だからなんだっていう話なんだけど。はいそうですかっていう感じなんだけど。私にとっては、天地が引っ繰り返るような出来事だったのだ。

　だって、あの男よ？

　根暗で、嫌いや味みで、言葉少なで理屈っぽくて、常に周囲にバリアを張って過ごしているようなあの男に、女友達？

　それも、

　──よ、陽の者です……！　陽の者ですよ、水斗君……！

　下の名前で呼ばれてた！

　冗談でしょ!?　私でさえ、暁月さんを下の名前で呼べるようになるのに、なんだかんだで一週間くらいかかったのに！　……私でさえ、結局最後まで、あの男を下の名前で呼ぶことなんかなかったのに……！

　今の今まで、考えてもみなかった。

　あの男と仲良くなる女の子が現れるなんて──考えてもみなかった。

　あいつはきっと、もう一生、誰とも深い仲にならずに──恋なんてせずに、生きていくんだって、勝手に、心のどこかで、思い込んでいた……。

「──ああもうっ！」

　わけがわからなくなって、私は自分の部屋で枕をばしっと叩たたく。

　何をもやもやしているのか。何をイライラしているのか。

　こんなの──まるで、嫉妬しているみたい。

　余計なことを言って喧けん嘩かした──私たちが別れる直接の原因になった、あのときみたい。

　嫌なことを思い出して、私はばふっと枕に顔を押しつけた。

　あんなのは……あんなのは、もうごめんだ。

　このままだと、私はきっと、また余計なことをする。性懲りもなく。学習もせず。

　私はもう、中学の頃とは違うのだ。

　些さ細さいなことをいつまでも気にして、気弱な癖に変に頑固で、余計なことをして何もかもを台無しにする、綾あや井い結女はもういない。

　だから。

「──すうっ……はあ──」

　私は顔を上げて、深呼吸をする。

　近頃、当たり前のように胸の中を満たしていたかつての自分を吐き出し、入念に繕った今の自分に入れ替えていく。

　頭が冷えて、明瞭になった。スマホの容量を空けたときのように働きが良くなり、さっきまでもやもやと纏まとまらなかった気持ちに、数学の問題を解くときのように解を与えた。

　嫉妬は、しない。

　なぜなら、私はもうあの男の恋人ではなく、単なる義理のきょうだいに過ぎないからだ。

　Ｑ．Ｅ．Ｄ──証明終わり。

「……よし」

　エラリー・クイーンもさながらの論理構築を終えると、私はベッドの上で起き上がる。

　制服を脱ぎ捨てて部屋着に着替えた。髪の乱れを手て櫛ぐしで直し、机の上へ視線を移す。試験を終えたことで封印を解かれた小説が、早くも何冊も積み上がっていた。

　私はそのうちの一冊を手に取る。

　海外ミステリの翻訳本で、作者名にはＳ・Ｓ・ヴァン・ダインとあった。

　ヴァン・ダインの二十則第三項──『不必要なラブロマンスを付け加えて知的な物語の展開を混乱させてはならない』。





◆　水斗　◆






「今日も図書室？」

「……そうだが」

「ふうん。いってらっしゃい」

　放課後になるなり話しかけてきたかと思えば、結女はあっさりとそう言って、南さんたちと一緒に教室を出ていく。

　僕はその背中を見送りつつ、かすかに目を細めた。

　なんだろう。この……違和感は。

　トゲが消えたというか。淡白になったというか。

　あの女と言葉を交わしたっていうのに──どうして、イライラしないんだ？

「あん？　どうした伊理戸？　伊理戸さんのほうをそんなに見つめて──っつーか睨にらんで」

　川波は一瞬浮かべたニヤニヤ笑いを、僕の顔を覗き込むなり引っ込めた。

　どうした、なんて質問は、あの女のほうにしてほしい。

　……まあいいさ。なんだかんだ、きょうだいになって二ヶ月も経たったんだ──僕もあの女も、それぞれ適応ってやつをし始めたんだろう。

「じゃあな、川波。僕は図書室に寄るから」

「あいよ。最近、毎日行ってるみてーだけど、そんなに面白いかね、図書室が」

「君の部屋と同じくらいかな」

「オレの部屋をテーマパークみてーに言うんじゃねーよ！」

　黒歴史をテーマにしたパークと見み做なせば、あながち間違ってはいない。

　川波を適当にいなして、僕は歩き慣れた廊下を行く。

　図書室の隅、ライトノベル棚の前に行くと、やはり東頭いさなが窓際空調に座っていた。

「君はいつも早いな、東頭」

「当然じゃないですか。なんてったって、教室に居場所がありませんからね」

「不ふ憫びんな奴やつだ。仕方ないから今日も付き合ってやろう」

「へっへ～♪」

　東頭は嬉うれしそうに身体からだを左右にゆらゆら揺らす。表情が動かないのは、決して感情の起伏が薄いわけではなく、単に表情筋の鍛え方が足りないだけらしい。

　東頭の隣に座ると、僕たちは目の前の本棚に並んだ背表紙を眺めながら、いつものように雑談を始める。

　本の話題から近況報告にスライドした辺りで、僕は自然と、結女に覚えた違和感のことを思い出した。

「……義妹の奴がさ、どうも変なんだよな」

「昨日見た、あの方ですか？　変って、どんな風にです？」

「素っ気なくなった──っていうのも違うな。むしろ当たりは普段より柔らかい……。なぜか話しててイラつかないんだよ。話の腰を折ってこないし、何を話すにしてもスムーズに事が進むんだ」

「それの何が悪いのか、わたしにはさっぱりわかりませんけど」

「……言われてみれば」

　というか、気付いたら相談みたいな体になっている……。僕が他人に相談事なんて、南さんのことで川波に相談して以来のことじゃないか？　この件にあの事件ほどの重要さがあるとはとても思えないが。

「まあ正直、わたしに人間関係の相談とかされても、相あい槌づちしか打てませんよね」

「悪かったな、むごい真似まねをして……」

「それはそれで心外なんですけど！」

　ドンッと肩をぶつけて怒りを表明する東頭。僕がそれを押し返していると、東頭は完全に体重を預けてくる。おい。楽をするな。

「っていうか、わたしに相談なんかしなくたって、直接訊きけばいいじゃないですか。どうしてそうしないんですか？」

「…………。言われてみれば」

「そればっかりですね。もしかして水斗君、意外とおバカさんなのでは？」

「なんだと貴様。中間テストの順位を言ってみろ」

「……わ、わたしの得意分野は、学校では評価されない項目なので……。──あうーっ!?」

　進学高校の劣等生のこめかみを親指でぐりぐりしつつ、僕はしばし考え込んだ。

　……そうだよな。東頭の言う通り、直接訊けばいいんだ。機会がないっていうならまだしも、あの女はおぞましくも、同じ屋根の下に暮らしているんだから。

　そうしようと思わなかったのは、一体どうしてだろう。

　話したくないから？　仲が悪いから？

　それなら尚なお更さら放っておけばいい。むしろ今、あの女は以前よりも上手うまく、僕と付き合ってくれているのだから。

　理屈としてはそうだ。論理としては、こんな違和感は放っておけばいい──

「……従えばいいと思います、自分の中の正しさに」

　涙を滲にじませた東頭が、不意にぽつりと言った。

「自分の中の正しさ？」

「あ、いや、その、わたしなんかのアドバイスに従ったらややこしくなっちゃうと思うんですけど！　すいません、忘れてくださ──」

「いや、言ってくれ。君の言葉に従うかどうかは、僕の責任で僕が決めるよ」

　僕は東頭のこめかみから指を離し、その顔を見据える。東頭は「あう」と呻うめいて目を泳がせた後、ちらちらと僕の目を見ながら口を開いた。

「……自分の中に、基準みたいなものがあるじゃないですか？　世界にこうあってほしい、こうあるのが正解だっていう基準が」

「ああ」

「それが脅かされたときに、わたしはこう、臨戦態勢に入っちゃうんです。縄張りを荒らされた動物みたいに……。だからよく、空気が読めないって言われてて──」

「空気」

　東頭の話は脱線気味だったが、その言葉を聞いた瞬間、腑ふに落ちるものがあった。

「空気……そうだ、空気だ。僕は空気を読んでいたんだ。あの女を相手に」

「水斗君？」

「ありがとう、東頭──とても参考になった」

　それと、と僕は東頭の目を見て続ける。

「空気を読むのは大事だが、僕相手には読まなくていいぞ、東頭」

「うえっ？」

「適材適所だ。僕のほうが読んでやったほうが早い」

　親しき仲にも礼儀あり。

　友達同士なら多少空気を読み合うことも必要だろうが、家族を相手に──あの女を相手に空気を読むなんて、僕らしくもない。

「……あ……ありがとう、ございます……」

　東頭は戸惑うように目を泳がせ、か細い声でそう言った。





◆　結女　◆






「もしかして弟くん、彼女できたん？」

　お昼休み。六月には珍しく晴れていたので、中庭のベンチでお弁当を食べていると、いつも眠そうな顔の奈な須す華かさんが何気ない調子で尋ねてきた。

　瞬間、ピタリと止まったのは、私ではなく麻ま希きさんのお箸だ。麻希さんはすらっとした長身をぐいっと奈須華さんに寄せて、

「えっえっ？　なにそれなにそれ！　伊理戸弟に彼女!?　詳しく詳しく！」

「あんまぐいぐい来んといて……。いや、昨日、放課後に女子と帰ってるん見て。大人し～い感じの、弟くんに合いそうな感じの子やったから、彼女かなって思ったんよ」

「ああ、東頭さんね。あたし、会ったことあるよ？」

　購買で買ってきた牛乳をちゅーっとストローで吸いながら、暁月さんが話に加わる。

「本人は友達って言ってたけど、どうだろうねえ実際。クラス違うのに毎日会ってるみたいだし、怪しいよね～」

「どんな子？　どんな子？　可愛かわいい？」

「パッとしない感じだけど、磨けば光ると見たね。あとおっぱいがクソでかい」

「言うとくけど南ちゃん、他人のおっぱい見過ぎやで」

「だって羨ましいんだもん！　あたしも肩凝ってみたいもん！　見てよこの肩の軽さ！」

　暁月さんがぐるんぐるんと肩を回し、麻希さんがげらげら笑って手を叩たたく。

　その横で奈須華さんが栄養補給ゼリーを口から離し、私に目を向けた。

「で、実際どうなん？　彼女なん？」

　私はそれでも、お箸を止めなかった。

「さあ？　そうなんじゃない？　よくは知らないけど」

「ふう～ん」

　奈須華さんは興味なさげに、じゅじゅーっと再びゼリーを飲み始める。

　うまくできた、と思った。

　少し前までの私なら挙動不審になっていたことだろう──けれど今は、冷静に中立な答えを返すことができた。

　満点だ。出会ったばかりの義理のきょうだいとしては。

　昼休みを終え、午後の授業を終え、放課後になる。結局どこの部活に入ることもなかった私は、暁月さんと一緒に帰路に就いた。

　麻希さんはバスケ部に、奈須華さんは競技かるた部に入ったので、帰りは別々になることが多い。

　麻希さんはなんとなくイメージ通りだけど、省エネ志向の奈須華さんが部活に入ったのは意外だった。曰いわく、『最小限の動きでかるたを取る方法を模索するのが性に合ってる』らしい。

　逆に暁月さんがどこの部にも入らなかったのは意外だった。運動部から引く手数多あまただったのに、それを全部蹴ってしまったのだ。

　曰く、『結女ちゃんと一緒に帰ることのほうがずっと大事だよっ！』らしい。大仰な社交辞令で誤ご魔ま化かしているけれど、実のところ、運動は得意なだけで別に好きではないのだろう。

「結女ちゃんさ、最近、ちょっと落ち着いたよね」

　ぴょんっと一歩前に出てから、暁月さんは振り返る。

「前はもっとビシッとしてた気がするけど、今は余裕があるっていうか」

「そう？　だとしたら、新生活に少し慣れたのかも。知っての通り、大変化だったから」

「あー。なるほどねー」

　薄く雲の張った中途半端な曇り空を見上げ、暁月さんはてくてくと歩いた。

「あたしは、今の結女ちゃんのほうが好きだよ」

「え？」

「だって、なんかお姉さんっぽいんだもん。あたし一人っ子でさ、お姉ちゃんが欲しかったんだよねっ！」

　……お姉さん？　私が？

　私は口元を緩ませる。……そっか。そんな風に見えるんだ。この私が。

　嬉しくなった。少しは成長できているんだって実感できた気がした。

「ありがとう、暁月さん。その……何かあったら、遠慮なく言ってね？」

　乗せられてお姉さんぶってみると、暁月さんは見る見る笑顔になって、

「わあーい！　結女お姉ちゃん大好きーっ！」

「きゃっ!?」

　がばっと飛びついてきて、私は慌てて受け止めた。

　ぶらんと足を浮かせた暁月さんは、私の頰ほおにすりすりと頰ずりをする。

「えっへへー。結女お姉ちゃん、いい匂い……♥」

「ちょっ……遠慮！　遠慮なさすぎ！」

　想像以上にアクセルを踏んでくる暁月さんを引き剝はがす。すると暁月さんがぷふっと噴き出して、私もまた釣られて笑った。

　ああ……なんて気持ちがいいんだろう。

　あの男のことでくよくよ悩んだり、腹が立ったり恥ずかしくなったりしなくていいことの、なんて清すが々すがしさ！

　二年前に引っ掛かった神様のトラップから、ようやく抜け出せたような気がした。私は自由だ。もうあの男が何をやっても平静でいられることだろう。ざまあみろ！

　私は暁月さんと別れると、軽々とした足取りで玄関に向かう。

　昨日までは自宅の敷居を跨またぐのにも気合いを入れる必要があった。でも今の私にそれは不要だ。あの男が同じ屋根の下にいたところで、それはただの義理のきょうだいに過ぎないのだから。

　家族というのは、安らぐものでこそあれ、緊張するものじゃない。

　二ヶ月もかかって、ようやくそれを知ることができた。まずは家族として、東頭さんのことを突っついてやろう。もし本当に付き合っているのなら、義理とはいえ姉として、興味を抱かないではいられな────

「おかえり」




　玄関で、私の理想が具現化したような男が待っていた。




「……え」

　整えられた髪。計算されたファッション。すらりと伸びた細身の身体からだに、知的な眼鏡。

「…………え、え」

　それは、いつだかのデートで見た、お洒落しやれをした伊理戸水斗。

「えぇえええぇぇええええええええええええええええええぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっっ!?!?」

　突如として幸せになった視界に心が追いつかないでいると、水斗（イケメン）が靴を突っかけて、ずんずんと歩み寄ってきた。

　いやいやいやむりむりむり近付かないでその格好でホントにやばいからぁ!!

　細くしなやかな五指を備えた手が伸びてきて、私は身を固くした。

　右の手首を摑つかまれる。ぐいっと引っ張られる。ふらりと前にふらつく。水斗の顔が近付く。え、なに？　何が起こってるのこれ？　私、何されるの？　何する気!?　ここ玄関なんだけど……!?

　ひた、と。

　私の手首に、水斗の指が添えられた。

　それは、そう──まるで脈を取るように。

　……いや、取るように、っていうか。

「人の鼓動は、大体一秒に一回。……今の君は、明らかにその倍のペースだな」

　薄い笑いを口元に浮かべながら、水斗は間近で言った。

「さて義妹。ただの義理のきょうだいは、いつもと違う服を着ているだけの家族を見るだけで、こんなに鼓動が乱れるか？」

「……あ……！」

　これ……母の日のときに、私がやったのと同じ！

　ふ、不覚……！　私が『不随意筋は不問なんてルールはない』なんて言ったから……！

　私は慌てて頭を働かせて、うまく言い逃れる方法を考える。

「ちょ……ちょっと驚いただけよ！　驚いたときにも鼓動は乱れるでしょ？」

「驚いただけ？　ふうん……」

　それだけ言って、水斗は眼鏡越しにじっと私を見つめた。

　私はなぜか目を逸そらせない。あぁあああぁ睫まつ毛げ長い唇薄い鼻がしゅっとしてる……！

「…………ず」

「ず？」

「………………ずるいぃぃ[image: ][image: ]………………!!」

　無理だった。

　私は顔を覆って俯うつむく他になかった。だってカッコいいんだもん。義理のきょうだいとか関係ないもん。好みなものはしょうがないもん！

「……ねえ。次からルール変更しない？」

「どんな風にだ」

「『不随意筋については不問とする』」

「いいだろう。次からだけどな」

　疑うたぐり深く念押しをして、水斗は私から身を離した。

「というわけで妹よ。こんな真似まねをしたのは他でもない。僕から君に言いたいことがある」

「……何よ……」

　顔を見ないようにそっぽを向く私に、水斗は歯切れのいい声で力強く告げる。




「僕は、今の君が、気に食わない！」




「……は？」

　思わず顔を向け直すと、水斗はどこか憤然とした調子で腕組みをした。

「妙に落ち着いた、物分かりの良い態度をしやがって。今の君と話しているとまったく腹が立たない。皮肉や嫌いや味みを言ってくることもないし、何かにつけていちゃもんをつけてきたりもしない。どこをとっても気に食わない！」

「えっ……ええええ……？」

　どこをとってもいいことずくめなんだけど……？

　混乱する私に、水斗はビシリと人差し指を突きつけた。

「心境に変化があったなら、僕に相談をしろ」

　ドクンと胸が跳ねる。

「妹は兄を頼るものだって、最近読んだ本に書いてあったからな」

　憮ぶ然ぜんとした調子で放たれた言葉に、私は毒気を抜かれて、思わず笑ってしまった。

「どうせラノベでしょ？　異常にブラコンな妹が出てくるやつ」

「ああ。まるで君みたいだった」

　……ああ、そっか。

　今の私は、妹か。

　それも──異常にブラコンな。

「だったら、……仕方ないわよね」

　不思議と抵抗がなかった。私が内に抱えているものを、素直に吐き出してしまおうと、今はなぜかそう思えた。

　だけど。

「……その前に、ひとつだけ条件があるわ」

「なんだと？　妹のくせに生意気な」

「着替えて」

　私はそっぽを向いて、今の水斗の姿を視界から追い出した。

「…………その格好だと、落ち着いて話せない…………」







「もういい？」

「いいぞ。入ってくれ」

　水斗が着替え終わるのを待って、私は彼の部屋に足を踏み入れる。

　本棚に入りきらない本があちこちに雑然と積まれた、水斗の人生が染みついたような部屋。とするとこの男は、十六年にもなる時間を本の中で過ごしてきたわけだ。

　だけど──私の視界に、煌きらびやかなイラストが描かれた本が入ってくる。……私は知らない本。でも、東頭さんは知っている本だ。

　ずぐんと、胸を突く感触を、もう無視することはなかった。

　水斗はベッドの縁に座っていた。さすがに今更、その隣に座る気にはならなかった。だから勉強机の椅子を引いて、そこに座る。ベッドのほうは向かず、あまり掃除されていない机の天板を見つめた。……後で掃除してやろうかしら。

「……あのね」

　と口火を切ってから、一瞬だけ迷って付け加える。

「……おにいちゃん」

「なんだ、妹よ」

　今の私は妹だ。今の彼は兄だ。

　だから、こんな相談は、こんな我わが侭ままは、当たり前のことなのだ。

「私──東頭さんに、嫉妬してるの」

　声は詰まらず、するりと口から零こぼれ出た。

「……………………」

　水斗は黙って耳を傾けている。

「私は結局、最後まで苗みよう字じで呼んでたのに、あの子はなんでこんなにすぐに名前で……って、そう思ったらね、釈然としなくて」

「……………………」

「でも、嫉妬なんてする筋合いないって思って……」

　だから、やめた。

　そうしたら、すごく楽になった。清々しくなった。

　でも。それは、たぶん。

「……ねえ、訊きいてもいい？」

「なんだ？」

「話していても腹が立たない、皮肉も言わない、嫌味も言わない──そんな私の、何が気に食わなかったの？」

「知らん。……まあ、強いて言うなら」

　一段ボリュームを落とした声が、雫しずくのように落ちる。

「……全部なかったことみたいにされるのが、嫌だったのかもな。知らないけど」

　ああ……うん。

　あなたは、私と違って……捉えようのないものを言葉にするのが、とても上手うまいわね。

　楽になったのは、清々しくなったのは、言ってみれば断捨離と同じで。

　大切にしていたものを、丸ごと捨ててしまったことへの、一時的な快感でしかなくて。

　たぶん、きっと、……そう遠くないうちに、後悔に変わる類のもので。

　その前に、同じものを共有するあなたが、気付いてくれた。

「ねえ、おにいちゃん？」

　冗談めかして呼びかけて、恥ずかしさを誤ご魔ま化かして、私は訊く。

「たとえ、付き合っていない、ただのきょうだいであっても、……嫉妬くらい、してもいいのよね？」

「いや、兄の女友達に嫉妬するような妹は普通にキモいと思うが」

「ちょっと!?」

　いきなり梯子はしごを外された私が慌てて向き直ると、水斗は優しい苦笑を浮かべた。

「心配するな。君がキモいのなんて、二年も前から知っている」

　私は口を開けて、結局何も言えずに、そのまま閉じる。

　顔を逸そらし、また机の天板に視線を戻して、それからようやく、小さな声が出た。

「……おにいちゃん、キモい」

「お。今の、一番妹っぽかったぞ」





◆　水斗　◆






『妹は兄を罵倒するもの』という間違えた知識を覚えた義妹によって、ありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられた日の翌日。

　放課後、いつもの通り図書室を訪れた僕は、一応は相談した身として、東頭に事の顚てん末まつを報告した。

　もちろん、僕と結女の過去の関係についてはうまく誤魔化した上で、だが。

　東頭はふんふんと肯うなずきながら話を聞き終えると、

「……で、その話はどこの賞に応募するんですか？」

「自作小説じゃねえよ」

「ばかな」

　愕がく然ぜんと口元を覆う東頭。表情が薄い分、動作はオーバーな奴やつなのだ。

「ブラコン義妹……伝説上の生物じゃなかったんですね……」

「まあ、ウィキペディアにも載ってないしな……」

「なんだか感動です……。末永くお幸せに……」

「……どうも」

　事の発端にこうも素直に言こと祝ほがれると、なんだか肩すかしだな。

「それにしても、わたしに嫉妬ですか……。生きていると、変わったこともあるものですね……」

「科学では説明のつかない現象に遭遇したみたいに言うな。あいつは僕をナメてるんだよ。僕の相手なんかするのは自分くらいだって思ってやがったから、いきなり君が現れたことに驚いたんだろう。まったく失礼な」

「なるほどです。わたしも水斗君にいきなり他の友達ができたりしたら、きっと嫉妬しますもん」

　ん？　そういえばこいつ、川波のことは知らないんだっけ。

　……まあいいか。あいつは勝手に友達を名乗ってるだけだしな。

　そういえばあの女、川波と知り合ったときも椅子を蹴ってきやがったな。あのときはあれだけで済んだのに、東頭に対しては反応が過剰じゃないか？

　付き合っていた頃の自分はずっと苗みよう字じ呼びだったのに──っていうのはわからないでもないが、それを言ったら自分だって、南さんには下の名前で呼ばれているじゃないか。腑ふに落ちないな……。川波と東頭で何が違うって言うんだか。

　その後、いつものように本を読んで過ごした後、最終下校時刻のアナウンスに合わせて、二人連れ立って校門に向かった。

　そこで僕たちは待ち伏せを受けた。

「あっ、来た来た！　ほら来たよ、結女ちゃんっ」

「……………………」

　ちょうど校門のところで、二人の女子が待ち構えていたのだ。

　言うまでもなく、南暁月と伊理戸結女だった。

　東頭が天敵に出会ったリスのようにびくんっとして、僕の背中に隠れる。

「やっほ～！　伊理戸くんに……東頭さん？　だっけ？　待ってたよっ」

　手を振りつつ歩み寄ってくる南さんに、僕は首を傾かしげた。

「待ってた？　僕たちを？　またなんで」

「さあ？　あたしは知らない。帰りながらその辺で遊んでたらさ、結女ちゃんがキミたちを迎えに行こうって言い出して」

　南さんのポニーテール越しに校門の柱にもたれた結女を見やると、ヤツは僕の目を一いち瞥べつして、こっちに近付いてきた。

　長い黒髪を揺らしながら歩いてきた結女は、にこやかな笑顔を作って話しかける。

　僕に──ではなく。

　僕の背中に隠れた、東頭に向かって。

「はじめまして、東頭さん」

　僕の後ろを覗のぞき込むようにしながら、結女は力強く言う。

「水斗と仲良くしてくれてありがとう。義理の姉の伊理戸結女です。よろしくね」

　ビキリ、と空気が固まる音がした。

　普段の八方美人な姿ではおくびにも出さない、明らかな敵意のようなものが、にこやかな笑顔の裏に籠もっている。

　そんなに呼び方の件が気に食わないのか、この女……！　ほんっと地雷女という言葉の生き見本だな！　二年前にタイムリープして歴史を変えてやりたい！

　あまりの戦慄に僕が凍りついていると、南さんがスマホの画面をこっそり僕に見せてきた。メモ帳アプリに次の一文。

〈なにをしたこのやろう〉

　僕は画面に指を滑らせて返事を書いた。

〈ひみつ〉

　ガスッ！　とスマホがそのまま僕の腹部に突き込まれる。ほ、本当に僕と結婚する気あるのかこのクレイジー女……！

　そんなやり取りのそばで、結女が東頭に対し、手を伸ばして握手を求めていた。誰が取るんだ、そんな手を。絶対に握り潰してやるぞという気概に溢あふれてるじゃないか。

　僕と南さんの間に緊張が走る。

　東頭はぱちぱちと目を瞬しばたたきながら、警戒するように差し出された手と結女の顔とを見比べる。人付き合い自体が少ない東頭のことだ、この敵意に怯おびえきって──

「あ、はい。よろしくお願いします」

　──普通に握手をした。

　僕が、南さんが、そして結女が目を丸くした。

　妙な空気になった僕たちを、東頭が不思議そうにきょろきょろ見回す。

「え、あ、あの、わたし、なんか変なことしました……？　すっ、すみませんすみません……！　わたし昔から、空気を読めないってよく言われてて……！」

「……あのー、東頭さん？　つかぬことを訊いてもいい？」

　恐縮する東頭に、南さんが言葉を選びながら尋ねた。

「東頭さん的に、伊理戸くんって、どんな存在？」

「えっ？　趣味の合う友達ですけど」

　その即答に、一番反応を示したのは結女だった。

「……あ……え、へえー……そう……なる、ほどぉ……」

　味方を探すように目を泳がせ、握手した手を見下ろして顔を赤らめ、

「な、なんか、ごめんなさいっ！　改めてよろしくお願いします！」

「え、あ、はい……？」

　小首を傾げる東頭の手を固く両手で握るのだった。

　……ははあ、なるほど。さては、東頭に過剰反応していたのはそういう理由か。

　得心していると、南さんがにへらっと、癪しやくに障る嘲笑を僕に送ってきた。

「（完全に脈ナシじゃーん。ウケる）」

　何がそんなにウケるのか。口説くのか敵視するのかはっきりしてくれないか。というかその言い方だと、僕が東頭に言い寄ってるみたいだろうが。

「あ、あのー、水斗君……これ、どういう状況なのか、説明してくれませんか……？　わ、わたしのコミュ力では限界が……」

「仕方ないな……」

「はっ、はあ!?　説明するの!?　ちょっ、まっ……！」

　顔色を変えて慌てる義妹を、僕は指差した。

「そこの女はな、東頭……君が僕に気があるものだと思い込んでたんだよ」

「わーっあーっ!!　──もごっ！」

　うるさい。黙れ。鞄かばんを顔面に押しつけてやった。

「僕ははっきり友達だって説明したのにな。これっぽっちも信じていやがらなかった。それで今し方、君に僕の所有権を主張しようとしたんだ。君と同じように、僕を下の名前で呼んでな」

「伊理戸くん、むごい……」

　南さんがドン引きの様子でいたが、東頭は僕らのことなんて大して知らないんだから、ちゃんと説明してやらなきゃダメだろうが。

　結女は耳まで真っ赤にしてその場に蹲うずくまった。はん。当てつけなんて卑ひ怯きようなことをするからだ。それも不発だったようだが。

　東頭はきょとりきょとりと左右に首を傾げて、僕の話を咀そ嚼しやくしているようだった。

「わたしが、水斗くんのことを……？　ええー……？」

「だ、だってしょうがないでしょ!?　毎日一緒に下校してるし！　普通は誰でもそう思うじゃない！」

「ここはあたしもフォローする！　誰だってそう思う！　あたしだってそう思った！」

　結女を庇かばい立てする南さんに、東頭は「むむう」と難しげな顔をする。

「水斗君、わたし、今、人生で二番目くらいに男に生まれておけばよかったと思ってます。ちなみに一番は生理のときです。股間から血が出てこない身体からだに転生したいです……」

「……おい君ら、今の聞いたか？　好きな男にこんな発言をする女子がいると思うか？」

「……………………」

「……………………」

　結女と南さんは無言で顔を見合わせ、難しい顔で考え込んだ末──二人同時に、東頭に頭を下げた。

「「あらぬ疑いをかけてすみませんでした」」

「あれっ？　謝罪されてるのに距離感が離れてる気が。み、水斗君！　わたし引かれてませんか!?　ドン引きされてませんか!?」

「されてるし、僕もしてるぞ」

「ふええええええ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　ごめんなさいいい[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!　見捨てないでくださいいい[image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　泣きついてくる東頭を、僕は頭を撫なでて慰めてやった。東頭は僕しか友達がいないため、何気に依存心が強いのだった。なんだか大型犬に懐かれたようで心が和む。

　よしよしと撫でる僕と撫でられる東頭を、結女と南さんは困惑したような目で眺めた。

「……結女ちゃん。人間関係って難しいね」

「……これはちょっと難しすぎると思う」





◆　結女　◆






「水斗君水斗君、フローラとビアンカならどっちが好きですか？」

「ドラクエ５だったっけ？　まずそのゲームをやったことがないんだが……」

「簡単に説明しましょう。フローラは主人公と結婚しなかった場合、幼おさな馴な染じみの男の子と結婚します。一方、ビアンカは寂れた田舎で一生独り身のまま暮らします」

「……だったらフローラ」

「なんでですか！　いいじゃないですかビアンカ！　めちゃくちゃ重い女ですよ！」

「めちゃくちゃ重い女だからだよ！」

　仲睦むつまじく話しながら歩く水斗と東頭さんを、私は後ろから眺める。

　確かに東頭さんのさっきの発言は、好きな男子ではなく友達へのそれだった。それも同性の友達。私なら同性でもあんな下品なことは言えないけど──噂うわさに聞く女子校のノリに近いそれだった。

　あれが通常営業だとするなら、水斗が東頭さんを意識していないように見えるのも肯うなずける話だ……。東頭さんの雰囲気が、ちょっと中学時代の私を彷ほう彿ふつとさせるのもあって、てっきりそういうことだと思っていたけれど、まさかあんなキャラだったなんて。

　……それにしても。

「ホント仲いいよねぇ、あの二人。出会って数日とは思えないなー」

　隣を歩く暁月さんが、私の心を代弁した。

「あれで疑うなって無む茶ちやじゃない？　ねえ、結女ちゃん？」

「ええ、本当に……」

　私じゃなくても疑う。決して私が、すでに別れた彼氏に未練がましい独占欲を抱いているからではなく、あの二人を見たら誰だってそう思う。

　肩が触れ合う距離で歩き、絶え間なく喋しやべりながら、時折楽しそうに笑い合う。

　付き合っていた頃の私とあの男だって、あそこまで仲睦まじくはなかったんじゃないだろうか……。

「惜しいなあ。東頭さんにその気があるなら、協力してあげようと思ってたのに……」

「え？　協力？」

「だって東頭さん、押しが弱そうでしょ？　そのままだと本当に友達で終わっちゃいそうだったし。それに……あたし的にも、それはそれで都合が良さそうだし？」

　暁月さんはにやりと悪い感じに笑って、私のほうを見る。

「さらに結女ちゃんが協力してくれたら百人力だよねっ！　何せ仮にもきょうだいなんだから、攻略情報を知り放題でしょ？」

「……そりゃまあ」

　私以上に伊理戸水斗の攻略情報を持っている人間は、この世にいないだろうとは思うけれど。

「それも、本人にその気があったなら、の話よね？」

「そうだよねー。惜っしいなあ～。ホントにお似合いだと思うのになあ……」

　……お似合い。

　私は改めて、前を歩く二人の後ろ姿を眺める。

　ああ──と、心の底から思った。




　この二人が恋人同士になったなら、それはどんなに、素晴らしいことだろう。




「あ、わたし、この辺で……」

　横断歩道の前で、東頭さんが立ち止まった。

「ん。それじゃあな。また明日」

「はい。……あ、それと……」

　東頭さんはちらりと私たちに視線を送る。けれどそのまま何を言うでもなく、もじもじしているばかりだった。

　私たちが首を傾かしげていると──彼女の背中を、ぽん、と水斗が優しく叩たたく。

「……え、えと……」

　その手に押し出されるようにして、東頭さんは深々と私たちに頭を下げた。

「……さ……さようなら、ですっ……！」

　少し掠かすれた声で言い、顔を上げると、ほうと安心したような息を吐く。

「い、言えました……」

「よくできました」

　水斗が笑い混じりの声でそう言って。

　東頭さんがその顔を見返して。
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「……へへ♥」




　ほのかに、はにかんだ。

　今までほとんど表情を動かさなかった、東頭さんが。

　夕日に潜むようにして──顔を淡い朱に染めて。

「……ん？」

「……んんん？」

　おい。

　おい、今の。

「それじゃあ、水斗君もさようならです！　今日薦められたやつ、読み終わったらＬＩＮＥしますね！」

「ああ。二時くらいまでだったら起きてるから」

「了解です！」

　そのとき、ちょうど信号が青になって、東頭さんは弾むような足取りで横断歩道を渡っていった。

　その背中が、行き交う自動車の向こうに消えると。

　暁月さんが、いつもより低い声で呟つぶやいた。

「……言ったよね、結女ちゃん」

「えっ？」

「もし本人にその気があれば、って言ったよね、結女ちゃん」

「えっ……!?　べ、別に約束はしてな──」

「伊理戸くーんっ！　東頭さんのＩＤ教えてーっ!!」

「約束はしてないってばああああっ!!」
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　きっとご存ぞん知じだろうと思うけれど、ある人間同士が恋人という関係になる際には、必ずと言っていいほど経由しなければならないイニシエーションがある。

　そう、告白である。

　私とあの男の場合だと、それは私によって実行された。片方は告白しなくてもいいって不公平じゃない？　と今の私などは思うのだけど、あの男が愛の告白なんてするはずがないし、結局、私が告白する以外には方法なんてなかったのだろう。

　私の告白は、ラブレターだった。

　それはもちろん、面と向かって告白する勇気がなかったからそうなったのだけど、したためたタイミングが悪かった。夏休み中は毎日会えたものの、二学期が始まったらこの関係は終わってしまうかもしれない──そんな風に焦った挙句、深夜に便箋を広げたのが夏休み最終日の前日だったのだ。

　できあがった文章はあからさまに深夜特有のそれ。しかも疲れ切ってそのまま寝てしまったものだから、一番重要な準備ができていなかった。

　心の準備である。

　ラブレターの出し方といえば下げ駄た箱ばこに投とう函かんすると相場が決まっている。だから私も、書いている段階ではそのつもりだった。だけど、腰抜けにして間抜けであることには定評がある中学時代の私のことだ、案の定としか言いようがない結果が待っていた。

　いざそのときになって、ビビった。

　やっぱりもうちょっと考えようかな、と日和ひよった。

　そうしているうちに、

　──おはよう、綾あや井い

　──お、おはよう……伊い理り戸どくん……

　本人が来て、目の前で靴を履き替えられてしまった。

　いつも会っていた図書室に二人で向かいながら、私の中には焦りが募った。どうしよう。明日にしようか。いやいや、明日はもう学校があるし。今日を逃したら二度とタイミングは……!!

　もっと早く決意していればよかった──なんていうのは意味のない仮定で、どうせ私のような腰抜けは追いつめられるまで覚悟が決まるわけがない。だから現実に、私は最後の最後、さよならを言って別れる直前になって、こう切り出す羽目になったのだ。

　──いっ、伊理戸くん……！　こ、これっ！　……読んでっ……くだ、さい……

　おさらいになるのだけど、私がラブレターなんて時代錯誤な代物を用意したのは、面と向かって告白する勇気がなかったからである。

　なのに、どういうことなのか、この状況は。

　完全に深夜のノリで書いたラブレターを目の前で読ませるなんて、どういう性癖があったら良しとできるのだ。

　あの男が無言で文面に目を通す間、私の頭には後悔しかなかった。あまりの自己嫌悪に吐き気がしたし、何ならお腹なかも痛かった。今にも臓物という臓物が穴という穴から噴き出して死んでしまいそうな時間だった。

　やがて、彼は手紙を読み終えて。

　ひたすら床を見て震える私に対し、こんな風に話し始めたのだった。

　──たぶん君は、今までの僕の人生において、一番仲良くなれた人だと思う

　予想外の語り出しに、私は恐る恐る顔を上げた。

　──こんなに毎日毎日話したことがあるのは、父さんを除けば君だけだ。こんなに僕のそばで笑ってくれたのは、父さんを除かなくても君だけだ

　もしかして、とこの時点で思った。

　自分の都合のいい未来を期待した。

　……いいや、とすぐに打ち消した。

　今までの人生で、何度、何度、何度期待して、肩透かしに終わったか。うまくいったことなんてなかった。失敗したためししかなかった。およそ私がやることで、何か結果を残せたことなんて、ただのひとつだってなかった。

　だから、今回もそうなのだと、根拠もなく諦めて。

　その直後に、伊理戸くんが言った。




　──僕なんかを好きになってくれてありがとう。……こちらこそ、よろしく




　えっ。

　えっ？

　えっ!?

　すぐには理解が追いつかなかった。聞き間違いを疑った。何度も反はん芻すうし、間違いじゃないとわかると、今度は夢じゃないかと勘繰った。

　視線を上げると、好きな人の、だけど見たことのない顔があった。いつになく柔らかで、でもどこか気恥ずかしそうで、だけど真摯にこっちの目を見つめていて。

　もしかして、ともう一度繰り返す。

　そんな私の心の内を読んだかのように、伊理戸くんは決定的な一言を告げたのだ。

　──僕の彼女になってくれ、綾井

　そして、私は泣いた。

　怖かったわけでもない。悲しかったわけでもない。小説を読んでいたわけでもない。

　それは……人生で初めての、嬉うれし泣きだった。

　──かくして、中学二年の夏。

　私に、いわゆる彼氏というものができてしまったのである。

　今となっては、若気の至りとしか言いようがないけれど。





◆






『お前の秘密を知っている。バラされたくなければ、放課後、以下の場所まで一人で来られたし』

　という脅迫状めいた手紙を東頭ひがしらさんの下駄箱に投函したのは、次の日の朝のことだった。セキュリティ意識の高い義弟は、私たちに東頭さんのＬＩＮＥのＩＤを教えてくれなかったのだ。正しい判断だと思う。

　放課後になると、私と暁あか月つきさんは指定したファミレスに入り、ドリンクバーを注文した。お泊まり会のときにも来たお店だ。

「本当に大丈夫かしら……」

　コップに紅茶を注そそぎ入れながら、私はちらりと入口を振り返る。

「だいじょーぶだいじょーぶ。きっと涙目になりながら来るよ、東頭さん」

「だから不安になってるんだけど」

　だいじょーぶだいじょーぶ、と繰り返しながら、暁月さんはメロンソーダのボタンを押した。人を脅迫しておきながら、どうしてこうも泰然自若としていられるんだろう。私は暁月さんのことを少し不審に思った。

　しばらくドリンクバーで粘っていると、ついに待ち人が姿を現した。

　ショートボブの胸の大きな女の子が、背中を丸めておどおどしながら、入口のドアを潜くぐってくる。店内をきょろきょろ見回す彼女に、ファミレス店員が近付いた。

「一名様ですかー？」

「あ、……あの、……えっと……」

　そこで暁月さんがすっと立ち上がり、東頭さんに近付いて、肩をぽんっと気安く叩たたいた。

「待ってたよっ！　こっちこっち！」

「うぇっ？」

　困惑してぱちぱちと目を瞬まばたく東頭さんを、暁月さんがぐいぐいと引っ張ってくる。

　東頭さんは何が何だかわからないという顔だったけれど、四人席に座った私を見つけるなり、「あっ」と声をあげた。

「ブラコンの義妹さん……」

「すっごく不服な覚えられ方なんだけど！」

「っていうかあたしの顔忘れてたの!?」

「ひうっ……！　ごめんなさいごめんなさい……！」

　私の一世一代の嫌いや味み自己紹介が完全に空振っていたという事実にショックを隠せない。暁月さんも暁月さんで、普段は誰にでも好かれるキャラなだけに、昨日の今日で顔を忘れられていたという事実にダメージを受けたようだった。

　まあ、中学時代の経験から推察するに、人の目を見て話せないから、そもそも私たちの顔を見ていなかったんだろう……。

　暁月さんは東頭さんを対面に座らせると、飲みかけのメロンソーダごと私の隣に移動した。私たち二人で、東頭さん一人に対たい峙じする形だ。

「……あ、あのう……」

　可哀かわい想そうに怯おびえきった様子で、東頭さんは私たちをちらちらと窺うかがう。これでは話どころではないので、私はなるだけ優しくフォローを入れた。

「ごめんね、東頭さん。あの手紙は暁月さんの悪ふざけだから、そんなに怖がらないで」

「わ……悪ふざけ、ですか……？　カツアゲとかじゃ、ないんですか……？」

「違うから！　何だったらここのドリンクバー代奢おごってあげる！」

　一方的に呼び出した立場なのだから、むしろそのくらいは当たり前だった。

　私の隣で「むむう」と暁月さんが口を尖とがらせる。

「悪ふざけとは心外だなあ、結ゆ女めちゃん。実際、あたしも結女ちゃんも知ってるでしょ？　東頭さんの秘密を、さ……」

　にやりと意味深に笑う暁月さん。迫真だった。あまりの迫真の笑みに、東頭さんがぶるぶると震え始めた。ああもう！

　とりあえず何か飲んで落ち着いてもらおうと、三人でドリンクバーに行く。

「東頭さん、ドリンクバーの使い方わかる？」

「え、あ、はい……。お母さんが晩ご飯作るのめんどくさがったときは、ファミレスでご飯になるので」

　……意外と自由なお母さんね。ウチのお母さんは作りたがりだったから、そういう機会はなかった。

　席に戻ると、東頭さんはオレンジジュースをごくごくと飲む。喉が渇いていたらしい。

　東頭さんがジュースを飲み干すのを待って、暁月さんが改めて口火を切る。

「東頭さん。あたしたちが知ってる東頭さんの秘密って、なんだと思う？」

「え……？　わたしの秘密、ですか……？」

　さっきよりかは幾分落ち着いた様子で、東頭さんはきょとりと小首を傾かしげた。

「えっと。……あ。もしかして、さるルートからえっちな薄い本を入手したことが……!?」

「違うから。男子みたいな秘密だね」

「ええ……？　それじゃあ、まさかとは思いますけど、中学の頃にテスト配信だけしてすぐ消した、わたしのバーチャルライバーチャンネルを見つけて……!?」

「まさかだよっ！　まさかのデビュー歴だよ！　むしろそっちのほうが衝撃の秘密だよ！」

「ちっ、違うんですかっ!?　自分でバラしちゃったじゃないですかああ……!!」

　東頭さんは耳を赤くしてテーブルに突っ伏した。可愛かわいらしくもいたたまれない姿だった。

　そんな彼女に、暁月さんは諦めたような声で言う。

「伊理戸くんのことだよ」

「ふぇ？」

　東頭さんは顔を上げた。

「水みず斗と君のこと……ですか？」

「そっ。東頭さん、伊理戸くんのこと好きでしょ」

「へっ？　まあ、はい。好きですけど」

「あれっ？」

　あまりにあっさりとした肯定に、暁月さんが面食らった顔をする。

　これは何か、話が嚙かみ合っていないような。そう思った私は東頭さんに言った。

「東頭さん……暁月さんの言う『好き』は、ライクじゃなくてラブのほうなんだけど……わかってるの？」

「えっ？　ラブ……？　ラブコメのラブ？」

　この子、その英単語をライトノベルのジャンル名でしか覚えてないのかしら。

　東頭さんはまったくピンと来ていない顔で、右にこっくり、左にこっくりと首を傾げる。

「わたしが……水斗君を……好き？　ええー……申し訳ありませんけど、それは勘違いなのでは……？」

「違うね。勘違いしているのはキミのほうだね！　結女ちゃん、例の物を！」

　ぱちんっ、と指を弾はじく暁月さん。私は打ち合わせ通りスマホを取り出しつつも、渋い顔をした。

「……本当に見せるの？」

「見せないなら何のために撮ってきたの？」

「…………そう、なんだけど」

　私はスマホを操作して、昨日の夜、暁月さんに指示されて撮ってきた、とある写真を表示する。

　この写真を撮るのに、私は非常に大きな危険を潜くぐり抜けなければならなかった。その成果をあっさりと人に見せてしまうことには、少しばかりの抵抗があった。

　でも、それも仕方のないことだ。ここで東頭さんに見せないのなら、この写真、私が単に趣味で撮ったことになってしまう……。

「もーらいっ」

「あっ！」

　私がもだもだしているうちに、暁月さんがするっとスマホを取っていってしまった。あ、鮮やかな手際……！

「さあて、東頭さん？　この写真を見ても同じことが言えるかな？」

「はあ。何だか知りませんけど、わたしと水斗君はただのお友達で──」

「──じゃーん！　こちら、伊理戸くんの寝顔写真になりまーす！」

「!?!?!?!?!?」

　スマホの画面を向けられた瞬間、東頭さんは凍ったように固まって息を止めた。

　食い入るように見つめるのは、私のスマホに映った水斗の寝顔。昨夜、私がひっそりと部屋に忍び込んで撮ってきたものだ。あの男、寝るのが遅いから苦労した。

「……か……か……か……！」

「おー。伊理戸くん、寝顔ちょー可愛いじゃん。ね、東頭さん？」

「（こくこくこく！）」

　物もの凄すごい勢いで首を縦に振る東頭さん。

　それを見て、暁月さんはにたりと笑みを浮かべ、私はすっと目を細めた。

「──ハッ!?」

　私たちの様子から、自分が下手を打ったことに気付いたのだろう。東頭さんは口元を手で覆い、視線を寝顔写真から引き剝はがす。

「……そ、そんなの、べつに興味ありませんし。み、水斗君は友達です！　そ、そんな、不純な目で見たりは決して……！」

「ちなみにこちら、動画の切り抜き画像になっております」

「────っ!?」

「オリジナルのほうには寝息もバッチリ収録！　……だよね？　結女ちゃん？」

「…………だって、暁月さんがそうしろって言うから…………」

　私の趣味じゃない！　私は指示されただけ！

「素直に認めてくれたら寝息動画を贈呈しちゃうんだけどな～？　聞きながら寝たら実質添い寝なんだけどな～？」

「ううううう～……！　ぐぐぐぐぐぐぐぐ……!!」

　東頭さんは再びテーブルに突っ伏し、身体からだの内側から何者かに攻撃されているような唸うなり声を発し始めた。

　…………聞きながら寝たら実質添い寝。

　ハッ!?　私は何を!?　あの動画は用が終わったら消すの！　昨夜そうしようって決めたでしょ！

「強情だなあ。なんでそんなに認めたくないの？」

　苦しむ東頭さんを見下ろして、暁月さんは軽く嘆息する。

「あんなに気が合って、優しくしてくれる男子がいたら、好きになるのって自然なことじゃない？　あたしたちは別に責めてるわけじゃないんだよ？　結女ちゃんだって、確かにブラコンなとこはあるけど、『ウチの弟にナニ色目使ってくれとんじゃコラ』とは、直接的には言わないと思うし」

「間接的にも言わないんだけど！　ブラコンでもないんだけど！」

「はいはい」

　雑に宥なだめられた。釈然としない！

　そのとき、テーブルに突っ伏した東頭さんから、小さく声が漏れ聞こえた。

「…………です……か……？」

「え？」

　暁月さんが聞き返すと、東頭さんはのっそりと起き上がって、ちらちら上目遣いに私たちを窺うかがいながら、おずおずと呟つぶやく。

「……わたし……水斗君のこと……ホントに、好きなんですか……？」

「「は？」」

「ひうっ！」

　あまりにカマトトぶった発言に思わず声を重ねて威嚇してしまい、東頭さんは小動物みたいに身を縮こまらせた。

　その様子を見て、暁月さんは目を白黒させる。

「え……？　その様子、マジ？　さっきの、本気の発言？」

「なっ、なんで噓うそなんか言うんですかあ……！　わたし、本当に、わかんないんですっ……！　そういう経験、まったくなしで、生きてきたので……」

「えええっ!?　初恋!?　その歳としで!?」

「……ううう……」

　東頭さんは長めの前髪をくしゃっと摑つかみながら顔を覆い、俯うつむいてしまう。

　そのあまりにも初心うぶな様子を前に、私は居心地が悪くなる。

「……ど、どうしよう暁月さん。私、なんだか背中が痒かゆくなってきた」

「……奇遇だね、結女ちゃん。あたしも今、まったく同じ症状に悩まされてるよ」

　初恋……ああ、懐かしくも忌まわしい響き……。

　しかも『好きかどうかがわからない』って、ちょっと勘弁してほしい。黒歴史を目の前に突きつけられた気分だ。無性に叫びたい。叫び散らかしながら走り出したい。私もかつてはこんな恥ずかしい生き物だったのか。

「……そうだなあ。例えばさ、想像してみなよ」

　不承不承といった感じで、暁月さんが言った。

「楽しくお喋しやべりしてるところに、突然伊理戸くんが抱き締めてきました」

「ひゃっ!?」

「そして耳元で、低い声がこう囁ささやく──『……悪い。少しだけ、友達じゃなくなってもいいか』」

「ひぇあっ!?」

「ひううっ……!?」

「戸惑っているキミに、伊理戸くんは問答無用で唇を──って、なんで結女ちゃんまでテーブルに突っ伏してるの？」

　な、なんでもない。ただの脳の誤作動。暁月さんの声真似まねが本当に、そういうときのあの男の雰囲気に似ていたから……！

「まあ、とにかく」

　パシャリ、と暁月さんが素早く、スマホで東頭さんの顔を撮影した。

　そしてその画面を、東頭さんの目の前に突きつける。

「こんな顔しといて、好きじゃないってことはないでしょ」

　その画面には、顔を真っ赤にし、瞳を潤ませて、緩みかけた口元をようよう引き結んだ、女の子の顔が映っているはずだ。

　東頭さんはそれを見るや、わなわなと震え出した。

「……これが……わたし、ですか……!?」

「そうだよ」

「メスじゃないですか！」

「そうだよ。メスだよキミは」

　ううう……、と東頭さんは別の意味で赤くなって、またしてもファミレスのテーブルにおでこをくっつける。

「友達と言って近付いておきながら、こんな発情したメスの目で水斗君を眺め回していたんですね……。淫魔です……。淫魔の所業です……」

「この程度で淫魔だったら、世の中の女性は魔王か何かになると思うけど……」

　控えめに入れた私のフォローも、どうやら聞こえていないみたいだった。生まれて初めて自覚した恋愛感情を処理するのにいっぱいいっぱいらしい。うわあ、甘酸っぱい。吐き気がしてきた。

「やれやれ。ようやく本題に入れるね」

　そう言って暁月さんは、だいぶ炭酸の抜けてしまったメロンソーダを飲み干し、「げふー」とゲップをした。下品。

「本題……って、まだ何かあるんですか……？」

　不安げに顔を上げる東頭さんに、暁月さんはにっこりと笑いかける。

「東頭さんっ。あたしと結女ちゃんが、伊理戸くんと付き合えるように協力してあげる！」

「ええ……!?」

　ぱちぱちと目を瞬しばたたく東頭さんの前で、暁月さんは自信ありげに薄い胸を張った。あたしと結女ちゃん──って。

「あの、暁月さん……。ここまで来てなんだけど、私はまだ、協力するって約束したわけじゃ……」

「えーっ？　結女ちゃんがいれば、伊理戸くんの好きなものとか知り放題なのになあ。東頭さんも、結女ちゃんが味方になってくれたほうが心強いよねー？」

「え、ええ……？　わたしは、その……」

「自分で言うのもなんだけど、あたしも結構その手の相談は受けるほうだからさ！　大船に乗ったつもりでいてよ！」

　確かに、暁月さんは元々、そういう相談をよく受けるタイプだ──言葉の節々から察するに、恋愛経験もちゃんとあるみたいだし。たまに私たちの誘いを断ることがあって、あれは絶対男だ、とみんなでこっそり噂うわさしている。

「どーよ、東頭さんっ？　あたしと結女ちゃん、これほど強力な布陣はなかなかないと思うよっ？　伊理戸くんなんて秒でオトせちゃうよ、秒で！」

　だから、私はまだ協力するって言ってないんだけど。

　……でも、別に拒む理由もないのだ。ここで拒んだら、それこそブラコン扱いは免れない。いや、でも……。

　そうやって頭の中がごちゃごちゃしてきた頃だった。

「……いえ、いいです。そういうのは……」

　ぽつりと、雨の雫しずくが垂れるような声で、東頭さんが言ったのだ。

「水斗君のことが、友達として好きだっていうのも本当ですし……。今みたいにお喋りしてるだけでも、充分幸せで……。ほら、わたしなんかが背伸びしたって、痛々しくなっちゃうだけだと思いますし！　無駄な努力っていうか……せっかくなのに、申し訳ないんですけど……」

　言葉を重ねるごとに、声は消え入り、姿は小さくなる。

　……どこかで見た光景だった。

　自分に自信がなく、何をしてもダメだと思い込み、ありとあらゆる行動を避ける。何もしないことが最善だと、理論武装とも言えない言い訳で、満足しているわけでもない現状を守ろうとする──

　──そう、まるでそれは、中学時代に置いてきた私自身のようで。

「挑む前に逃げるな」

　気付けば、私は突き刺すように告げていた。

　東頭さんと暁月さんが驚いた顔でこっちを見ても、溢あふれる言葉は止まらなかった。

「諦めるならできる限りやってからにしなさいよ。本当はなりたいんでしょ？　あいつの彼女になりたいんでしょ？　ただの友達じゃできないことをしたいんでしょ？」

　腰を浮かせ、身を乗り出し、東頭さんの顔を持ち上げて、

「できるわよ、彼女になったら！　毎日手を繫つないで登下校できるし、別れ際にキスだってできるし、寝る前には通話で他た愛あいのないことをだらだら話せる！　デートにだって行けるし、クリスマスにはプレゼントをもらえるし、風邪を引いたらつきっきりで看病してもらえる！　どう!?　これが全部当たり前になるのよ、彼女になったら！」

　東頭さんの瞳に、想像が渦巻くのがわかった。

　もしそれができたら、どんなに嬉うれしいか。

　もしそうなれたら、どんなに幸せか。

　仮定し、想定し、シミュレーションし、自分の幸福の在処ありかを再三再四に亘わたって確認して、

「──それでも、思う？　彼女になんかならなくていい、って」

　瞳が、揺れた。

　それだけでも答えには充分だった。

　けれど、東頭さんは俯き、制服のスカートをぎゅっと握って──

「…………なりたい、ですっ…………！」

　掠かすれた声を、ようやくの思いで絞り出す。

「い、イチャイチャしたいです……好きって言ってほしいです……！　水斗君と……ただの友達じゃできないこと、したい、ですっ……！」

　再び、顔が上がったとき。

　東頭さんの目は、諦めではなく、強い戦意のようなものに満ちていた。

「どうやったら、なれますか……？　水斗君の彼女に、どうやったらなれますか!?」

　東頭さんは腰を浮かし、身を乗り出し、私の手をぎゅっと握り、そして言う。

「教えてください──先生！」

　…………あれ？

　ふと、我に返った。

　思わずカッとなって焚たきつけてしまったけど……。

　……私、これでよかったんだっけ？

「よっしゃ」

　隣で暁月さんが、小さくガッツポーズをしていた。







〈イザナミ：わたし、水斗君に女友達としか認識されてないです〉- 20：14

　勢いで東頭さんの恋愛相談を受けることになった、その夜──私は自室で、『伊理戸水斗攻略会議』と題されたＬＩＮＥのグループを眺めていた。

　これからのことを円滑に進めるために、私、暁月さん、東頭さんの三人で作ったのだ──が、会議はのっけから東頭さんの弱音で始まった。っていうかこの子、なんで登録名で神様名乗ってるの？

〈イザナミ：いま告白しても絶対だめです。こわいです〉- 20：14

〈あかつき☆：いやいや、そこは大丈夫でしょ。言っても男子って、ただ女子ってだけでも意識するじゃん。特に東頭さん、スタイルすごいし笑〉- 20：15

〈イザナミ：おっぱいにだけは自信あります！〉- 20：16

〈あかつき☆：くそ羨ましい。ちょっと分けろや〉- 20：16

　暁月さんがメロンのスタンプを打つ。

〈イザナミ：わたしのはどっちかというとスイカです〉- 20：17

〈Ｙｕｍｅ：何なのその胸への自意識の高さ。人見知りどこ行ったの？〉- 20：17

〈イザナミ：ほんと肩凝りがひどくて。ブラも可愛かわいいのがなくて〉- 20：18

〈あかつき☆：自虐風巨乳自慢きたー[image: ]　許さん!!!!〉- 20：18

　暁月さんが包丁のスタンプを連投し始め、私はふふっと笑った。

　実際、東頭さんの胸は女子の目から見てもすごいと思う。二度見するレベルだ。男子なら尚なお更さらだろう。

　あんなのが隣にいて、本当に意識しないでいられるのかな……？

〈イザナミ：でも、わたしのおっぱいをもってしても、水斗君は難攻不落です。まったく視線感じないです。安心安全です〉- 20：20

〈あかつき☆：まじでー？　確かに伊理戸くんってあんま女子に興味なさそーなイメージだけど。結女先生、そこんとこどうですか〉- 20：21

〈Ｙｕｍｅ：先生っていうのやめて〉- 20：21

〈Ｙｕｍｅ：誤ご魔ま化かすのがうまいだけで普通だと思うけど〉- 20：22

〈イザナミ：水斗君にエロい目で見られたことあるんですか、先生〉- 20：23

「は!?」

　私はベッドの上で飛び起きた。

　なに訊きいてくるのこの子!?　普通訊く!?　そういうの！

　ここで私が『ある』と答えたとして、気分悪くなったりしないんだろうか……。

　私は慎重に言葉を選びながら、感じた疑問を文字にした。

〈Ｙｕｍｅ：東頭さん、そういうの気にならないの？　嫉妬というか〉- 20：25

〈イザナミ：嫉妬とかしないタイプみたいです〉- 20：25

　……羨ましい。

　私もそういう性格だったら、もっと楽に付き合っていられたんだろうか……。

〈イザナミ：水斗君にエロい目で見られたことあるんですか、先生〉- 20：26

　コピペで再質問が来た。どれだけ気になるんだ。

　私はさすがに躊躇ためらったものの、焚きつけた手前、答えないわけにはいかない。

〈Ｙｕｍｅ：まあ、お風呂上がりに遭遇することもあるから〉- 20：27

〈イザナミ：水斗君のフェチはなんですか？〉- 20：27

〈Ｙｕｍｅ：ぐいぐい来る！　知るわけないでしょ！〉- 20：28

　たぶん耳だと思う。キスしたいときとか甘あま嚙がみしてくる。

〈あかつき☆：本人の証言じゃよくわかんないなー。とりあえず見てみよっか〉- 20：29

〈イザナミ：見る？　ですか？〉- 20：29

〈あかつき☆：二人が一緒にいるとこを見学させてもらうの。もしかしたら、東頭さんの気付いてないところで伊理戸くんが意識してるかもしれないし〉- 20：30

〈Ｙｕｍｅ：初手としては無難かもね〉- 20：30

　私自身、普段、二人がどんな風に過ごしているのか、気にならないといえば噓うそになってしまう──いやいや、これはあくまで東頭さんのためなんだけど。

〈イザナミ：水斗君がわたしの気付かないところでおっぱいを凝視してたらどうしましょう〉- 20：31

〈Ｙｕｍｅ：おもむろにおっぱい星人って仇あだ名な付けて牽けん制せいしておいてあげる〉- 20：32

〈あかつき☆：それいいね！　あたしもそうしよう〉- 20：32

〈イザナミ：じゃあわたしもそうします〉- 20：33

〈あかつき☆：いや、東頭さんがそれやったらたぶん何もかも終わりだからね〉- 20：33







　かくして、私と暁月さんは、居残り勉強の生徒に扮ふんして放課後の図書室に潜入していた。

　暁月さんはいつもポニーテールにしている髪を下ろし、私は髪型を低い位置のツインテールにした上に、中学時代に使っていた眼鏡を掛けている。

「にっ、にあっ、似合ううぅ[image: ][image: ][image: ]っ!!　眼鏡っ娘こ結女ちゃんやばっ……やばすぎ……」

　暁月さんが妙に興奮して写真をバシャバシャ撮ってきたりもしたけれど、今は落ち着いてくれていた。

　まったく、眼鏡をかけたくらいで大おお袈げ裟さな。たかが視力矯正具で急に可愛くなったり格好良くなったりするわけないでしょ。ましてやその姿をスマホに保存しておきたいなんて、申し訳ないけれど全然気持ちがわからないわ。ええもう全然！

　水斗と東頭さんが定位置にしている図書室の隅に背を向ける形で、私たちは読書スペースに座った。

　そしてスタンドに立てたスマホをテーブルに置き、内カメラを起動する。画面に、私たちの肩と、その向こう側にいる水斗と東頭さんの姿が映った。

　これで対象に直接視線を向けることなく、目視による監視ができるという寸法だ。そのうえズームも可能。暁月さんの発案だった。

「……ねえ、暁月さん。なんでこんなストーキングテクニックを知っているのか訊いてもいい？」

「だーめっ♪」

　私は闇を感じて引き下がった。暁月さんがぶりっ子っぽい声を出すと何だか怖くなる。

　私はスマホの映像に目を向けた。

　水斗が窓際の空調設備にお尻だけ浅く引っかけている状態なのに対して、東頭さんは靴と靴下まで脱いで、裸足はだしで体育座りをしている。あれ、怒られないのかしら。本来は座るところじゃないと思うんだけど。

「（……東頭さんさ、あれ無自覚でやってるならすごくない？）」

「（え？　何が？）」

　暁月さんはひそひそと続ける。

「（女子の裸足ってさあ、ちょっとエロく感じるものらしいよ、男子的には）」

「（……確かに。生足を見せるのの上位版よね）」

「（そのうえ、あの体育座りだよ。あんな高いとこであんな座り方してたら、いつパンツ見えたっておかしくないよ。かつ、膝であの巨乳をぐに～っと……）」

「（ああ、もしかしたら支えてるのかも。本を読むときって前傾姿勢になるし、そしたら胸が重くって──）」

「（ヘエ。ソウナンダ。アタシ、ゼンゼンシラナカッタヤ）」

　顔も目も声も何もかも笑ってない。そんなに気にしてるんだ、スタイルのこと……。

　……それにしても。

　内カメラに映る水斗と東頭さんは、黙々と読書に勤いそしんでいる。けれど、たまに自分が読んでいる本を指差しては、隣に座る相手に見せてくすくす笑い合ったりする。

　その姿が、かつての私とあの男に重なって見えて、懐かしいというか、恥ずかしいというか……。

　付き合っていた私たちに重なって見えるということは、当然のこと、普通の男女の距離感ではないのだ。

　肩の触れ合うような距離。

　少し身を乗り出せばキスだってできる距離。

　別にそういう仲でなくたって、多少は意識して然しかるべき距離。

　なのに。

　だというのに、だ。

「（伊理戸くん、本当に見ないね。あのおっぱいがあの距離にあってノー眼中とは……）」

「（……ちょっと東頭さんが可哀かわい想そうになってきたわ）」

「（あたしですら見るのに。話してるときずっとおっぱい見てるのに）」

「（それは見過ぎだと思う）」

　いやまあ、いいことだとは思うのだ。

　女子的には安心できるし、だからこそ引っ込み思案な東頭さんがあそこまで懐いたのだろうし、友達としては、本当に素晴らしいと思うのだ。

　けど今や、東頭さんは、あの男のことを異性として見てしまっているわけで。

　あそこまで意識されない──というか、脈がない感じだと、やるせなさが抑えきれなかった。

　もし付き合う前、あの男があの感じだったら、私は告白なんてできただろうか？

　多少は意識してもらえているという感触があったからこそ、私みたいなビビりでも踏ん切りがついたんじゃなかったか……。

「（本当にまったく意識してないのかなあ？）」

　暁月さんが納得いかなそうな顔で呟つぶやいた。

「（あれだけ趣味が合うんだよ？　しかも近くで見ると結構可愛いし、スタイルもあのエロさでしょ？　あたしが伊理戸くんだったら意識しまくりだけどなあ）」

「（エロいとか言わない。……でも、そうよね……）」

　状況としては、私のときとほとんど同じなのだ。

　似たような出会い。

　似たような趣味。

　似たような場所。

　それで私は付き合えて、東頭さんが友達止まりというのは道理に合わない。

　……きっと、隠しているだけなのだ。

　私との付き合いを通じてポーカーフェイスがうまくなっただけで、いずれボロを出すに違いない。

　それを見逃すまいと、私たちは監視を続けた──

　──そして数十分後、事件は起こった。

　水斗がぱたんと本を閉じて立ち上がる。読み終わったんだろう。新しい本を探すためか、目の前の本棚に移動して、

「（あっ）」

　暁月さんが小さく声を上げた。

「（どうしたの？）」

「（あれ、あれ！　東頭さんのスカート……！）」

「（えっ？　──あっ）」

　暁月さんに言われて、初めて気がついた。

　棚のように張り出した窓際空調の上に、素足で体育座りをする東頭さん──その足が、今は、少しだけ左右に開いていて。

　見えていた。

　薄青い色のパンツが、完全に。

　私は慌ててＬＩＮＥで危機を伝えようとしたけれど、手遅れだった。

　本棚から新しい文庫本を手に取った水斗が、振り返る。

　するともちろん、東頭さんを正面から捉える形になるわけで。

　するともちろん、油断したガードから覗のぞいた布地が視界に入るわけで。

　──水斗の視線がそこに滑るのを、私は確かに目撃した。

　や、やっぱり！

　どれだけ涼しい顔を繕おうとも、あの地味女子フェチが東頭さんという極上の獲物をスルーするわけが──




「おい、東頭。パンツ見えてるぞ」




　水斗が東頭さんの股間を指差し、表情ひとつ変えずに告げた。

「「（……は？）」」

　私たちは絶句した。

　何が起こったのか、咄とつ嗟さに理解できなかった。

　東頭さんも同様だったようで、「……ふえっ？」と間の抜けた声を漏らして顔を上げると、水斗の指の先をゆっくりと目で辿たどり──

「──[image: ][image: ][image: ]っ!?!?」

　燃え上がるように顔を真っ赤にして、慌てて女の子座りになってスカートを押さえた。

　ぎゅっとスカートを摑つかんだ手に視線を落とし、東頭さんは震えを帯びた声で呟く。

「……み、見ました、か……？」

「？　だからそう言ったんだが」

　きょとんと首を傾かしげて、水斗は言った。

　この男、人の心がないの？

「あ……ありがとう、ございます……」

　東頭さんは耳まで真っ赤にして、ようやくそう口にすると、「ちょっとトイレへ……」と言って、靴を履いた。

　私と暁月さんは顔を見合わせて肯うなずくと、図書室最寄りの女子トイレへ移動する。

　そこで合流した東頭さんは、開口一番、私たちに問いを投げた。

「……わたし、女の子として見られてると思いますか？」

「「まったく」」

　確信だった。

　伊理戸水斗は東頭いさなのことを、気の合う友達としか思っていない。

　本当に。一切の誤解の余地なく。

　……どうしてだろう？

　状況は、こんなにもあのときと一致しているのに。

「あは、あはははは……。ですよねー……。わたしみたいな根暗オタク、意識するわけないですよねー……。あはははは、あはははははは……」

「気をしっかり！　確かに今は見るからに脈ナシだけど、諦めるにはまだ早いよっ！」

「脈……ナシ……」

「暁月さん追い討ち！　それ追い討ちだから！」

「あっ……！」

　東頭さんの足元がふらりと覚おぼ束つかなくなり、慌てて二人で肩を支えた。

　ふふふふふふふふと漏れ続ける東頭さんの笑い声は、何だか聞くだけで呪われそうな不吉さに満ちている。

　このショックの受けよう……本当に水斗のことが好きなのね。

「……ねえ、東頭さん」

　彼女の足に力が戻るのを見てから、私はおずおずと尋ねた。

「さっき証明された通り、あの男、デリカシーとかゼロだけど……どの辺が好きなの？」

「あ、そういやまだ聞いてなかった！　それ、あたしも聞きたい！」

「えっ……ど、どの辺と言われましても……」

　東頭さんは挙動不審に目を泳がせて、ぽつりと言う。

「……声、ですかね？」

「「声」」

「基本的に素っ気ない人ですけど、たまに優しく気遣ってくれるときがあって、そのときの、いつもより少しだけ柔らかくなった声を聞くと、なんだかその、ぽわぽわってなって、きゃあーってなって……えへへ……♥」

　恥ずかしげに頰ほおを染めつつも幸せそうにはにかむ東頭さんの姿に、私と暁月さんは揃そろって仰のけ反ぞった。

「ま、眩まぶしいっ……!!」

「初恋……！　初恋のキラめきに焼き殺されそうだよ、結女ちゃんっ……!!」

　このピュアさ、恋愛の暗黒面を経験したこの身にはあまりに毒！　しかも共感度が高いのがタチ悪い！　わかる！　たまに優しい声出すのよね、あいつ！

「これは東頭さんには、さっさと伊理戸くんとくっついて、彼氏ができることがいいことばっかりじゃないってことを知ってもらわないとね。早くあたしたちと愚痴り合えるようになろうねっ！」

「え、はい。がんばります？」

「そこで頑張っちゃダメだから！　恋に夢見たままでいて！」

　あなたはこっち側に来ちゃダメ！

「まあ、何はともあれ、まずは女子として認識してもらうとこから始めないといけないんだけど。いやあ、まさか女子のパンチラを堂々と指摘する男子がこの世に存在するとは思わなかったよねー」

「ウチの弟が何だかごめんなさい……」

「伊理戸くん、意外と女慣れしてる感じあるよね。結女ちゃんで鍛えられてるのかな？」

　ドキリとした。

　いや、これは一緒に住んでいることを言われているのであって、昔付き合っていたときのことを言われているのではないはずだ。

　私は曖昧に肯いた。

「そ……そうかもね」

「これはもう、スキンシップで攻めていくしかないよ」

　暁月さんはにやりと悪い顔をした。

　東頭さんはじりりと後ずさる。

「す、すきんしっぷとは……？」

「またまたぁ。かわいこぶっちゃって。ご自慢のこれを使うっきゃねえでしょうがぁ!!」

「ひゃっ!?」

　暁月さんの手が素早く伸びたかと思うと、東頭さんの胸を鷲わし摑づかみにして、ぐにぐにと揉もみしだいた。うわあ、指が埋まってる……。

「この脂肪の塊をさりげなく押し当てるのっ！　これなら意識してるとかしてないとか関係ないっ！」

「ちょっ……やめっ……」

「……お。おお？　おおおおー……しゅごい……」

「ひいっ!?　て、手つきがいやらしっ──んっ！」

「暁月さんストップ！　それ以上は十八禁！」

　暁月さんを羽交い締めにして引き剝はがす。

　暁月さんは呆ぼう然ぜんとした顔で、すでに胸から離れた手をわきわきと開閉させた。

「ゆ、結女ちゃん……おっぱいって……こんなに柔らかくて……押し返されて……形が変わるものだったんだね……。あれ……？　だったら、あたしの胸部についているものは、いったい……？」

「考えちゃダメよ。長生きしたければ」

　東頭さんは荒く息をしながら胸を腕で隠し、しどけなく洗面台に寄りかかる。

「さ、さりげなく押し当てるって……そ、そんな、ビッチみたいじゃないですか……」

「男を口説いてるときの女なんてみんなビッチだよ」

「敵！　敵の量産！」

　私は慌てて辺りを見回した。今の、誰にも聞かれてない!?

「押し当てるって言っても、実際には掠かするくらいでいいの」

　私の心配をよそに、暁月さんは指を伸ばし、東頭さんの胸に触れるか触れないかのところで止める。そして焦じらすようにくるくる回す。

「あれ？　いま触った？　気のせいかな？　ってくらいがベスト！　あんまりわざとらしく当てていっても引かれちゃうからね！」

「暁月さん……。それ、どこから仕入れたノウハウなの？」

「あたし自身だよっ！　あたしがそうされたら興奮するの！　何せ当方、女ながらおっぱいの柔らかさとは無縁ゆえ！」

　もうやめておこう、この地雷を踏み抜くのは。

　暁月さんはぐっと拳を突き上げた。

「とにかく、質より数！　じっくり何度も繰り返せば、その記憶が伊理戸くんの中に積み重なっていくはず！　おっぱいに触った記憶を忘れる男子なんていないからねっ！　触ったことにも気付かねえ輩やからはいるけどな!!」

「せめて自分で地雷を踏むのはやめましょうよ！」

　せっかく気を遣おうと思ったのに！　それやられたらどうしようもない！

「──っと」

　不意に暁月さんがスマホを取り出したかと思うと、画面を見てしかめっ面をした。

「あちゃあ。もう勘付いたか」

「どうしたの？」

「ちょっと過激派のデバガメがいてさ。注意を逸そらしておかないと──」

　首を傾げる私と東頭さんに、暁月さんは申し訳なさそうに手を合わせる。

「そういうわけだから、今日はこれで！　詳しい作戦はＬＩＮＥでねっ！」

　トイレを飛び出していく暁月さんを、私たちは無言で見送った。

　……過激派のデバガメ？







「み」

「み？」

　放課後の図書室、伊理戸水斗の隣で、東頭さんが人見知りのセミのようになっていた。

　また別の日。私と暁月さんは、再びスマホの内カメラで二人の様子を盗み見ている。

　今日の趣旨は他でもない。先日、暁月さんが提案したおっぱいスキンシップ作戦──命名者は誓って私ではない──の初日を見守るためだ。

　ハラハラと見守る私たちの視線の先、東頭さんは挙動不審に目を泳がせた後、意を決したように、ずりっと水斗に身を寄せる。

「み……水斗君。ここ見てくださいよ、ここ」

　そう言って、東頭さんは手にした本を水斗に見せる。水斗は「どれどれ」と無警戒に覗のぞき込んでくるが、まさにこれこそ、暁月さんが伝授した罠わなであった。

　むにっ、と。

　肩を寄せた水斗の二の腕に、東頭さんがぎこちなく胸を触れさせる。

「（……ほ、本当にやった……！）」

　私は目を見張った。すごい。素直にすごい。私あんなことできない。バスタオル姿を見せびらかすのが精一杯だった。それはそれで痴女だ。

　暁月さんが「にひひ」と笑う。

「（頑張るねえ、東頭さん。正直あたし、すぐに『今の関係を変えたくなくて……』とか日和ひよったことを言い始めると思ってたよ）」

「（焚たきつけたのは暁月さんでしょ……）」

「（日和ったら改めて焚きつけるつもりだったけどね。心配なさそう）」

　確かにあれだけ仲が良ければ、関係を変えることへの恐れがあったっておかしくはなかった。けど私に焚きつけられてからというもの、東頭さんは自信のなさこそ見せれど、フラれたら友達でさえいられなくなるかもといった怯おびえは見せなくなった。

　私なんかはラブレターを渡してからでさえ怯え通しだったのだけれど、案外肝が据わっているタイプなのかも。

「──東頭」

　水斗が落ち着いた声で呼び、東頭さんがびくっと肩を震わせた。

「胸が当たってるんだが」

　前回のことがあるので今更驚かなかったけれど、やっぱりこの男、人の心がないのでは？　なんで堂々と指摘できるの？　純情というものは備わってないの？

「（打ち合わせ通りにしてよ～……！）」

　暁月さんが祈るように言う。この事態を予測していた私たちは、先んじて東頭さんに適切な対応を教え込んでいた。

　ずばり、この場合の正解は──

『あっ……す、すみませんっ……』

　これ！　からの赤面！

　私の提案を聞いた暁月さんは『あたしはそんな女とは友達になれないけど東頭さんなら逆にアリかも』という評価を得た。すでに友達になってるんですけど？

　私たちは東頭さんの渾こん身しんの赤面を期待して、次の展開を注視した。

　東頭さんはパッと身を離し、俯うつむきがちになって、上目遣いで水斗を見る。

「「（おお……!!）」」

　完璧な反応！　あとは恥ずかしそうに謝れば──

「あっ……」

　東頭さんは言う。

「……当ててるんですよ」

「はあ？」

「「（はあ？）」」

　水斗と私たちとで反応が被かぶった。何言ってるの東頭さん？

「意外と貧乳派な水斗君に、巨乳の良さを布教しようと思いましてね！　さあさあ、存分に母性を感じるがいいですよ！」

「ちょっ、やめろーっ！」

　水斗の背中にのしーっと覆い被さる東頭さん。水斗の肩甲骨に巨乳がむにーっと押しつけられているけど、それは明らかに友達同士のじゃれ合いでしかなく──

　なのに。

「（東頭さんさあ……）」

　暁月さんが呆あきれた顔をする。それも致し方がなかった。だって──

　背中の後ろの、水斗には絶対に見えない位置で。

　東頭さんが、涙目になりながら顔を真っ赤にしていたのだから。

「「（それを見せろよ）」」
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「見事に逃げたねー、友達のノリに」

　またしても図書室最寄りの女子トイレに呼び出された東頭さんは、私たちの前でシュンと肩を落とした。

「無理ですよぉ……。そんないきなり、可愛かわいい女子みたいなムーブ……」

「可愛い女子にならないと彼氏なんてできないでしょうがーっ!!」

「ま、まあまあ。東頭さんの気持ちもわかるし……。ほら、なんていうか、自分を女子として扱わないほうが楽っていうか」

「そ、そう！　そうなんです！　そのほうが楽なんです！」

　こくこくと肯うなずく東頭さん。

　私も昔はそうだった。女子として見られるのがめんどくさくて、だからお洒落しやれとかにも興味を示さなかった。東頭さんの場合、胸の大きさを何かにつけジョークにするところに彼女流の生存戦略が垣かい間ま見みえる。

「まあ、その気持ちはわからんでもないけどさあ。そうやっていつまでも逃げてたら、あの伊理戸くんを振り向かせようなんて夢のまた夢だよ？　せめてあの友達のノリをやめなきゃさ……」

「……だって、わたしと水斗君は友達ですもん」

　小さな声で、けれど強く抵抗の色を乗せて、東頭さんは言った。

「好きですけど、友達ですもん。友達のこと、好きになったらいけないんですか？　好きになったら、友達やめなきゃいけないんですか……？」

　俯きがちに、だけどキッと暁月さんの眼めを見据えて、東頭さんは言い募る──絶対に譲れないラインを、彼女は主張していた。

　恋人にはなりたいけれど、友達をやめたいわけじゃない。あるいは我わが侭ままにも思える言い分には、胸が詰まるほどの切実さが伴っていた。

　私たちと東頭さんとの間には、決定的な意識の違いがあるのかもしれない。

　東頭さんは、あくまで水斗ともっと仲良くなりたいから恋人になることを目指すのであって、今とは別の関係を求めているのではないのだ。

　彼女にとって、恋人は友達の延長線上にあるものでしかない。

　だから東頭さんは、恋人になりたいからと言って、友達という関係を犠牲にするという考えがないのだ。

　だけど、私と暁月さんは違う。

　恋人とはもっと特殊なものだと思っている。何人でも作れる友達とは違う、特別で、別格で、価値あるものだと思っている……。

「……そっか。なるほど……うん、わかった」

　暁月さんは得心したように何度も肯いて、とりなすように微笑ほほえんだ。

「ごめんね、東頭さん。態度を変えろなんてもう言わないよ──東頭さんはたぶん、自然にしてたほうがいいんだと思う」

「そ、そうですか……。よかったです……」

　ほっと息をつく東頭さん。自分の意思を主張するということに慣れていないのだろう。

　暁月さんはにっこりと微笑んだまま、

「でも、その自信のなさは問題だよね」

「えっ？」

「さっき女子として扱われないほうが楽って言ってたよね。あたしが思うに、それって、女子としての自分に自信がないからじゃないの？　全部とは言わないまでも、理由の結構な割合を占めてると思うんだけど」

「うっ……そ、そんなことは……」

「じゃあちょっと想像してみてよ。自分が漫画のヒロインみたいな超美少女だったとしたらさ、伊理戸くんに色目を使わないでいられる？　自分を意識して顔を赤くする伊理戸くん、見たくならない？」

「うううっ……た、確かに……」

　……た、確かに……。

「少しでも女子としての自信が持てるようになったら、伊理戸くんの見方も絶対に変わると思うんだよねっ。というわけで──」

　にこにこーっと心底楽しそうな笑顔で、暁月さんは言った。

「東頭さんにはこれから、ちょっと変身してもらいます」







　暁月さんは東頭さんを取っ捕まえて、半ば強制的に自分のマンションに連行した。

　エレベーターを降りると、暁月さんは「ちょっと待っててね」と私と東頭さんをその場に待機させ、自分の家の隣──川かわ波なみ家のドアにおもむろに耳を当てた。

「……よし、今はいないみたい。チャンスだよ。入っちゃって、二人とも」

「そんなに川波くんと会いたくないの……？」

「当然じゃん」

　いったい二人の間に何があったのか……。気にならないと言えば噓うそになるけれど、今は東頭さんのことが優先だ。

　東頭さんと一緒に南みなみ家にお邪魔する。お泊まり会以来の訪問だけど、やっぱり親御さんはいないみたいだった。

　暁月さんは東頭さんの腕を引っ張って自分の部屋に連れ込むと、ドレッサーの前に彼女を座らせた。

「えっ、えっ。……あのう、これから何があるんですか？」

「キミの変身シーンだよ、東頭さん♪」

「ニチアサ!?　こ、コスプレはちょっと……」

「女の子はみんな、毎日顔をコスプレして外に出るものなの。素顔なのはキミくらいだよ。セキュリティ意識ゼロの情弱！」

「じょ、じょうじゃく……」

　東頭さんはその言葉にいっとう傷付いた様子を見せた。オタク的に威力の高い罵倒語らしい。

　呆ぼう然ぜんとしている彼女の髪に、暁月さんが慣れた手つきで櫛くしを入れていく。

「あっ……！　も、もしかして、お化粧ですか!?　今からわたし、お化粧されちゃうんですか!?」

「やっと気付いた？　女子としての自信を持つためには、とにかく見た目を可愛くすることだよ。お化粧にかけた手間の量だけ自信を獲得できるシステムなんだよ」

「いっ、いやですいやです！　け、化粧なんて無理ですよわたし！　似合いませんし！」

「化粧に似合うも似合わんもあるかい。だーいじょうぶだって。東頭さん、素材はいいからさ。ちょちょいといじるだけで台湾のアイドルみたいになれるよ」

「ほぼ別人になってませんかそれ!?」

「だから言ったじゃん、変身シーンって」

「ニチアサの変身シーンでも顔は変わりませんよ！　うきゃあーっ!!」

　悲鳴を上げる東頭さんに、暁月さんはうきうきと化粧を施していく。ぽんぽんぱたぱたぷちぷちかきかき。完成像は最初から頭の中にあるようで、手つきには少しの淀よどみもない。すごい……。

「結女ちゃんは普段どんな感じでやってるのー？　あんまりやってるほうじゃないよね？」

　完全に見学者になっていた私に、暁月さんが手を動かしながら尋ねてくる。

「私はあんまり難しいことはできないから……。眉を整えて、あとはスキンケアくらい。どっちかというと髪を整えるほうが時間かかるかも」

「あー。長くて綺き麗れいだもんね。めっちゃめんどくさそ～。なんでそんなに長くしたの？」

「それは……」

　言葉を選ぶ必要があった。正確に説明するには中学時代のことを話さないといけない。

「……イメチェン、かしら。前の私とは違う私になりたかった、というか……」

「ふうん。なれたの？　違う自分に」

「どうかしら……」

　なれたような気もするし、全然なれていないような気もする。

　こうして暁月さんと話していること自体、中学生の私には有り得ないことだっただろう。でも、あの男が絡むと……。

「迷う程度には効果があるってことだよね。よかったねっ、東頭さん。前例がいるよ？」

「……わたしは……多少、顔に粉や水をつけたところで……」

「人の化粧品を粉や水呼ばわりとはずいぶんですな。……果たして、これを見ても同じことが言えるかな？」

　俯うつむきがちだった東頭さんの顔を、暁月さんががっと摑つかんでぐいっと持ち上げた。

　東頭さんの視線が、正面の鏡を捉える。

　そこに映った自分の顔を捉える。

「……え……」

　長めの前髪がピンで留められ、惜しげもなく露あらわになったそれは、ぱちぱちと瞬まばたきを繰り返した。その瞳はくりりと大きく、その鼻は小振りで愛らしく、唇はぷるんと潤いを帯びている。頰ほおは赤ちゃんのように丸みがあり、あどけなくも女性的な、コケティッシュな雰囲気を醸し出していた。

「……び……美少女がいるんですけど……？」

　震える指で鏡を指差しながら、東頭さんは私たちを振り返る。

　彼女には鏡の像しか見えていない。でも、私たちには実物が見えている。鏡の中の美少女と寸分違たがわない実物が。

　暁月さんはにやにや笑いながら、

「ご紹介しまーす！　この美少女は東頭いさなちゃんっていいまーす！　仲良くしてあげてくださいねー？」

「いっ、いや、いやいやいや！　全然違うじゃないですか!?　もはや特殊メイクですよ！　け、化粧こわい……！」

　ぶるぶる震える東頭さんに、私は懐かしさを覚えながら言った。

「ずっと見てたけど、暁月さんが手を入れたのは眉毛と睫まつ毛げくらいよ。全然違う雰囲気になるような化粧なら、こんな短時間で終わるわけないじゃない」

「そうそう。かるーくファンデもしたけどね。でもまあ、基本的には、元の顔から大して変わってないんだよ、東頭さん？」

　信じられないという様子で、鏡の中の自分をしげしげと見る東頭さん。……まあ、そうもなるわよね。きっと今まで、まともに鏡さえ見てこなかったんだろうから。

「素材はいいって言ったでしょ？　だから眉毛と睫毛を整えて、前髪上げて顔がよく見えるようにするだけでも充分っ！　……言わば、あたしがやったのはね、東頭さん──」

　勇気づけるように東頭さんの肩に手を置き、暁月さんは告げる。

「──キミの本来の可愛さを、引き出してあげただけ。キミは元々、このくらい可愛かったんだよ？」

　あ、と東頭さんは、喉を詰まらせたように呻うめいた。

「……わたしが……わたしが、かわいい……？」

　今まで、考えもしなかったんだろう。自分が可愛かわいくなれる、という可能性を。

　中学時代の私も……そうだったもの。

「まあ、自分でこれができるようになったら、追い追い実感が湧いてくるよ。このくらいだったらすぐにできるようになるからさ、教えたげる。道具も余ってるやつを進呈しちゃおう！　ってわけで、明日から伊理戸くんと会うときはこの顔ね」

「ええっ!?　み、見せるんですかっ!?　水斗君に!?　む、無理です無理無理無理！」

　東頭さんは顔を隠すように蹲うずくまる。暁月さんはにやりと笑うと、その耳元に口を寄せ──

「──見せたいでしょ？」

　まるで悪魔の囁ささやきだった。

　けれど、それだけに効果はあった。

　東頭さんは少しだけ顔を上げ、自分の手の隙間から鏡を見る。そこに映った自分自身を、今までより確かに可愛い自分を、確認して、唸うなって、唇を引き結び──

　恐る恐る、顔を隠していた手を、膝の上に下ろした。

　それを見届けた暁月さんが満面の笑みを浮かべて、東頭さんに抱きつく。

「よっ、美少女！　ラノベヒロインも目じゃないね！」

「いえ、ラノベのヒロインのほうが可愛いと思います」

「それは即答するのね……」







　暁月さんの読み通り、その日を境に、東頭さんの意識が切り替わった。

　水斗と会うとき限定で身なりを整えるようになり、女子力レベル１だったのが、２、３、４と日に日に上がっていくのがわかった。ちなみに一般的女子力が30くらい。

　もちろん、東頭さんの目が多少パッチリしたところで、あの朴念仁野郎のことだ──

「なんだその目。徹夜でもしたのか？」

　──こんな感じである。ふざけるなこの男。彼女がその睫毛を作るのにどれだけかかったと思ってるの。

「ねえ。もうアレを彼氏にするの、やめたほうがいいんじゃないかな？」

「ほんとそれ」

「そ、そんなこと言わないで……。わたしの体調を気遣ってくれただけなんです……」

　ああ、なんて健けな気げな……。あの男はなんでこの子の気持ちに気付いてあげないのか。赤面のひとつもすればどうなのか。多少はキョドれ。スカしやがって。

　東頭さんに感情移入するごとに、鈍感な義弟への敵意がむくむく膨らんでいく私。

「……おい、なんだ。その敵意の籠もった視線は」

「べつに。いつか痛い目に遭えと思っているだけよ。女の人に刺されるとか」

「……………………」

　水斗は青ざめて私から距離を取った。

　何よ、大おお袈げ裟さね。私は夕飯に使うニンジンを包丁でざくりと切った。

　かくして、一週間が経たつ。

　六月も中旬に入り、梅雨の気配が色濃くなってきた頃には、私たちと東頭さんの頑張りの成果がようやく目に見え始めた。

「こんにちはですー、水斗君」

「ああ、東頭……」

　図書室に来る前に身なりを整えるようになった東頭さんは、以前とは逆に、水斗を待たせる側になった。「放課後じゃなくて朝やってこいや」と暁月さんは言うのだが、本人は「眠いのでやです～」と言って譲らない。東頭さん的には、水斗以外の人間のために身支度するメリットを見いだせないのだろう。

　いつも通り、東頭さんは靴と靴下を脱いで、水斗の隣に座る。スキンシップ作戦も進行中なので、肩が触れ合うような距離だったのだけど──

「……………………」

　水斗が、ずりっとお尻を横にずらして、距離を取った。

「…………？」

　東頭さんが不思議そうにその横顔を見上げ、開いた距離を詰める。

　ずりっ。

　水斗が離れる。

　ずりっ。

　東頭さんが詰める。

　ずりっ。ずりっ。ずりっ。

　イタチごっこが繰り返されて、二人は窓際空調の上を延々と横滑りし、ついには水斗が壁際に追いつめられた。

「どうして逃げるんですか、水斗君？」

「僕はパーソナルスペースが広いほうなんだ。これ以上僕のテリトリーに踏み込んでみろ、地獄を見ることになるぞ」

「ほほーう。見せてもらおうじゃありませんか。その地獄とや──らぁああっ!?」

　覗のぞき見していた私たちはぎょっとする。突如として水斗が東頭さんの髪をわしゃわしゃしたのだ。まるで犬でも洗うみたいにして。

　せっかく整えた髪は、あわれ寝起きのような爆発状態に。

「なっ、何するんですかあーっ！」

「地獄を見せてやったんだ。よかったな、髪のセットの練習になるぞ」

「えっ？」

「「（えっ!?）」」

　東頭さんも、見守っていた私たちも目を見張る。

　もしかして──気付いてる？　東頭さんのお洒落しやれに!?

　しかも、今のらしくない行動──明らかに照れ隠し！

　水斗がしれっと読書に戻る一方で、東頭さんはあうあうと挙動不審に陥っていた。彼女はしばらく意味もなく左右を見回して……やがて、前髪をくしゃっと摑む。

「こ……これはイジメです。イジメですよ……」

「そうかもな」

「だ……だったら」

　東頭さんはごそごそと自分の鞄かばんを探って一本の櫛くしを取り出し、

「一緒に……イジメられてくれますよね、水斗君？」

　そう言って、恐る恐る、水斗に差し出す。

　その話の流れは、私と暁月さんには理解できないものだった。

　だけど水斗は本から目を上げ、差し出された櫛を見て、

「……しょうがないな」

　諦めたように淡く笑って、櫛を受け取り、東頭さんに背中を向けさせた。

　自分でぐちゃぐちゃにした髪を、水斗が丁寧な手つきで梳すいていく。東頭さんはブラシをかけられる犬みたいな顔で、気持ち良さそうに彼に身を預けた。

「（……ねえ、結女ちゃん）」

　その姿を見やりながら、暁月さんが言う。

「（もう告っても良くない？）」

　反論は見つからなかった。







「むりです」

　翌日。

　落ち合った放課後のファミレスで、東頭さんはぶんぶんと首を振った。

「まだです。むりです。告白なんて。こんなにすぐ……！」

「いやいや、だいじょうぶだいじょうぶ」

「だいじょばないです！　ぜったい無理ですー！　むりむりむぅーりぃーっ!!」

　テーブルに突っ伏して、いやいやと首を振る東頭さん。まるで駄だ々だっ子このようだったけど、気持ちはわかる。

「暁月さん。やっぱりもう少し時間をかけたほうがいいんじゃない？　心の準備もあるだろうし……」

「そ、そうです！　心の準備がまだ！」

「そんなもん今しなよ」

「ええっ!?」

「あのねえ、心の準備なんてもんは、今できなきゃ一生できないの！　未来の自分に過度な期待を寄せるな！　明日やろうは馬鹿野郎だよ！」

　暁月さんはメロンソーダをぐびりと呷あおり、

「告白っていうのはね、後回しにするほどやりにくくなるの。関係が固まっちゃうっていうかさ。長いこと友達としか見てなかった子といきなり恋人になれとか言われても困っちゃうじゃん。だからできるだけ早いうちに告っちゃったほうが、まだしも成功率は高いんだよ」

　初対面で告白するのは論外だけどね、と暁月さんは言う。

　なんとなく、今までで一番重みのある言葉だと思った。

　彼女にも、あったのだろうか。長年続いた関係を変えたいと思ったことが……。

「その点、東頭さんはまだ間に合う。出会ってまだ二、三週間でしょ？　今ならまだ修正が効く。それに……心の準備なんて、時間をかければ自然とできるってものでもないんだからさ。今告れないようなら一生告れないって考えたほうがいいよ」

　……もし私が、最初の一ヶ月、中学二年の夏休みの間に告白できていなかったらと思うと、暁月さんの言葉にも確からしさを感じた──ああ、きっと私は、告白なんて大それたことは一生しなかっただろう。

　最初の一ヶ月。

　浮かれているうちでなければ、おかしくなっているうちでなければ、告白なんてしようとは思わないのだ。

　恋愛なんて、冷静になった途端、泡のように弾はじけてしまうものなんだから。

「む……むむむ……。確かに、ラブコメのごとくぐだぐだもだもだやった挙げ句に告白する勇気は、わたしにはないかもですけど……」

「でしょー？　現実の恋愛は漫画みたいに何年も続かないよー」

「……あの。それだと、もし付き合えたとしてもすぐ別れるって言われてるみたいなんですけど」

「イッテナイヨー」

「言ってるじゃないですか！　……せ、先生！　そんなことないですよね!?　何年も続く恋愛だってありますよね!?」

「……ア、アルワヨ」

「目が泳いでる!!」

　実質一年保もたなかった人間に訊きかないで！

「まあ二人の仲が何ヶ月続くかは置いといて」

「ヶ月！　ヶ月って言いました!?　年じゃなく！」

「元々、勝算はかなりあると思うんだよねっ。伊理戸くん側に断る理由ないもん。東頭さん可愛かわいいし、気も合うし、伊理戸くんフリーだし。イケるよこれは！」

「そんなこと……」

　くしくしと前髪を伸ばすように擦こすって、東頭さんは肩を縮こまらせた。

「……わたし、暗いですし……めんどくさいですし……おっぱいだけの女ですし……」

「そこの自信だけは揺るがねーなこんにゃろう」

　暁月さんはニコニコ笑顔で怒気を放って、

「結女ちゃんはどう思う？　東頭さんの勝算、どんなもんだと思う？」

　私はテーブルの表面を見つめて、改めて考えた。

　あの男のこと。

　過ごした時間。

　私と一緒にいるときの顔。

　言葉。振る舞い。

「……あの男は、女の子をスペックとかでは見ないから」

　そして、東頭さんと一緒にいるときの水斗を思い出す。

「東頭さんと一緒にいるときのあいつは、楽しそう。……だから、もっと一緒にいたいって言ったら、……断られるはずは、ないと思う」

　もし東頭さんが、本当に昔の私とまったく同じ人間だったなら、わからなかった。

　けど、彼女は私とは違う。

　あの男とは本当に趣味も気も合う。他には考えられないってくらい。だから何も誤ご魔ま化かさなくていいし、何も気兼ねする必要がない。

　気が合うふりをして、その実、いろいろと気を遣い合っていた私とは、本当に大違い。

　自分に自信がないところだって、あの男ならうまく付き合ってくれるだろう──何せ、それに関する実績だけは、確かだから。

　考え得る限り。

　伊理戸水斗の恋人に相応ふさわしい人間は、東頭いさな以外に有り得ないのだ。

　私という存在は、何かの間違いだったと思えるくらいに。

「……本当、ですか……？」

　不安と期待をない交ぜにしたか細い声で、東頭さんは呟つぶやいた。

「わたし……水斗君の彼女に、なれますか……？」

　今にも折れてしまいそうな、けれど必死に前を向こうとするその姿に、かつての私がまた重なった。

　でも、それは、かつての私そのものじゃない。

　余計なことを言って何もかもを台無しにする、愚かな綾井結女じゃない。

　彼女に重なって見えたのは。

　まだ失敗していない──最後まで幸せでいられるかもしれない、私だった。

「なれるわ」

　だから、背中を押さずにはいられなかった。

　私が見られなかったものを、彼女なら見られるかもしれないのだから。

　胸の奥に疼うずく痛みも、その希望の前では何の意味も持ちはしない。

「──元カノわたしが、保証する」







　それから私たちは、具体的な告白の方法について話し合った。

「やっぱり、ラブレターとか、ですか？」

「えー？　古臭くない？　深夜のノリで書いた平静さゼロのポエムみたいな文章を読まれちゃうわけでしょ？　そんなのあたしなら生きていけないよー」

「うぐぅっ……！」

　出来心だったの……若気の至りだったの……あんな恥ずかしい文章にするつもりはなかったの……。

　そんな一幕があったりしつつ、告白はシンプルに校舎裏に呼び出して行うことになった。

　それからは南暁月教官による告白練習だ。

「リピートアフターミー。『好きです。付き合ってください！』」

「すっ、すきでしゅっ！　ちゅっ、付き合って……あぅ……」

「嚙かむな！　恥ずかしがるな！　堂々とはっきりと聞き取りやすい声で！　それでいてたどたどしく！」

「無理難題です！」

　そんなこんなで一日を費やし──

〈イザナミ：へんじきました。５じにこうしゃうらです〉- 22：48

〈イザナミ：はきそう〉- 22：48

〈あかつき☆：おつかれ～！　５時かあ、人の少ない時間を指定してきたね。こりゃ伊理戸くん、わかってるな〉- 22：49

〈Ｙｕｍｅ：吐くなら今日のうちにしたほうがいい。酸っぱい匂いのする口で告白する羽目になりたくなければ〉- 22：49

〈あかつき☆：結女ちゃんも吐きそうだったの？笑〉- 22：50

〈Ｙｕｍｅ：ノーコメント〉- 22：50

　私はラブレターだったから、目の前で読まれている最中に吐き気と腹痛のダブルコンボが来たのだ。さすがにここでトイレに行くとわずかな希望も消滅すると思って耐えたけど。

〈あかつき☆：５時だったらちょい時間あるね。髪とか眉毛とか整えてあげるよ。授業終わったら集合ね〉- 22：51

〈イザナミ：ありがとうございます〉- 22：51

　東頭さんは緊張のせいか、短文しか送ってこない上に漢字変換までできなくなっている。

　それを見ているだけで、なんだか私まで緊張してきた。

〈あかつき☆：どうする？　結女ちゃんに偵察してもらう？　伊理戸くんも今頃動揺してるかも〉- 22：52

〈イザナミ：どうころんでもふあんになるきしかしません〉- 22：53

〈Ｙｕｍｅ：もう今日は寝たほうがいいかもね〉- 22：53

〈イザナミ：ねれるきもしません〉- 22：54

〈あかつき☆：アホな動画でも見て頭空っぽにしなよ。オススメ教えたげる〉- 22：54

　暁月さんが動画をいくつか貼はると、東頭さんは〈ありがとうございます〉と定型文を打って沈黙した。

　目の下に隈くまを作って告白する羽目にならなければいいんだけど……。

　我が事のように心配していると、不意にスマホが通話の着信を知らせた。

　暁月さんだ。応答して耳に当てる。

「もしもし？」

『いやあー、こっちまで緊張してきちゃうね』

　笑い混じりの言葉に、私も笑いながら「わかる」と答えた。それから、

「……結局、私は大した協力はできなかったわ。ほとんど暁月さんのアドバイスで……」

『そんなことないよ。あたしだけだったら、東頭さん、とっくに諦めてたんじゃないかな』

「そうかしら」

『そうだよ』

　何か根拠でもあるのか、暁月さんの声は確信に満ちたものだった。

『どう、結女ちゃん？　義理の弟に彼女ができちゃう気持ちは？』

「……成功、すると思う？」

『するんじゃない？　自然に考えれば』

「自然に？」

『よほど心証が悪いんじゃなければさ、告白って、する勇気さえあれば成功率結構高いと思うんだよねー。だってさ、好かれてるっていう事実それ自体が、好きになるのに充分な理由だと思わない？』

　それは……確かに、そうかもしれない。自分を好きになってくれる人を好きになる。それは自然な心理だと思う。

『まあ「興味のない人から向けられる好意ほど気持ちの悪いものはない」って名言もあるけど。あたしは正直そっち派』

「ちょっと！」

『裏を返せば、すでに友達として仲良くやれてる東頭さんは大丈夫ってことでしょっ？　気が合わないってことはないし、断ったら関係がギクシャクするかもって心配もあるし、何より肯うなずくだけで彼女ができる。だから、たとえ恋愛感情がなかったとしてもさ、これから好きになることだってあるかもしれないわけだし、とりあえずＯＫしておくっていうのが、割と自然な流れだと思うんだよね～、あたしは』

「……かもね」

『でも、……伊理戸くんは、不自然な人なんだよねえ』

　少しだけ陰りを帯びた声で、暁月さんは言う。

『懸念があるとしたらそれかなあ。今のは、彼女っていうものに価値を感じてる人の話。でも、伊理戸くんって、たぶんそうじゃないよね』

「……そう？」

『そうだよ。伊理戸くんは、彼女なんかいなくたって生きていける人だよ。恋人なんて言葉、ステータスには、これっぽっちも価値を見いだしてないよ。……だからね、それでもあえて彼女を作るとしたら──』

　そして続いた、暁月さんの言葉が。

　私の中に、息を忘れるほど強く強く、響いていった。

『ま、全部あたしの妄想だけどねっ！』

　暁月さんはおちゃらけて誤魔化したけれど、私の頭の中では、さっきの言葉がまだぐるぐる回っている。

　だとしたら。

　だとしたら、私は──

『おやすみ、結女ちゃん。明日は頑張って見守ろうねっ』

「え、あ、うん。……覗のぞき見するのが当たり前みたいになってない？」

『相談に乗った者としての義務だよ～』

　このとき私は、少し憂鬱になっている自分を見つけた。

　なんでだろう？

　その謎に答えを出す前に、私は通話を切って布団を被かぶった。







　なかなか寝つけなかった。

　布団の中で寝返りを打つだけの生き物になっていた私は、仕方なくいったん身を起こす。

　東頭さんに中あてられて、私まで緊張しているのだろうか。

　とりあえず水でも飲んで落ち着こう……。

　部屋を出て、一階に降りる。灯あかりの落ちたリビングに入り、手探りで電気のスイッチを探した。二ヶ月も暮らしていれば、このくらいは身体からだに染み込んでしまう。

　スイッチを探り出し、リビングに光が満ちた。

　そこで初めて、ソファーに誰か座っていることに気付いた。

「うわっ!?」

　思わず悲鳴を上げると、ソファーの誰かがゆっくりと振り返る。

　水斗だった。

　心ここにあらずといった雰囲気で、私を見ても瞬まばたきさえしなかった。

「な……何してるのよ……電気もつけずに……」

「……ちょっと、考え事だ」

　そう言って、水斗は天井を仰ぐ。

　考え事。

　そんなの……東頭さんのこと以外に、考えられない。

　明日、東頭さんに告白されるのだということは、いかにこの朴念仁といえどもわかっているはずだ。その証拠に、この男は東頭さんとの待ち合わせに人の少ない時間帯を指定した。何の呼び出しか察したからこその、さりげない気遣い。

　迷っているのだろうか。

　明日の告白……受けるかどうかを。

　東頭さんにとって、恋人になるということは、友達という関係をただ発展させるだけのことだ。別に今までの関係がなかったことになるわけじゃない──実際、東頭さんは、告白する覚悟を決めてからも、水斗への態度を変えたりはしなかった。

　彼女が気持ちを自覚してからの時間は、言ってみれば体験期間だった。

　恋人になっても、今までの関係が終わるわけではないと証明するための時間だった。

　無理に接し方を変えなくていい、ということにしたのは、結果的には正解だったと思える。友達ではなくなってしまうから、という理由でフラれてしまう可能性を、先んじて潰してしまったのだから。

　だから……逃げ場なんてない。

　すべては、水斗の気持ち、それだけで決まる。

　だとしたら、答えはわかりきっているようなものなのに──

「……なあ」

　と、水斗は天井を仰いだまま、私に話しかける。

「もし……もしだぞ？」

　不安定に揺れる、迷子のような声で。

「僕に新しい彼女ができたとしたら……君は、どう思う？」

　心臓が痛んだ。

　膿うんだ傷が、ずくずくと疼うずいた。

　同時に……ふつふつと、怒りが湧き起こる。

「私がどう思うかなんて、関係ないでしょ」

　東頭さんの頑張りを。東頭さんへの答えを。

　私に委ねようなんて、そんな虫のいいこと──

「あなたが、自分の思う通りにするべきよ」

　私には、決定権なんてない。

　決めるのはこの男だ。

　東頭さんへの答えは、この男自身にしか出せないのだ。

　それが、どのようなものであったとしても。

「……同じことを言うんだな、君も東頭も」

「え？」

「君の言う通りだって意味だよ」

　自嘲するように薄く笑って、水斗は立ち上がった。

　戸のところにいる私に近付いて、すれ違いざま、私の肩を軽く叩たたく。




「──ごめん」




　耳元に小さな囁ささやきを残して、かつての彼氏は階上に消えた。

　私はしばらくその場に突っ立って、何分か経たってから、流しでコップに水を注そそいだ。

　冷たさが、喉から身体の中に流れ落ちていく。

　けれど、満たされない。

　空っぽのまま。まるで穴が空いたみたいに。

　──別れよう

　ふと、あの男と別れたときのことを思った。

　肩の荷が下りたような、清すが々すがしいあの気持ちを思い出した。

　ああ、そうか。

　あのときが、あんな感じだったから──

　──私、失恋ってものを、したことがなかったんだ。







「──ん。オッケー！」

　暁月さんは櫛くしを仕し舞まうと、東頭さんの顔を女子トイレの鏡に向けた。

「どうですかお客さん？　我ながらいい仕上がりだと思いますよ～？」

「…………これ、詐欺じゃないですか？」

「合法だから！　っていうかそんなに手入れてないし！　何回も言ってるけど東頭さん、結構可愛かわいいほうだからね？」

「またまた～」

「結局、自己評価は大して変わらなかったね……」

　東頭さんも寝癖の直し方とリップの塗り方くらいは覚えたものの、やっぱり本職（？）の手が入ると見違えた。

　そもそも化粧映えするほうなのだろう。身長が高めで、スタイルも良くて、だけど顔つきはあどけない感じで……なんというか、グラビアアイドルにいそう。

「ちゃんとすると見違えるところまであの男に似てるとはね……」

「へえ～、伊理戸くんもちゃんとしたらカッコ良くなるタイプなんだ～？　写真とかないの結女ちゃん？」

「ちゃ、ちゃんとしてる水斗君……見たい……見たいです……」

「……い、いや～……残念ながら、写真は～……」

　さすがに私のスマホ内に眠るブロマイドみたいな画像を見せるわけにはいかない。

　これから告白なのだ。余計な誤解を生んでしまっては具合が悪い。

　女子トイレを出ると、校舎内には人気がなかった。

　吹奏楽部や運動部が練習する音が遠くから聞こえてくる程度だ。

　進学校なのもあって、ウチはあまり部活動に力を入れていない。私たちも含めて帰宅部が多いから、授業が終わって一時間もすると学校にはほとんど人がいなくなる。

　告白をするには、絶好の環境だ。

「じゃ、練習通りにね、東頭さん。あたしたちは陰ながら見守ってるから！」

「が、がんばりまふ……」

　無表情のままガチガチに緊張している東頭さんを見ていられず、私はその肩に優しく手を置いて、できるだけ力強く告げた。

「あなたなら、できるわ」

　だって、私にできたんだから──あなたにできない、道理はない。

　スマホみたいにぶるぶる震えていた東頭さんは、徐々に落ち着きを取り戻して、すうはあと深呼吸をした。

「……いって、きます」

　声にも顔にも、まだ強こわ張ばりは残っていた──けれどしっかりとした足取りで、東頭さんは告白場所である校舎裏へと向かった。

　私たちはその背中を黙って見送る。

　暁月さんが、しみじみとした声音で言った。

「恋は人を変えるって、ほんとなんだねえ」

「なんだか他人ひと事ごとみたいだけど」

「……あー、まあ、あたしはね。悪い方向に変わっちゃうタイプだから」

　気まずそうな顔をして呟つぶやくと、暁月さんは誤ご魔ま化かすようにとててっと歩き出す。

「あたしたちも早く行こうよ、結女ちゃん。責任持って結末を見届けないとねっ！」

「……そうね。見届けないと」

　あったかもしれない別の結末を。







　私と暁月さんは、告白場所となった校舎裏の、すぐ横に当たる教室に身を潜ませた。

　窓からそっと外を覗のぞくと、東頭さんが一人でそわそわと、意味もなく髪をいじったり意味もなく小石を蹴飛ばしたりしている。あの男が来る気配はまだなかった。

　私の隣では窓際の床に座り込んだ暁月さんが、何やら忙しそうにスマホをいじっている。

「何してるの？」

「人払い」

　教室は無人だ。廊下もまた無人だ。そして両隣の教室からも人の気配を感じない。

　いくら部活に力を入れていないとはいえ、不思議なくらいの人気のなさだった。暁月さんが何か手回しをしたということだろうか。だとしてもどうやって……？

　高校になってからできた一番の友達に、ちょっと計り知れないものを感じていると、ザッと新しい足音が外から聞こえた。

「（来た）」

　私が囁ささやくと、暁月さんはスマホをいじる手を止めて、窓の外を覗き込む。

　ちょうど、東頭さんの前に、水斗が立ち止まるところだった。

「……来たぞ、東頭」

　少し固く感じる声で、水斗は言った。

　その声音は、真剣で、切実で、覚悟に満ちていて。

　だから、きっと東頭さんにも伝わった。自分の頑張りは、決して無駄ではなかったと。

「あ、あの……ご、ご足労いただき、あ、ありがとう、ございます……」

「ああ」

　練習の成果はどこへやら、嚙かみ嚙みの東頭さんに、水斗は優しく相あい槌づちを打つ。

「そ、その……ですね。わ、わたし、水斗君に、は、話したいことが……」

「うん」

「日頃の感謝、というか……感謝って言ってもまだ二週間くらいなんですけど、それでも……ああぅ、違う違う、そうじゃなくて、えっと、えとえと、えっと…………」

　東頭さんは、完全にテンパっていた。

　せっかく整えた髪をくしゃりと摑つかんで、うーうー唸うなりだしてしまう。

　暁月さんが「うああ……」と呻うめいて、見ていられないとばかりに顔を覆った。

　だけど、私は目を離さない。

　この程度でダメになったりしないって、わかっているから。

「言いたいことを、言いたい順に、ゆっくりと話してくれ」

　東頭さんのテンポに合わせるように、ゆっくりとした口調で、水斗が言う。

「整理はこっちでする。普段、本ばっかり読んでるのは、伊達だてじゃないからな」

　……ああ、これだ。

　東頭さんが好きだと言った──それは、柔らかな声だった。

　東頭さんはかすかに目線を上げて、安心したように息をつく。

　それから、ぽつりぽつりと、さっきに比べれば幾分か要領を得た言葉を、連ね始めた。

「……図書室で、ぶつかったとき。水斗君から、話しかけてくれましたよね」

「ああ」

「わたし、嬉うれしくて……同じ趣味の人に出会えたっていうのもそうなんですけど……わたしの言うこと、面倒くさがらずに聞いてくれたことが……。わたし、昔から、変な子だ、偏屈だ、面倒くさい子だって、ずっと言われてて……」

「うん」

「わたしが好き勝手に話しても、ちゃんと聞いてくれる人……それどころか、ちゃんと答えてくれる人……初めてで……嬉しくて……本当に、本当に、楽しくて」

　そのとき、地面に落ちていた東頭さんの目が、初めて、水斗をまっすぐに見据えた。

「もっと、一緒にいたいんです」

　かすかな震えと共に、言葉が響く。

「ずっと、一緒にいたいんです」

　寄る辺を探すように、居場所を求めるように。

「だから──わたしを、水斗君の彼女に、してください」

　そして続いた最後の言葉は、まるで、心からするりと零こぼれたかのようだった。
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「好きです」




　たった四文字の言葉が、しかし幾度となく、沈黙の中に響いていく。

　伝わらない、はずがなかった。

　これほどに純粋で、これほどに真摯な言葉を、私は他に知らなかった。

　息も忘れて、私は水斗の顔を見る。

　彼はしばらく、東頭さんの視線を受け止めると、ふっと緊張を緩めるように微笑ほほえんだ。

「……友達だって、いつも言ってたのにな」

「あっ、あっ……あれも、噓うそじゃないです！　友達としても本当に……！」

「僕も、君といるのは楽しいよ、東頭」

　ひゅうっと、風が吹いた気がした。

　でも、木は靡なびかない。髪も揺れない。

　冷たい風に似た、けれど別の何かが、私の中だけを撫なでたのだ。

「こんなに気の合う、気兼ねしなくていい相手は、生まれて初めてかもしれない。だからきっと、君と僕が付き合ったら、これ以上ないってくらいうまくやっていけると思う。喧けん嘩かだってするだろうけど、僕と君なら、新刊のことでも話してるうちに忘れてそうだ」

「……あ……」

　私は目を瞑つぶった。

　さっき、東頭さんがテンパったときには、目を離さずにいられたのに……今はなぜか、見ていられなかった。

　──この先に続く言葉を、私は、知っている。

　彼は今まで見たことがないほど柔らかに笑って。

　どこか気恥ずかしげに、でも目をしっかりと見て。

　こう告げるのだ────
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「────でも、ごめん」




　……え？

　私は目を開けた。

　耳に届いたのは……私が知っているのとは、逆の言葉だった。

「ごめん。君と付き合うことは、できない」

　それが礼儀だとでも言うかのように、水斗はもう一度繰り返す。

　私も。

　暁月さんも。

　そして、東頭さんも。

　誰もが呆ぼう然ぜんとしていた。

「な……なんで、ですか……？」

　理解を拒むかのような空っぽの表情で、東頭さんが震えた声で尋ねた。

「わ、わたしの、こと……やっぱり、女の子として、見れない、ですか……？」

「いや、そんなことはないよ──あのな、東頭。僕だって男なんだから、胸を押しつけられたりして何にも思わないってことはないんだよ。たとえそれが女友達だったとしても。不ふ甲が斐いないことに、僕は友情と恋愛をはっきり切り離して考えられないらしい……」

「……だ、だったら……！」

「僕もさ、落ち着いて考えたんだよ」

　水斗の口元に、困ったような苦笑が滲にじむ。

「自分の中身を、感情を見つめ直してみたんだ。そしたら──席が、もうなかったんだよ」

　水斗は、自嘲するように言った。

「僕は狭量な人間でさ。本気で向き合えるのは、どうも一人が限度らしい──そのたったひとつの席をさ、そんな権利もないくせに、まだ占有してる奴やつがいるんだよ」

　……あ。

「そして僕は、そいつのことを──そんな義理もないのに──まだ、泣かせたくないと思っているらしい」

　言葉が胸に染み込み、じわりと視界が滲む。

「だから、何度でも謝る。ごめん。君自身を理由にしなくて、他の奴を理由に断って、ごめん。君に落ち度はない。他の誰にも落ち度はない。これは僕の問題だ──これが、僕の中にはっきりと存在する、僕の気持ちだ」

　──ごめん、と。

　耳元に置いていかれた声が、今に重なって。

「ごめん、東頭──僕は、君を彼女にはできない」

　私の脳裏に、昨夜の暁月さんの言葉がリフレインした。




　──……だからね、それでもあえて彼女を作るとしたら

　──たとえ価値なんかなくても、自慢にならなくても、どうしてもどうしてもそばにいてほしい……そう思った相手だけなんじゃないかな




「……ぁ……」

　膝から力が抜ける。

　窓に背を向けて、壁に背中をつけて、ずりずりと座り込む。

「……ぁ、あ……ぁぁ……！」

　どうしてよ、馬鹿。

　幸せになれるかもしれないのに。

　私なんかと違って、うまくいくに決まってるのに。

　私はもう、あなたにとって、ただの義理のきょうだいでしかないのに。

　どうして、まだ。

　彼女じゃなくなった人間を、まだ。




　──あなたのそばに、いさせてくれるのよ。




「……あーあ」

　暁月さんの、呆あきれたような声がした。

「どっちにしろ、泣かせちゃうんじゃん」

「泣い、で、な[image: ]いぃぃぃ……っ!!」

「よっぽど好きなんだねぇ」

「[image: ][image: ]、ずぎじゃ、[image: ][image: ]いいぃぃぃ……っ!!」

　もう好きじゃない。

　もう好きじゃないけれど。

　──まだ私は、彼のそばにいる。

　ああ、どうしよう。

　私……すごく、すごく、嬉うれしい。

「……変だよ、二人とも」

　暁月さんが呟つぶやいた。

　気のせいか、どこか拗すねるように。

「変だよ」





◆






　結局、その日はそれ以降、すっかりわけがわからなくなってしまった。

　東頭さんが水斗の返事にどうリアクションを取り、どういう形でその場が収まったのか──私は、見届けることができなかった。

　暁月さん曰いわく、泣き出した私を慰めているうちに、二人ともいなくなっていたそうだ。

　……東頭さんに申し訳ないと言ったらなかった。

　焚たきつけたのは私なのに、私はあのとき確かに、彼女がフラれたのを喜んだのだ──あの男が私を理由に彼女をフッたのを、泣くくらい喜んでしまったのだ。

　どれだけ性根が腐っているのだろう。東頭さんには引っぱたかれたって文句は言えない。

　合わせる顔がなくて、翌日になっても私は、ＬＩＮＥで連絡を取ることさえできていなかった。通知が来ないところを見ると、東頭さんのほうからも連絡は来ていないらしい。

　あの告白の日の前夜。胸の中が空っぽになった、あのときを思い出す。

　……彼女も今、あんな気持ちでいるんだろう。慰めてあげたいとも思うけれど、私にそんな権利があるのかどうか……。

　そんな風に悶もん々もんとしながら授業を過ごし、放課後。

「残念会やろうよ」

　ちょうど校舎を出たところで、暁月さんがそう言った。

「あたしたちにも責任はあるしさ。それに……東頭さん、伊理戸くんが唯一の友達だったのに、あんなことになっちゃったら、ほら……ね？」

　それを聞いて、私はますます暗い気分になる。

「……そう、ね。今まで通りじゃ、いられないわよね……」

　私たちが煽あおらなければ、東頭さんは水斗という友達を失わずに済んだはずなのだ。

　このまま知らんぷりしていることなんて、私にはできそうにない。

「代わりにはなれないけどさ、けしかけた者として、アフターケアもしっかりやらなきゃって思わない？　遊んで慰めて傷を舐なめて……そんでさ、友達になろうよ、改めて」

「ううん……。でも、私、どう接すればいいか……」

　フラれた原因がまさに私にあるのに、どう慰めればいいのか……。

　暁月さんはにっこりと笑った。

「それは大丈夫！　主に伊理戸くんのフり方の下手さについてディスってればいいだけ！」

「なるほど……！　それは全面的に同意できるわ！」

「あとはあたしたちが東頭さんにディスられたらいいだけ！」

「……それも全面的に同意できるわ」

　甘んじて受け入れるしかない。東頭さんは完全な被害者なのだ。無責任に焚きつけた私たちと、オブラートに包むということを知らないあのクソ野郎の。もうちょっと当たり障りのないフり方あったでしょ。

「じゃあ通話するよ。覚悟できた？」

「……ええ。大丈夫」

　暁月さんがスマホを操作する。

　私は深呼吸を繰り返しながら、できるだけ顔を上げた。俯うつむいていると無限に気分が落ち込んでしまう。こういうときは無理にでもいいから顔を上げて──

　ん？

　……これは、どうしたことだろう。私の目に、有り得ないものが映っているような。

　校舎三階の、一番端。

　図書室の窓。

　私は、見間違いであってほしいと思いながら、そこを指差す。

「……あ、暁月さん……あれ……」

「うん？　……ううん？」

　私の指の先を見て、暁月さんもまた表情を凍らせた。

　当然の反応だ。

　だって──

　図書室の窓際に。

　隣同士に寄り添って。

　楽しそうに談笑している。




　──伊理戸水斗と、東頭いさなの姿があるのだから。




「……………………」

「……………………」

　私たちが無言になっているうちに、窓越しに見える東頭さんがスマホを取り出して、右の耳に当てた。

　暁月さんのスマホから声が聞こえる。

『はい。もしもしー？』

「「ちょっとツラ貸せや」」

『えええええっ────!?』







「「なんでやねん」」

　残念会は尋問へと姿を変えた。

　いつも集まるのに使っているファミレスで、東頭さんはちゅーっとストローを吸いながら首を傾かしげる。

「何がですか？」

「なんで昨日の今日で当たり前のように仲良くしてるのよ!?」

「昨日フラれたよねっ!?　結構ひどいタイプの失恋したよねっ!?　何なの？　あたしたちの見てないところでどんなどんでん返しがあったのっ!?」

「ひどいタイプかどうかは知りませんけど、失恋はしましたよ？」

「だったら！」

「なぜ！」

「ええ……何を怒られてるのかわかりません……」

　困ったように眉根を寄せる東頭さん。

　何なの!?　私たちが説明するの!?　説明してほしいのはこっちなんだけど！

「あたしたちはね、責任を感じてたのっ！　あたしたちが焚きつけたせいで、東頭さんと伊理戸くんが友達じゃいられなくなっちゃったってさ!!」

「友達じゃいられなくなる、ですか？　なんでです？　それって逆じゃないですか」

「「は？」」

　失恋直後の巨乳少女は、当たり前の常識を語るように言う。

「きっぱりフラれて、さっぱり脈ナシになったんですから、むしろ堂々と気兼ねなく友達としてやってけるってものじゃないですか？」

　私たちは絶句した。

　ま……まさか……彼女が『今の関係でいられなくなるかも』などと言わず、意外とあっさり水斗へのアプローチに乗り気になった理由って……。

　おびただしい戦慄が全身を駆け巡る。

　目の前できょとんとしている女の子が、どこか遠い異世界から来たエイリアンみたいに見えてくる。

「……わ、わからない……。最近の若者がわからないよ、結女ちゃん……！」

「大丈夫、落ち着いて！　私もさっぱりわからないから！」

「ご心配おかけしたようですみません。人生初失恋は、確かになかなか応えましたけど、今ではこの通り平気です。昨日、水斗君に慰めてもらったので」

「「どういうことーっ!?」」

「『落ち着いて考えろ。高校生の頃に作った恋人より高校生の頃に作った友達のほうが長い付き合いになる確率が高いじゃないか』って言われて、『確かに！』と思いまして」

「もう頭がついていかないよ!!」

「これ以上私たちの常識を壊さないで!!」

『私にそんな権利あるのかどうか……』って悩んでた私はなんだったの!?　一番権利ない奴やつに慰められてるんだけどこの子!!

　もう会話が通じる気がしない。価値基準の断絶が凄すごすぎる。私たちはもう一人の当事者を問い詰めることにした。

『……もしもし？』

「もしもし。昨日あなたがフッた女子のことについて聞きたいんだけど」

『……いや、なんで僕が東頭に告白されたの知ってるんだ、君』

「それは今いいから」

『良くないんだが』

「……失恋して傷付いた東頭さんを、フッた当人のくせして慰めたって本当？」

『……その件か。誰から聞いたか知らないが、安心してくれ』

「何を!?」

『僕も、なんでああなったのか、全然わからない』

　困惑がありありと滲にじんだ声を聞いた私と暁月さんは、揃そろって東頭さんを見た。難しそうな顔をして、メニューと一緒に置いてある子供向けの間違い探しを睨にらみつけている。

　どうやらやはり、おかしいのは私たちではなかったらしい。

「……異世界人」

「異世界人だね」

「あれ？　どうしてわたし、いきなり異世界転生してることにされたんですか？」

　世の中には、決定的に価値観が違う人間がいる。

　それを身をもって学んだ私だった。

　──と、そのとき。

　水斗に繫つなぎっぱなしだったスマホから、低い声がした。

『…………伊理戸…………？』

「げっ！」

　どこかおどろおどろしいその声を聞くや、暁月さんが『マズい』という顔をする。

　今の声は……川波くん？　水斗ではなかったからそのくらいしか思い当たらないけど。

『今……告白されたって聞こえたんだが……一体、どこの誰にだ……？』

『ん？　そういえば君には言ってなかったか？　東頭のこと──』

「わーっ!!　だめだめだめっ!!　そいつには東頭さんのこと喋しやべっちゃダメーっ!!」

『おい誰だその女！　伊理戸さん以外の女なんて──』

「あーもうっ！　今までうまいこと隠してきたのにいっ!!」

　暁月さんは大慌てで荷物を抱えて立ち上がった。

「ごめんっ！　ちょっと面倒臭い変態を宥なだめてくるからこれで！」

　テーブルにドリンクバー代を置くと、暁月さんは私たちを置き去りにしてファミレスを飛び出していく。

　その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送って、私は口の中で呟つぶやいた。

「……案外、誰もが誰もにとって、異世界人みたいなものなのかもね……」

「おお？　深いですね。たとえ異世界に転移転生したとしても、人や世界との関わり方は根本的には変わらないみたいな話ですか？」

　同じ人間は二人といない。

　同じ恋もまた二つとない。

　初恋は終わり、そうではない何かがまだ続く。

　その何かに、私は未いまだ、名前を付けられないでいた。







　　　あとがき──幸福新元号




　幾分か前の話になりますが、日本の結婚情報誌・ゼクシィがＣＭで採用したキャッチフレーズが反響を呼んだことがありました。

『結婚しなくても幸せになれるこの時代に、私は、あなたと結婚したいのです』

　この本が出る予定の５月１日には、平成の次の元号、令和が始まっているはずです。平成と呼ばれた約三十年の間に、少子化は進み、結婚平均年齢は上がり、応じて価値観も変容しました。ゼクシィが言うように、もはや結婚は人生の必須イベントではなく、恋人がいないことなど珍しくもありません。恋人がいなければ友達と過ごせばいいし、友達がいなければゲームをするなり本を読むなりすればいい。そのすべては等価であって、貴賤はどこにもありはしません──かようにして、幸福の在り方は多様になったのです。

　だったら、ラブコメのヒロインがただの女友達でもよくない？

　というわけで、完全無敵系ヒロインこと東頭ひがしらいさなの登場巻でした。

　完全無敵系というのは、恋愛面で負けてしまってもそれが意味を成さないということです。彼女にとって失恋はあんまり痛手じゃないんですね。彼女にとっての幸福は、彼氏作って結婚してお嫁さんになって子供に恵まれることではなく、ライトノベルの感想を語り合える相手がいることなので。

　人格の真ん中に恋愛によって付けられた傷を抱えている登場人物が揃そろっている中で、彼女の価値観はまさに異世界人です。転移や転生する系の主人公が常識と知識の違いから異世界に大きな影響を与えるように、彼女はその存在だけで周囲に影響を与えることになるでしょう。

　今や恋人という関係に特別性はありません。ならば何になれば一番幸せになれるのか。幸福が多様化するということは、人間関係が多様化するということでもあるのです──

　──本当にどうするんでしょうね。実はもうウェブ版のストックがありません。

　担当様、イラストのたかやＫｉ先生、この本の制作に携わったすべての方々、そして読者の皆様に、この場を借りて深くお礼を申し上げます。おかげさまで一巻重版しました。お世辞抜きで皆様のおかげです。

　そんなわけで、紙かみ城しろ境きよう介すけより『継まま母ははの連れ子が元カノだった２　たとえ恋人じゃなくたって』でした。三巻でまたお会いしましょう。




























継まま母ははの連つれ子ごが元もとカノだった2




たとえ恋こい人びとじゃなくたって








紙かみ城しろ境きよう介すけ





角川スニーカー文庫





2019年5月1日　発行





ver.003





©Kyosuke Kamishiro, TakayaKi 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『継母の連れ子が元カノだった2　たとえ恋人じゃなくたって』

2019年5月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011.jpg
I
ya )
\y
7
IV
&
3
pz|
3
b
¥
)
E
O
=
L
F
)
<






OEBPS/Images/embed0016.jpg
IBRN\TOHEE D6 5 r4atvERvONVENEORUN]






OEBPS/Images/embed0014.jpg





OEBPS/Images/embed0009.jpg
(TR

5
e
n
&
D

[CRET SOtEo L SRTTD--






OEBPS/Images/embed0007.jpg
IRRANABEEFIN 0@ T





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg
N
(=
&
x
N
A
U
P
173
<
=
2
T

BIR=—H—XE





OEBPS/Images/embed0006.jpg





OEBPS/Images/embed0005.jpg
IBERAIAN2MIEKRADINDNNM DL n—2hADY—DSEIOR






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
P QO






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
00

H

Ay TIVODBERFYITYavh
d—=IbTFo4—ODBSULA

KAV TIEREXTSD
[ooeeeesneens 0.33 I5—1 Y Peeeeerenenen 1

XAV ITIWRBHBENGS
[ SIFELDL, BIHE » ATEL]

KAy TIWEHHEEDTSD
rEsunreLsELTl

01

~

04

(&}

08

w

140 JTAY T IVIEFRVES
BEICULEWVWTEDDD !

T/ (3R LIS
K EMHMRLLTLNTHDHiES]

225 REAVEKIITZHSIEL

17

(o0}

316 HEDE —=FZEHTS

illustration: 7=H*° Ki
design work: HES&

S]uau0’)





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg
XETFE

BEA—BHEY & LI KABBRATIEE,
BoEVDKREVERYPTL T BFESIC
HYELA, COFFKIBONY NIZEEST
HB3ZEICLET. EAh—: TBT3

BHLIDhofch S, Nw FIC WOR
BLERYDIFTZDEDPDHS | )

W BL< - LT<EEOR? Aseol

*2 W, TFooorry 53 eeees ] )

\ .

r,lil.l:‘
------ BL, EhFOELILE? /

SAM/ANNVICEL B, [TOLWIEELTLRER
ENFTRERZEZLTOLBHT] OBLITIIFE

PERtRkE S0 & B !
A FAES>T3TL« |
HFHFOSH/TL & |

A~? BHBIARBLA
TUl-dni. KIB? )

bholch | BRICIE., FEBHICREELITE
BRODSRENBERBDI DO SBOATLD |

.'ﬂm\\“
//. "kp, K&, blcLicBiioTRED: — AP A
R O\AY

------------ 285, PRERACNENLDISD m

EVHBATNY FOET<2oD<
DEDPHTHSSORLABEN |

F£3& 2019 FRIERFTTFE!!






OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
NiEMNE REFK}
Kogure Kawanami Mizuto Irido

K ERERDY A KA ko BRDTHLICLE
BEA LBEICEADL B R &/H,

ST ? MEOHER.






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		元カップルの日常スナップショット ゴールデンウィークの過ごし方


		元カップルは席替えする「…………０・３３パーセント…………」


		元カップルはもたれ合う「……今は私が、お姉ちゃんだし」


		元カップルはお泊まりする「どういたしまして」


		元カップルは競い合う「馬鹿にしないでよっっっ!!」


		元カノは嫉妬しない「水斗と仲良くしてくれてありがとう」


		東頭いさなは恋を知らない









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
% AR
71y FICISPGS I FE e OB
. BN, BHICUTIRE. HHE0n
. CATABRETBVTube 17
L‘)“b WDETBICREBEL. DLE!

1Ib PRKI

WL ASA NS OO, 20196
BEGRENTS,

BB RROZDF B ONT TS
T,

P R ]

TAuR ARG NR ,

BIIR=—h-E

=¥

B —S— 1N

HOBETE & SRV KSR, THEARL,
ﬁﬁ@‘ﬁtw “iﬁi' SUCREBESH. TARDICHBES
@E@EL\&D‘QD ’FUUD?’SEL\D‘XL[LE%EIQZ*
FAEH, KIDFICE> BRI ID%- ?ﬁb\"f&f)‘
SABTCCERRE | BBETREEERCIMECI?

FEOROS SRR E RATEVEDKS EVSBD, K&
B BERSCRKEPEEE, Un, (DL, KB
OB, BNFETH- 2] FLCKINOBOEERLT
e, KAORE LLTRETHTLLR BE
RBEE & SEVORDEIRT 5. A HBIER] DEED !






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
HBOENFHRAN/ 072

TEERBAL® LD T

IR

BIAZ—H—XE
21589






OEBPS/Images/embed0024.jpg





OEBPS/Images/embed0023.jpg
N





OEBPS/Images/embed0026.jpg





OEBPS/Images/embed0025.jpg
S\





OEBPS/Images/embed0019.jpg
Il





OEBPS/Images/embed0018.jpg
%
]
(A
&
1
3
7
%
4
b
i
(A






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
J/.__ID._.I

..:.ciw.M.Aba.H(...lDt






